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　第一章　前夜







　　　　１




　遥はるか北の海に、ひとつの島が浮かんでいる。

「解放されし島」と住人たちは大いなる誇ほこりをもって呼んでいる。灰色の呪じゆ縛ばくと破は壊かいの女め神がみの恐きよう怖ふと戦い、それに勝利したゆえに。

　その島には、いくつかの王国が栄えていた。百年もの長きにわたって、島には戦いくさひとつなく、平和な日々が続いていた。

　その平和を打ち砕くだいたのは、ある王国の皇こう太たい子しである。皇太子は島の統一を旗はた印じるしに掲かかげ、近きん隣りんの諸国へ侵しん略りやく戦争をしかけた。それが契けい機きとなり、諸王国は互たがいを征せい服ふくせんと激はげしく争い始めた。その大戦のさなか、ひとつの王国が滅めつ亡ぼうの運命を迎えた。王都は蹂じゆう躙りんされ、王族は皆殺しにされた。

　しかし、ただひとり第二王女が生き残った。王国に忠誠を誓ちかう千人あまりの人々は王女を守り、一艘そうの帆はん船せんに乗りこみ新天地を目指して船出した。

　だが、航海の途中、激しい嵐あらしに巻きこまれ、帆船はいずこへともなく漂ひよう流りゆうした。

　やがて、食料は底をつき、もはや運命は尽つきたかと思われた。

　そのときである。一羽の大白鳥が船の上空に現れ、新たなる大地へと人々を誘さそったのだ。

　そこは、巨大な大陸の北に突き出た半島であった。ただ、大陸とは巨大な断だん崖がいによって隔へだてられた陸の孤こ島とうでもあった。

　啓けい示じに従い、人々はこの半島をダナーンと名づけた。哀あわれな漂ひよう流りゆう民みんのために、偉大なる神神が、その聖せい地ちの一部を与えたもうたのだ、と考えたからだ。そして、神の城じよう壁へきと名づけた断崖の向こうをこう呼んだ。

　神々の住まう地クリスタニアと──




　五十人ばかりの銀ぎん狼ろうの部族の一団が、家財道具をいっぱいに積みこんだ荷車を引いて、傭よう兵へい団だん〝獣けものの牙きば〟の砦とりでの中庭を黙もく々もくと進んでいる。

　ここ数日というもの、毎日見られる光景だった。

　彼らはこの砦の近辺に集落を営いとなんでいた銀狼の部族の住人たちである。

　シレーネの大集落にいる族長から、それぞれの集落を捨ててシレーネに引き上げてくるよう命令が届いたのが、三日前のこと。銀狼の民たちは急いで支し度たくをし、引き上げにかかった。

　獣の牙の砦は、イスカリア地方を東西に結ぶ街道のうえに建てられている。そのため、砦よりも西に位置する集落の人々は、ここを通過してシレーネヘと落おち延のびてゆくことになる。

　砦の門は昼夜をとわず開け放たれ、難なん民みんとなった銀狼の民を迎え入れ、そしてすぐに送りだしている。

　レイルズは二階の窓から中庭を見下ろし、門から出てゆこうとする銀狼の民の一団をじっと見つめていた。窓にはガラスははまっておらず、木の扉とびらを開閉するだけの簡かん素そなものだ。

　このクリスタニアヘ登ってから、すでに一年になろうとしている。だが、それ以上の年月をこの地で送ってきたような気がする。

「大白鳥の兄弟」と、獣の牙の傭兵仲間はレイルズのことを呼んでいる。

　大白鳥の神しん獣じゆうの従者という意味だ。〝湖面の大白鳥〟フーズィーは、ダナーン半島を支配していた神獣のことだ。

　だが、レイルズはこの神獣の従者ではない。最近になるまで、その存在さえ知らなかった。

　神獣フーズィーは、従者である大白鳥の部族に大きな災さい厄やくが降りかかることが運命づけられたとき、その苛か酷こくな運命から従者たちを救おうと、ダナーン半島をクリスタニアから離り反はんさせ、海の高さにまで降こう臨りんさせた。それが、およそ七百年前のことである。

　皮肉なことに、未知なる疫えき病びようのため大白鳥の民は滅ほろび去る結果となった。その後、北の島からやってきた漂流民が新しいダナーン半島の住民となった。

　レイルズは、この漂流民の末まつ裔えいなのである。

　だが、レイルズは最近、自分が本当に神獣の民であるような気持ちになっていた。「大白鳥の兄弟」と呼ばれ続けているせいかもしれない。神しん獣じゆうの民たみの一員として、ダナーン王国の住人と故郷を同じくする暗あん黒こくの民たみや、神王バルバスの従者である猛虎バルバスの部族と戦い、裏切りの大地ベルディアヘと追い落としたいと考えている。

　もしも、神王が勝利すれば、世界は神王により統一され、新たな世せ界かい律りつでこのクリスタニアが治められることになる。かつて支配の神獣王と呼ばれたバルバスの司つかさどる恐おそるべき支配の法則によって、だ。

　弱肉強食の掟おきてである。

　弱者は強者に絶対の服従を強いられる。

　だが、神獣の民が勝利すれば、周期は復活し、クリスタニア大陸はふたたび結けつ界かいで閉ざされることになる。そうなれば、ダナーンはふたたび陸の孤こ島とうだ。

　複雑な気持ちだった。

　だが、今は迷まよっている時ではない。目前に、大きな試し練れんが待ち構かまえているからだ。

　この獣けものの牙きばの砦とりでを守り抜くこと、である。大おお鴉がらすの神獣アルケナの従者であるイサリが残した不吉な予言──

「砦は炎ほのおに包まれ、多くの戦士たちが死ぬことになる」

　凶きよう兆ちようの大鴉の異名をもつ神獣アルケナの従者のうち、選ばれた獣人ビーストマスターは未来予知の能力が与えられている。この能力により、イサリはこの砦の滅めつ亡ぼうを予知し、いずこかへ立ち去った。生きてこの大陸の行く末を見守るために。それが彼に与えられた部族の使命だったから。

　イサリは自分が予知した未来を変えてみせろ、とレイルズに言い残している。

「どうやって、砦を守る」

　レイルズはイサリが去って以来、ずっと自問している。

　だが、その答はまだ見つかっていない。

「守るべき者がいなくなるのは、つらいものだ。戦士たちの士し気きはかなり落ちている」

　背はい後ごから声がかかった。

　獅し子しの神獣ディレーオンに従う鬣たてがみの部族の戦士であり、獣の牙の団長でもあるオルゲンスの声だった。

　レイルズは、ゆっくりと団長を振り返った。

　鬣の部族の獣人には、他人を注目させる能力が与えられている。だが、今はその能力を使ったわけではない。それでも、この鬣の部族の声は、人を惹ひきつける。

「取り残されたような気持ちになりますね」

　レイルズはまだ幾いく分ぶんたどたどしいクリスタニア言葉で言った。

「実際、その通りではないか？」

　オルゲンスの言葉に、レイルズは苦笑を浮かべてうなずいた。

　銀ぎん狼ろうの部族の族長は、獣の牙を見捨てたのだ。いや、最初から歯し牙がにもかけていなかったのだろう。彼らには、神しん獣じゆうの長おさたる周期の神獣王フェネスの従者であるとの誇ほこりがある。己おのれの部族は己の部族で守るとの気き概がいがある。

「でも、それでは戦いくさには勝てない……」

　レイルズは心のなかでつぶやいた。

「朗ろう報ほうもあるぞ。銀ぎん狼ろうの部族の戦士たちが、何十人も砦とりでに残ってくれている。食料や武器、防具の寄き贈ぞうもある。シレーネの大集落はどうあれ、この地方の銀狼の民は我々を認めてくれていたわけだ」

　レイルズが気落ちしたと見たのか、団長は話題を変えた。励はげますような力強い口く調ちようである。

「それは心強い」

　レイルズも、わずかに表情をゆるめた。

　ベルディアとの決戦を控えて、味方はひとりでも多くほしい。まして、銀狼の戦士たちは、きわめて勇ゆう敢かんで、戦せん闘とうに役立ついくつもの能力タレントを有している。

「敵は数こそ優勢だが、ひとりひとりの戦士はそれほど強くない。精せい鋭えいといえば、ベルディア暗あん黒こく騎き士し団だん、そして猛虎バルバスの部族の戦士たちだ。双そう面めんの部族や沈ちん黙もくの部族、悟さとりの部族らの戦士団は、嫌いや々いやながら戦争に参加しているから、士し気きが低い。まして妖よう魔まごとき、たとえ何万人攻め寄せようと、恐おそれはしない」

「数はやはり脅きよう威いですよ。複数の敵を相手にしている隙すきに、後ろを取られたら、いかに優すぐれた戦士でも簡単に討うち取られる。軍を何隊かに分けて、間かん断だんなく攻め寄せられたら、どれほど強きよう靭じんな体力の持ち主でも疲つかれきってしまう」

「なるほどな……。おまえがベルディア軍にいなくて、心からよかったと思うよ。幸運なことに、彼らはそのような戦い方をしない」

「敵がそうしてこないのが、オレには不思議ですね。ベルディア軍も、あまり統とう率そつが取れていないようですね」

「表向き、神王のもとに団結しているがな。猛虎の部族と暗黒の民との主導権争いは激はげしいと聞いている。その抗こう争そうに、神王は介かい入にゆうするつもりはないようだ」

「弱肉強食の掟おきてに従って、ですか？　不ふ断だんの闘とう争そうにより、強弱が決すると考えるから……」

　そんなところだろう、と団長はうなずいた。

　さすがに、神王バルバスは神である。自らが司つかさどる支配の法則に、例外を認めないに違いない。あくまでも、公平なのだ。

　もしも、神王がクリスタニア全土を支配したら、神王に忠誠を誓ちかったすべての者は平等に扱われるのかもしれない。

　強者であれば、たとえベルディアの人間でなくても、他人を支配することができる。反対に弱者であれば、ベルディアの人間ではあっても服従を強しいられるに違いない。

　もし、そうなら神王の統とう治ち下かのもとでも、うまくやってゆけるという自信がレイルズにはある。力があればどのような地位にも就つけるというのは、魅み力りよく的てきにさえ感じられる。

　だが、レイルズはその考えを、すぐに否定した。

　弱者を虐しいたげげることを肯こう定ていするような社会は、やはり認めることはできない。強者は弱者を守る使命があると思っている。だからこそ、騎き士しなどという特権階級が存在するのだ。いざというとき守ってもらえると思えばこそ、平時には税を納め、労ろう役えきにもつくのだ。ただ支配し、搾さく取しゆするだけであれば、野や盗とうも同然である。

　だが、今のダナーン王国の支配者たちは、はたしてどうだろう。野盗と謗そしられて、反論することができるだろうか？

　一方、獣けものの牙きばを構成する傭よう兵へいである神しん獣じゆうの民たみの獣人ビーストマスターたちは、いわゆる支配者ではない。だが、部族の者を守るために、率そつ先せんして戦っている。この砦とりでに集まった傭兵たちは、毎日の食料だけが唯ゆい一いつの報ほう酬しゆうなのだ。彼らは己おのれの部族を守るために、命をかけてこの砦に集まっている。だが、それを支援する者は、もはや誰だれもいないのだ。

「ベルディアが、いよいよ総攻撃をかけてくるか……」

　団長が思いだしたようにつぶやいた。

　レイルズは口くち許もとを引き締め、ゆっくりとうなずいた。

　その噂うわさは、すでに砦中に広まっている。傭兵たちは決戦が近いことを知っているのだ。

　しかし、イサリの予言のことは、まだ彼らには話していない。いえば、士し気きが下がると思ったからだ。それでなくても、近きん隣りんの銀ぎん狼ろうの部族が撤てつ退たいしてゆくことに、脱力感を覚えているのが現状なのである。

「この砦は、守らねばなりません。ベルディア軍に勝つには、神獣の民がもっと強力に連合しなければならない。この砦は、その象しよう徴ちようともいえます」

「言いたいことは分かるが……」

　団長は苦笑して、豊かな髭ひげをたくわえた顎あごに手をかけた。

「この獣の牙を組織したのは、狐きつねの神獣スマーシュに従う双そう面めんの部族なのだ。ベルディア軍の侵しん略りやくに対し、十分な戦力を持っていなかったゆえ、彼らはクリスタニア中を巡めぐり、わたしたち傭兵を集めた。食料や武器、防具の補給路も確保した。だが、双面の部族がベルディア軍に寝ね返がえり、獣の牙は、事実上、崩ほう壊かいした。草原で敗れ、イースロの集落で敗れ、傭兵の数も半分以下に滅った。今、この砦に残っている者は、帰る機会を逸いつした者がほとんどだよ。新入りも、たまには来るがな」

「でも、この砦はまだ存在しています。そして、神獣の民が共闘していることを示しています」

　新たに傭兵を募集し、補給路を確保すれば、昔の勢力を取り戻もどすこともできるはずだ。銀狼の民の全面協力を取り付けられれば、ベルディア軍の侵しん攻こうだって跳はね返せるだろう。

　だが、そのためには時間がかかる。今回の大侵攻は、現在の戦力だけで防がねばならない。

「とにかく、承しよう認にんしてやるぞ」

　突とつ然ぜん、言われて、レイルズは目をぱちぱちさせた。

「……オレは、まだ何も言ってません」

「おまえの目を見ていれば分かる。この砦とりでを守るために、おまえがやりたいと思っていることを、すべて承しよう認にんしよう。そのために、ここに来たのだろう？」

「それは、その通りですが……」

「ならば、そういうことだ」

　団長は声高く笑うと、窓まど際ぎわに立つレイルズのところへ歩いてきた。

「任まかせるぞ、新しきクリスタニアの民の戦士よ。見事、この砦を守ってみせてくれ」

　レイルズは団長の横顔を見つめ、ゆっくりとうなずいた。砦に籠こもれば五倍、いや十倍の敵を相手にしても、五ご分ぶの戦いができる。

　ひとつ問題があるとすれば……

「ほう、あれは」

　団長の声につられるように、レイルズは窓の外を見た。

　見れば東の門から、荷車が入ってくるところだった。銀ぎん狼ろうの民たみの難なん民みんたちは道を開け、歓かん喜きの表情で荷車の先頭に立つ女性を迎えている。

　その女性は銀色の髪かみをしていた。

「マリス！」

　レイルズは驚おどろきの声をあげた。

　マリスは門を少し入ったところで道をはずれ、道の脇わきに立ち止まった。

　荷車は、続々と入ってくる。荷台には、麻袋や樽たるがいっぱいに積まれていた。真新しい剣けんや槍やり、楯たてや革かわ鎧よろいなどを積んだ荷台もある。

「銀ぎん髪ぱつの娘がやってくれたようだな。これで、食料の心配はしなくてすむ」

「はい」

　レイルズは満面に喜びの表情を浮かべ、うなずいた。抱いていた不安も、これで拭ぬぐいさられた。持久戦をするには、十分な食料や武器、防具がいる。これだけ補給があれば、思う存分、戦うことができそうだった。

　レイルズは窓を開けて、思いっきりマリスの名を呼んだ。

　銀髪のマリスははっと顔をあげた。すぐに、視線があった。

「レイルズ！」

　マリスの澄すんだ声が、わずかに震ふるえているように感じられた。

「待ってろ！」

　レイルズは叫ぶなり、窓の外へ身を躍おどらせた。

　膝ひざを曲げて、着地する。衝しよう撃げきは大きかったが、レイルズはすぐに走り始めた。

　待ってろ、と言ったのだが、マリスはその場にじっとしていなかった。レイルズが二階から飛び降りるのを見たとたんに、荷車のあいだをすり抜け、道みち脇わきに並ぶ人々をかきわけて、駆かけ寄ってきた。

　最後には、レイルズのほうが出迎える形になった。

　両手を広げて、走り寄ってくる銀ぎん髪ぱつの娘を待った。

　マリスはいっぱいの笑顔を浮かべて、レイルズのところへやってきた。その勢いは止まらず、レイルズの胸に思いきり飛びこんできた。

　一いつ瞬しゆん、面めん食くらったレイルズだが、次の瞬しゆん間かんにはマリスを抱きしめていた。彼女の両足が地面を離れる。

　レイルズはマリスを空に抱かかえあげ、下から見上げた。頭上に輝く太陽の光がまぶしく、彼女の表情は逆光になって見えない。長い銀色の髪かみが滝たきのように流れ落ちてきて、レイルズの顔に優やさしく触ふれる。太陽の光が弾はじかれて、小さな虹にじがいくつもできたように見えた。

「ありがとう、マリス」

　レイルズは、優しく声をかけた。

「レイルズ……」

　マリスはかすれたような声で答えた。

「あなたに、会いたかった。話したいことが、いっぱいあるの」

「オレに、話？」

　マリスはこくりとうなずく、銀色の髪がその動きにあわせて揺ゆれた。

「でも、それはあと……」

　マリスはレイルズに顔を寄せて囁ささやいた。

「今は、もうこのままでいさせて。わたしの迷いが消えるぐらいに」

「迷い？」

　レイルズは疑問に思ってそう口にしたが、マリスから答は返ってこなかった。

　マリスはレイルズの肩に額ひたいを落として、そのまま動かなくなった。神に祈りを捧ささげる神しん官かんのように。そんな彼女の姿がひどく神しん聖せいなもののように思えて、レイルズもまたそのままの姿勢で動きを止めた。

　驚おどろいたような人々の視線も、ざわめく声も気にならなかった。まるで、神しん獣じゆう王おうルーミスの結けつ界かいに包まれたような気分だった。




「いいの、サイア？」

　精せい霊れい使つかいの少年ビーンが、心配そうに声をかけてきた。

　鼻の頭に小さなにきびを作った顔が視界の端はしに見えて、サイアははっとしたように視線を落とし、足下の土をじっと見ていた。

「……いいとか悪いとかじゃないでしょ」

　見習い魔ま術じゆつ師しの少女は、しぼりだすような声で言った。

「でも、見てよ。あのふたり、まるで恋こい人びとみたいに……」

　サイアはびくりと肩を震ふるわせて、あわてて首を横に振った。

　愛いとしそうに抱き合うレイルズとマリスを見つめることは、サイアには一いつ瞬しゆんも耐たえられなかった。不ふ意いに視界が揺ゆれたかと思うと、熱い液体が地面に滴したたり落ちて、小さな染しみをつくった。

「あたしにできるのは、レイルズを見ていることだけ。でも、あの女ひ性とはレイルズと並んで歩くことだってできるもの」

「だからってさぁ」

　ビーンは、不満そうに口をとがらせる。

「いいのよ、ビーン」

　サイアは右手で顔を覆おおい、涙声で言った。

「いいの。あのふたりはお似に合あいだもの。お互たがいに惹ひかれあっているのは、知ってたの。知ってたのよ」

　そこまでを言うのがやっとだったようで、サイアは背中を見せて、宿舎の方へ駆かけていった。

「どこが、いいんだよ。ぜんぜん、よくないじゃない」

　ビーンはサイアの背中を見送りながら、小声でつぶやいた。それから、振り返って、ようやく離れたレイルズと銀色の髪かみの女性を見た。

　ふたりの気持ちは、もちろん、ビーンには分からない。女性を嫌いではないが、サイア以外の女性とは、話をするのさえ気き恥はずかしい。人前で抱き合うなど、考えられないことだった。

　レイルズは幼い頃ころからずっとサイアと仲が良かったのに、このクリスタニアに登って一年のあいだに、それよりも親しい女性ができるというのも分からなかった。それも、言葉も習慣も違う神しん獣じゆうの民たみの女性とである。

「ま、それが男と女ってものなのかな」

　物知り顔でつぶやいて、ビーンはサイアの後を追うように、宿舎へと戻もどった。




　　　　２




　夜風が涼すずしい。

　水の流れる音が、規則正しく響いている。ときおり、背はい後ごの砦とりでから湧わきあがる歓かん声せいが聞こえてくる。日ひ暮ぐれ頃から始まった新入り歓かん迎げいの宴うたげが、まだ続いているのだ。

　大きな岩に背を預け、レイルズは無言で川かわ面もを見つめていた。隣となりには、マリスがくつろいだ姿勢で腰を下ろしている。

　空に浮かぶ月の光を集めてきたような銀色の髪が淡あわく輝いている。

　忙いそがしい一日だった。

　シレーネの集落から送られてきた食料を倉庫に搬はん入にゆうし、武器、防具などを配給した。

　マリスが帰ってきたのを見て、砦とりでに残る決意をした銀ぎん狼ろうの戦士はさらに増えた。およそ百人ほどの増強である。ベルディア軍との決戦を前にして、頼もしいかぎりだった。

　だが、砦が落ちれば、犠ぎ牲せい者しやが増えることにもなる。それを思うと、レイルズは胸が苦しくなった。イサリの予言どおりになれば、砦は炎ほのおに包まれ、陥かん落らくするのだから。

　何があろうと砦を守らねばならない、とレイルズは心を新たにした。

　レイルズはガーシュンやターニルたち百人隊長をひとりずつつかまえて、自分の構こう想そうを語り、協力を頼んだ。大軍を相手にするのだから、今までのような統制のない戦い方では勝利は覚おぼ束つかない。効率的に戦えるよう、部隊の編制に着手するつもりだった。

　それがなぜ効果的なのかは理解できなかったようだが、「オルゲンスの承しよう認にんがあるなら」と、ガーシュンたちは協力を約やく束そくしてくれた。

　彼らにしても、今度の戦いに勝つのが容よう易いではないと理解している。だからこそ、レイルズの提案を受け入れる気になったのだろう。

　明日以降も、忙いそがしい毎日が続くことだろう。

　だが、今はとてもくつろいだ気分だった。隣となりにマリスがいるためかもしれない。

　銀色の髪かみは、神しん獣じゆう王おうフェネスに選ばれたという聖印しるしである。彼女は、銀狼の民の聖せい女じよなのだ。

　話したいことがある、とマリスは昼間、レイルズに語った。迷っているとも、打ち明けてくれた。だが、あの後、話をしている暇ひまはまったくなかった。

　だから、宴うたげが始まるとお互たがいに申し合わせたように席をたち、開けられたままの門を出て、河原へとやってきたのだ。

　すぐ右手には、丸太を組んだ橋がある。決戦のときには、この橋は落とすべきだろう、と思っている。目の前の川より西には、銀狼の民はもはやひとりもいないのだ。

　いつの日か反攻に出るときまで、橋は必要ない。

　河原に下りたときから、レイルズもマリスも、まだ一言も発していない。昼間の疲つかれが出たのか、やかましい宴の場から逃れて、ほっとしたものか。

　レイルズは、ふとため息を洩もらした。

「退たい屈くつですか？」

　マリスが顔を上げて言った。

　あわてたように、レイルズは首を横に振った。

「最近、よく出るんだ。いろいろ考えることが多くて」

「砦のこと？」

　うん、とレイルズはうなずいた。

　考えていることは他ほかにもあるが、とりあえず、砦のことがいちばん大切な問題だ。

「よければ教えてください」

「後で、話すさ。それよりも、マリスの方から先に話してくれ。シレーネの集落で、何かあったんだろう？」

「ありましたよ。それも、たくさん」

　マリスは、わずかに表情を崩くずした。

　そして、話し始めた。シレーネの集落での出来事を。

「シレーネの族長は、獣けものの牙きばの砦とりでではベルディア軍の侵しん攻こうを支えきれないと思っています」

　マリスは、そう切りだした。

「だろうな」

　レイルズは、うなずいた。

　予想していた答だった。ベルディア軍は数万、それに対して獣の牙の傭よう兵へいは一千余り。誰だれが考えても、勝てる戦いくさではない。

「族長はシレーネの集落を決戦場と考えています。各地から戦士たちを召集する決定を下しました」

「族長の考えは分かるよ」

　戦力を小出しにするより、ひとところに集中したほうが効果的に決まっている。もっとも、そのためには、点在している小集落の犠ぎ牲せいは、ある程度、覚かく悟ごしなければならない。戦士たちを召集され、防衛力の低下した小集落では、妖よう魔またちの襲しゆう撃げきに耐たえられないだろう。

「オレならシレーネは無視して、近きん隣りんの小集落をつぶしてゆくな。そのうち、シレーネに召集された戦士たちは脱だつ落らくしてゆくだろう。部族を守るという想おもいより、家族や隣りん人じんを守ろうとする想いのほうが強いに決まっているからな」

　それから、戦力が減り、士し気きも落ちたシレーネに決戦を挑いどむ、とレイルズは言った。

「……そんな戦い方をされたら、苦しいでしょうね」

「苦しいさ。事実、この前までそうやって攻められていたじゃないか。ゆっくり攻めるつもりなら、奴やつらは同じことをするさ」

「そうでした」

　マリスは沈ちん痛つうな顔でうなずいた。

　この戦法のために、食料が不足し、砦は深しん刻こくな事態となったのだ。

「とにかく、食料を送ってくれただけでも、感謝しなくちゃな」

　レイルズは笑顔で言った。

　期待されなければこそ、活躍したときの驚おどろきは大きいはずだ。待ち受けている敵軍が来なければ、シレーネの族長はどう思うだろう。

「この砦だけの戦力で、ベルディアの大軍に勝つ。そして、この事実を広めて、昔のように傭兵の徴ちよう募ぼを行い、補給路も確保する。そうすれば、誰もこの獣の牙を無視することはできないだろう」

　そうでしょうね、とマリスはうなずいた。

「決戦のときまで、わたしはこの砦とりでに留とどまるつもりでいます。そして、まだ命があったなら……」

　マリスの言葉に、レイルズはどきりとした。

　この戦いで彼女が命を落とすかもしれないということに、今いま更さらながら気づいたからだ。

　この砦に留まるかぎり、サイアやビーンたちも危険にさらされるのである。そして、彼らはすでに戦士として認められてしまっている。近きん隣りんの集落を巡じゆん視しに出たときに、レイルズに協力し、戦ってくれたからだ。

　サイアとビーンは魔ま法ほう使つかいだし、バッソーとシャイロンのふたりは戦士として、十分な技ぎ量りようがある。巡視のときの戦いぶりで、彼らは雑ざつ役えき夫ふから戦士に昇格したのだ。決戦を前にして、帰れというわけにはいかない。傭よう兵へいたちはそのことで、自分を信しん頼らいしてくれなくなるだろう。

　戦場に立った以上、いつ命を落とすか分からない。しかも、レイルズは砦の守備に全力を尽つくすつもりだから、サイアたちを気にかけてばかりはいられない。

「心配してくれているのですか？」

　レイルズが深しん刻こくな表情になったので、マリスが気持ちをほぐそうと微笑ほほえみを浮かべた。

「もちろんさ。それに、仲間たちのことも……」

　そして、レイルズは思いきってイサリの予言のことをマリスに打ち明けた。

　マリスに隠かくし事ごとをしたくはない。それに、正直に言って、ひとりで背負いこむには深しん刻こくすぎる問題だ。彼女ならば、この苦労を分かち合ってくれると思えた。
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「そんなことが……」

　月明かりの下でも、マリスの顔色が変わるのが見てとれた。

「凶きよう兆ちようの大おお鴉がらす、アルケナの従者がそんな予言を……」

「彼らの予知した未来は、変えられると聞いた。だからこそ、オレは砦とりでを守るために全力を尽つくすつもりだ。イサリが予知した未来には、オレの考えが変わったことまで考こう慮りよされていないはずだ」

「夢む幻げんの胡こ蝶ちようと呼ばれる神しん獣じゆうレスフェーンによれば、人間の心の奥底は、混こん沌とんそのものなんだそうです。時間と同じように。たとえ、神獣アルケナでも、確実な未来を予知することはできません」

　そういえば、混沌の世界は夢幻の世界と呼ばれることもあったな、とレイルズはブライアン老師の言葉を思い出した。あの偏へん屈くつの魔ま術じゆつ師しはサイアの導どう師しでもあり、養い親でもあるが、同時にレイルズにとっても、学問の師し匠しようなのである。レイルズがこれから試みようという戦術、戦略の知識は、彼が所蔵していた書物から学んだものだ。

「それよりも、決戦が終わるまで砦に留とどまると言ったよね？」

　レイルズは、話題を戻もどした。

「だったら、決戦の後は、どうするつもりなんだ。この砦を離れるのか？」

　つい、問とい詰つめるような口く調ちようになっていた。彼女がどこかに行くとは思いもしないことだった。いつもそばにいて、手助けをしてくれる、導いてくれると思いこんでいたのだ。

「行かねばならないところがあるのです」

　マリスの声は真しん剣けんそのものだった。重大な決意を秘ひめた表情をしている。

「どこへ、行くんだ？」

　レイルズは尋たずねた。喉のどがつかえるような感じがした。

「始まりの地へ……」

「始まりの地？」

　レイルズは問い返した。

「クリスタニアにおいて、もっとも神しん聖せいな場所です。そこには、神獣たちが神であった頃ころの肉体があります。石せき像ぞうと化かして、ふたたび元には戻もどれないのですが……」

「そんな場所へ」

　なぜだ、と視線をレイルズはマリスに向けた。

「行かねばならないのです。そこには、神獣王フェネスがいるはずなのです。会合の時が近づいているから……」

「会合の時？」

「大周期と大周期の間、神獣たちが始まりの地に集つどい、次の大周期のための話し合いを行うのです。どのような世せ界かい律りつでこの大陸を治めるか、誰だれが神しん獣じゆうの長おさとなるかが、話し合われるのだと聞いています」

「神王も、支配の神獣王バルバスも出るのか？」

　レイルズは驚おどろきの表情を隠かくせなかった。

「おそらく……。そして、高らかに宣言するでしょう。銀ぎん狼ろうフェネスの周期が失われたことを、大だい蛇じやルーミスの結けつ界かいも消しよう滅めつし、獅し子しディレーオンの承しよう認にんも、意味を持たないことを。そして、自らが神獣の長となり、クリスタニアの絶対神として君くん臨りんすることを」

「神獣たちは、そんなことを認めるのか？」

「それは、分かりません。だからこそ、わたしは見届けねばならないのです。神々の会合で下される決定を」

　レイルズは彼女が銀狼の部族の聖せい女じよであることを、ふたたび強く意識した。マリスの銀ぎん髪ぱつは神獣フェネスに選ばれたことの証あかしである。だからこそ、神獣たちの会合に参加する使命を与えられたのだろう。

「それで、始まりの地はどこにあるんだ？」

「イスカリアの西、監かん視し者しやフォルティノが支配する山さん岳がく地帯の最さい高こう峰ほうにあります」

「ここから、西だって！」

　思わず、声が高くなった。

「ベルディア軍の勢力圈内じゃないか。危険すぎる」

「危険は覚かく悟ごのうえです」

　静かな声だったが、マリスの覚悟のほどはうかがい知れた。

　レイルズは夜空を見上げて、一いつ瞬しゆん、目をつぶった。同行したいが、砦とりでのことを考えると、それはできそうにない。

「行ってどうする。神獣たちの話し合いを、ただ見るだけなのだろう」

「ただ見るだけではありません」

　マリスは、力強く答えた。

「わたしは、神獣たちに意見を言うつもりです。わたしの思いを、そして、現在のクリスタニアの有あり様さまを。神獣たちは、人間の守しゆ護ご者しやです。わたしたちの言葉を無視したりはしません」

「……発言するって、どのように？」

　レイルズは、迷ったすえに尋たずねた。

　その答を聞くのは、恐おそろしくもあった。彼女が周期の復活を望んだとしたら、それを神獣たちが受け入れたとしたら、ダナーン半島は陸の孤こ島とうに逆ぎやく戻もどりなのである。

　マリスは哀かなしそうに首を横に振った。

「まだ、決めていません。いえ、決められないのです。周期は乱れ、このクリスタニアは変化しています。その変化のすべてを肯こう定ていすることはできません。ですが、すべてを否定することもできないのです」

　マリスはそう言うと、ゆっくりと立ち上がり、レイルズの正面に回った。

「戦乱が続くのは、認めるわけにはいきません。ですが、結けつ界かいが解とかれたからこそ、あなたと出会うことができた」

　マリスは、わずかに顔を伏ふせた。

「マリス……」

「それは、わたしの個人的な思いでしかありません。銀ぎん狼ろうの部族の総意ではないのです。そして、あなたも新しき民の代表者ではない。あなたの仲間たちが、このクリスタニアをさらに混こん乱らんさせるかもしれない……」

　レイルズは、反論することはできなかった。今、ダナーン王国を支配しているのは、宰さい相しようマリードである。王位の簒さん奪だつを目もく論ろむ野や心しん家かなのだ。彼がこのクリスタニアにも、野望を抱いだかないとはかぎらない。

　そのことを思うと、マリスに考えを変えてくれるようには言えない。しかし──

「オレの希望を言っていいかな」

　レイルズも、決意をこめて言った。

「どうぞ」

　それを待っていたとでもいうように、マリスはレイルズをうながした。

「クリスタニアを閉ざしてほしくない。オレたちダナーンの住人は、今、絶望している。それは、閉ざされた場所に住んでいるからだと思う。人間が生きてゆくためには、夢が必要なんだ。より広い世界、大きな世界へ羽ばたけるという夢が。その夢が閉ざされているために、ダナーンの人々は活気を失い、王国は乱れている。だが、クリスタニアという新天地への道が開かれたと知れば、人々は希望を見出すはずだ。行商人や冒ぼう険けん者しやたちが、この世界を訪れ、商あきないをしたり、冒険を行うだろう。もちろん、全員が善人じゃない。だが、悪人ばかりでもないんだ。ただ……」

「ただ？」

「ただ、今のダナーンの支配者は危険な人物だ。その男を倒し、正せい統とうの女王を復ふつ権けんさせなければならない。オレはマリスのように選ばれた者じゃないが、新しき民が神しん獣じゆうの民たみと友好を結べるよう全力を尽つくすつもりだ」

「だから、ダナーンを閉ざさないでほしいと？」

　そうだ、とレイルズは真しん剣けんな表情で言った。

　マリスはわずかにため息をつき、それから、ゆっくりと口を開いた。

「だったら、あなたがたは周期を受け入れてくれますか？　クリスタニアから離り反はんする前の大白鳥の民がそうであったように」

「……それは、できない。オレたちは時間の支配を受けて暮くらしてきた。神々の時代が終わって、何千年もの間だ。それを変えることは、できないと思う」

「周期という世せ界かい律りつは、閉へい鎖さされた世界でなければ成り立ちません。不安定な要素はできるかぎり排はい除じよしなければならないのです。ならばこそ、ルーミスが結けつ界かいを張り、ウルスの民が混こん沌とんを浄じよう化かし、フォルティノが監かん視しし、その他すべての神しん獣じゆうの協力が必要なのです」

「つまり、オレたちは混沌も同じだと？」

「残念ながらそのとおりです。わたしたちにとって、周期を捨てて、時間の支配を受け入れることは、混沌に身を委ゆだねるも同じなのです」

「時間は混沌じゃない！」

　レイルズは、力を込めて言った。

「未来に良いことが起こるか、悪いことが起こるか、それは分からない。だが、オレたちには現在を全力に生きることができる。その結果が未来なんだ、と思う。運、不運はあるだろうが……」

「まるで、アルケナの従者みたいな言葉ですね」

　マリスが、つぶやくように言った。

　やめてくれ、とレイルズは思わず答えていた。そのアルケナの従者の言葉のために、今、途と方ほうもない苦労を強しいられているのである。

　ごめんなさい、とマリスは小さく頭を下げた。

「本心を言えば、わたしはあなたに説せつ得とくされたい。あなたの理想が、わたしにとっての理想になればいいとも思っています。でも、まだ迷っているのです。時間に対する偏へん見けんもあります、あなたがた新しいクリスタニアの民に対する不信感も拭ぬぐえません」

　そう言って、マリスはレイルズをじっと見つめた。

「あなたが、わたしの迷いを消してくれますよね？」

「約やく束そくしたいが、でも、どうやれば？」

　レイルズは静かに尋たずねた。

「今まで通り、思いのままに行動してください。砦とりでを守り、獣けものの牙きばを復活させ、あなたの王国に正せい統とうの女王を復ふく位いさせてください。そのどれもが困難な試し練れんなのですから、さらに望むつもりはありません」

「それだけは、約束する。オレの命があるかぎり」

　本当に困難な試練だ、とレイルズは自分でも思った。だが、故郷の島の伝承で語られる六英雄や砂さ漠ばくの英雄王、それに自じ由ゆう騎き士したちは、皆みな、困難な試練に打ち勝ったのだ。

　彼らとて、最初から試練を果はたせるとは思っていなかったに違いない。志を抱き、いかなるときもそれを捨てなかったからこそ、偉い業ぎようを成なし遂とげることができたはずなのだ。

　ならば、自分にだってできると思う。

　先せん刻こく、言ったとおり、現在を全力で生きればこそ、未来は開けるのだ。

「信じます」

　マリスは短く答えた。

　ふっ切れたかのように穏おだやかな表情になったのは、レイルズの気のせいだろうか。

「長い旅になるだろうな」

　レイルズは川向こうに広がる影かげ絵えのような森を見つめながら、ぽつりと言った。

「そうなるでしょうね。あなたにとっても、わたしにとっても……」

　マリスは、レイルズに向かって囁ささやくように言った。

　そのとき、砦の方から一ひと際きわ、大きな歓かん声せいがあがった。賭かけ試合でも、始まったのだろう。

「気になりますか？」

　マリスが顔をあげた。

　レイルズは無言で首を横に振った。

「だったら、もう少し、ここにいましょう」

　もちろん、レイルズに異い論ろんはなかった。

　今夜は夜どおしでも彼女と語りあかしたい気分だった。

　このクリスタニアに来て感じたことや、思ったことを残らず話したい。そして、自分が思い描く未来を、彼女に語りたいと思った。

　夜は、まだ始まったばかりなのだ。




　　　　３




　腕に巻いた赤い布切れをときどき気にしながら、バッソーはいつものようににやけ笑いを浮かべた顔で、砦とりでの中庭を歩いていた。

　すれちがう傭よう兵へいたちも、皆みな、同じ場所に布を巻いていた。ただ、色は違う。この色の違いで、どの部隊かを見分けるのだ。

　レイルズが行っている改革のひとつである。十一人の百人隊長と、他に九人の手て練だれの戦士たちを選んで隊長とし、それぞれの隊長におよそ五十人ほどの傭兵をつけて、ひとつの部隊を構成した。

　レイルズは傭兵ひとりひとりの能力を確かめ、効果的な編制を行おうとしている。

　たとえば、弓が得意な者たちは、〝監かん視し者しや〟の別名を特つ神しん獣じゆうフォルティノの獣人ビーストマスターの部隊に配属し、弓隊とした。また、彼らは砦の警備の役目を担当し、八つに増やした櫓やぐらに上り、昼夜を問わず見張りを続けている。フォルティノの獣人のなかでも、特に優すぐれた者は常じよう人じんの視界の範はん囲いを超こえた場所でさえ〝観る〟能力を有している。彼らは交こう替たいで街道を監視し、ベルディア軍の侵しん攻こうを報告する任務を与えられた。

　隠おん密みつ行動が得意で、足の早い銀ぎん狼ろうの部族の戦士たちは、銀ぎん髪ぱつのターニルともうひとりの隊長がまとめ、住人が去り、無人となった集落に駐ちゆう屯とんさせている。敵に包囲されたとき、後方を攪かく乱らんさせるつもりだろう。

「意外に策さく士しだねぇ」

　バッソーはつぶやいて、口くち笛ぶえを鳴らした。

　さすが、血ち煙けむりの騎き士しの息子むすこだと思った。あの近この衛え騎士団長も、剣の腕ばかりではなく、知ち略りやくにも優すぐれていた。

　マリード宰さい相しように敵てき対たいしていたダナーン貴族たちを倒すときには、力攻めだけでなく、冷れい酷こくで緻ち密みつな策さく略りやくを用いたとも聞いている。

　レイルズは獣けものの牙きばの砦とりでにきて、まだ一年もたっていないのに、すべての傭よう兵へいたちから一いち目もく置かれている。剣の腕にもますます磨みがきがかかった。先日、ターニルと賭かけ試合で戦ったときには、引き分けまで持ち込んだ。

　剣を使った戦いに限れば、レイルズはこの砦でも一、二を争う腕前だろう。もっとも、神しん獣じゆうの民たみの住人たちは、魔ま法ほうにも似た特殊な力を使うから、本気で戦えばレイルズが苦戦を強しいられる戦士は何人もいる。

　レイルズは、どの部族の者がどんな能力タレントを使うかを教えてもらい、それも今度の戦いくさに役立てるつもりのようだ。

　この傭兵団は今度の決戦において、その数百年の歴史で初めて、真の実力を発揮するだろう。

　バッソーも、死なない程度に手伝ってやろう、と思っている。

　戦いくさの指し揮きに忙しいレイルズに代わって、サイアやビーンたちを守ってやるつもりだった。

　だが、それまでは真ま面じ目めに働く気にはなれない。

　砦の人間は戦士も、下働きも、皆みな、忙しく働いている。砦周辺の木を切って、周囲の見み晴はらしをよくし、材木は砦の防備をかためるために使ったり、桶おけや樽たるに加工し、川の水を運んで蓄たくわえたりしている。木造りの砦だけに、火攻めをされるのを警戒してのことだ。

　また、傷いたんだ武器は矢や尻じりに鋳いなおして、矢を無数に作っている。河原から手て頃ごろな石も運び、柵さくの上に積みあげた。柵を上ろうとする者に、石を叩たたきつけるのだ。

　野や蛮ばんなようだが、慣れぬ者が弓や槍やりを扱うより、よほど殺さつ傷しよう力りよくのある武器となる。

　砦中が大忙しで、全員が額ひたいに汗あせして働いている。だが、バッソーは唯ゆい一いつの例外だった。

　真面目に働くのは、性しように合わない。働いているふりをして、怠なまけることなど、彼にとっては造ぞう作さもないことだった。

　そろそろ、宿舎に戻もどろうと、バッソーが思いたったときだった。

　バッソーの目はひとりの男に釘くぎ付づけになった。

　年齢は三十代半なかばぐらい。中背で無む駄だのない肉づきをしている。顔も、名前も、バッソーは知らなかった。

　バッソーは、一ひと目め見れば人の顔を覚える。一度、名前を聞けば、忘れることはない。記き憶おく術じゆつは盗とう賊ぞくにとって必要不ふ可か欠けつな技術だからだ。

　新しん参ざん者ものなのだろう。下働きらしく、武器も鎧よろいも身に帯びていない。水を汲くんだ桶おけを運んでいるのだが、その足取りが気になった。

「まさかな……」

　バッソーはつぶやき、男の背はい後ごから近寄っていった。足音を殺す。だが、完全には殺さないでおいた。素しろ人うとでは気づかないだろう。しかし──

　三歩のところまで迫せまったとき、男がくるりと振り返った。

　やはりな、とバッソーは思った。偶ぐう然ぜんではない。男は忍しのび寄るバッソーに気づき、振り返ったのだ。

　この男は、盗とう賊ぞくなのだ。それも、かなりの腕うで利ききのようだ。

　男の目に一いつ瞬しゆん、殺さつ気きが浮かび、すぐに消えた。

「脅おどかさないでください」

　男はおどおどとした口く調ちようで言った。

「こっちも驚おどろいたさ。まさか、こんなところで同業者と会うとはな」

　バッソーは他人に聞かれぬように声を殺して言った。

「な、なんのことですか？」

「とぼけたって無む駄だだぜ。オレの目はごまかせねぇ。意識をしてねぇと、オレたちはついつい足音を消してしまう。悪い癖くせだねぇ」

「……同業者といったな」

　ごまかしきれないと思ったのか、男の声ががらりと変わり、凄すご味みを帯びた。

「神しん獣じゆうの民たみには、組織ギルドはないんだ。おまえ、お仲間かい？　知らねぇ顔だが……」

　男はベルディア言葉になっていた。すこし訛なまりがあるが、クリスタニア言葉より、断だん然ぜん、聞き取りやすい。

「残念ながら、違うね。何を探りにきやがった。正直に白はく状じようするなら、同業のよしみで命だけは助けてやるぜ」

　バッソーもベルディア言葉で答えた。

　男は答えなかった。凄すさまじい形ぎよう相そうでバッソーを睨にらみつける。

　バッソーは相手の手の動きに注意を払った。気を付けていないと、いつ短たん剣けんがのびてくるか分からないのである。

　もっとも、バッソーもすでに短剣を袖そでに忍しのばせてある。相手が不ふ審しんな動きを見せたら、容よう赦しやなく相手の喉のどを切り裂さくつもりだった。

　しばしの睨み合いのあとで、男は突とつ然ぜん、表情を緩ゆるめた。そして、

「……失われた大地から来た戦士を探りにな」

　と、いかにも人のよさそうな声で言った。

「暗あん殺さつにか？」

「まさか。あるお方に頼まれてな。どのような人物か見定めるように、とね」

「見定める？　レイルズをか」

「そうだ」

　すでに名前は調べているらしい。きっと、いろいろな人から彼の噂うわさを聞いているだろう。

　あいつも、とんだ有名人になったものだな、とバッソーは鼻を鳴らした。

「だったら、会わせてやるよ。こっちには、別に隠かくすことはねぇんだ。むしろ、奴やつはおまえの話を聞きたがるだろう。たとえば、あるお方のこととかな」

　男はうなずいた。

「信用の証あかしとして、手て土産みやげをひとつやろう。槍やり使つかいでルタンダって奴がいるだろう。あいつはベルディアの………いや猛虎バルバスの部族の密みつ偵ていだ。本名は、カデラ。剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくグレイルの手の者だ」

「なんだって！」

　バッソーは、さすがに驚おどろいた。グレイルの名前が出たことにもだが、ベルディアの密偵が仲間の正しよう体たいをばらすことが意外すぎたのだ。

　ルタンダの名前は、バッソーも知っていた。

　神しん獣じゆうタルキィーに従う沈ちん黙もくの部族の戦士と名乗っている。沈黙の民はベルディア地方を領土とする小部族だが、ベルディア軍の侵しん攻こうにはあまり協力的ではない。そのため、軍から圧あつ迫ぱくを受け、集落を捨て、流る浪ろうの旅に出る者もいる。

　ルタンダもそのひとりであり、ベルディア軍に復ふく讐しゆうするため、獣けものの牙きばに身を寄せたという。今は、牙ブルーザの部族の百人隊長ガーシュンの部隊に所属し、茶色の布を巻いている。

「なぜ、そんなことを教える？」

　いぶかしげに、バッソーは尋たずねた。

「信用の証と言ったろう。それに密偵だが、同業者じゃないのでね」

「だろうな。もし、そうなら気づいていたさ」

　バッソーは、珍めずらしく真ま顔がおになって答えた。そして、男を促うながして、先に歩かせた。

　レイルズは、今、宿舎の方にいるはずだった。




「ディラント卿きよう？」

　二十人余りが寝ね泊とまりしている大部屋の片かた隅すみで、レイルズはバッソーが連れてきた男と話をしていた。

　バッソーが入り口で見張り、人払いをしてある。百人隊長のレイルズと下働きの男が密みつ談だんしているのは、どう考えても怪あやしいからだ。

　男はマカティーと名乗った。ベルディア出身の盗とう賊ぞくだそうだ。本名であるかどうかは疑わしいが、それはこの際、問題ではない。彼の口から、ベルディアの事情をできるかぎり聞きださねばならない。

「暗あん黒こく騎き士し団だんの事実上の団長だ」

　マカティーは付け加えるように言った。

「そんな大物が、オレに関心を示すなんてな」

　レイルズは、意外そうに言った。

　そのディラントという名のベルディアの上級騎士が、レイルズを探るために密みつ偵ていを派は遣けんしたというのだ。

「当然だろう。失われた大地からきたという素す性じようの知れない戦士、それもグレイルに傷をつけるほどの腕うで前まえだ」

　お世せ辞じめいた言葉をかけられて、レイルズは露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

　最初に、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくグレイルと戦ったときには、瀕ひん死しの重傷を与えられたのだ。マリスが能力タレントを使って癒いやしてくれなければ、命を落としていただろう。その傷きず跡あとはまだ肩から胸に深く残っている。そして、心にも一生消えない傷を受けた。

　あの日以来、戦いくさというものが怖こわくなった。戦場に立つと、胃いがしめつけられたような不快感を覚える。殺されるのも、殺すのも嫌だった。もし、自分が戦士でなければ、逃げることを選んでいただろう。

　しかし、戦いくさがあるかぎり、戦士は背中を向けてはいられない。
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　戦いを終わらせるために、無力な人間を守るために、剣けんを取らねばならないのだ。そのことを、レイルズはこの獣けものの牙きばで教えられた。

「探りたいのは、オレ自身のことか？　それとも、オレがやろうとしていることか？」

「あんたのことだけだ。あんたがやろうとしていることは、どうせ筒つつ抜ぬけなんだからな」

　薄笑いを浮かべて、マカティーは言った。

「あいにくだが、これ以上、情報を与えるつもりはないな。ルタンダが密みつ偵ていかどうかは、もちろん調べる。それよりも、なぜそのことをオレたちに教えた。獣の牙と猛虎バルバスの部族との内部抗こう争そうが原因なのか」

「まあ、そんなところだ」

　マカティーは曖あい昧まいに答えた。

「それで、何が知りたい」

「レードンという名の男を知っているか？」

「レードン？」

　しばらく考えて、思い出した。

　十年前に神の城じよう壁へきに道ができたとき、登っていった六人の若者のうちのひとりだ。ハークの村の前領主の息子むすこであり、家いえ柄がらは高くないが、王家の血を引いているはずだ。

　レードンの父ハーヴェンは王党派の中心人物と目もくされていた人物で、マリード宰さい相しようは近この衛え騎き士しに仕官したばかりのレイルズの父ラッセルに命じ、ハーヴェンを攻めさせた。かなわぬと思ったのか、それとも他の理由によるものか、ハーヴェンは戦うことなく、自らの命を断たった。

　ラッセルはハークの村の領主となり、その後、近衛騎士団長に出世したのは、このときの活躍によるものらしい。いかに、マリードがハーヴェンを恐おそれていたかがうかがえよう。

　からくも危機を脱したレードンは、仲間たちと共に、神の城壁に開かれた道を通り、クリスタニアヘと登っていった。そして、彼らは伝説の人物となった。

「はじまりの冒ぼう険けん者しや」として──

　王党派の人間のなかには、神に選ばれたハーヴェンの息子が戻もどってきて、王家の正せい統とうを回復すると信じている者もいる。

　だが、彼がもしダナーンに戻れば、宰相に捕らえられ、おそらく命はないだろう。

　レイルズは複雑な気持ちになった。境きよう遇ぐうも似ているし、心情的にはレードンという男に親しみを感じる。しかし、父ラッセルは彼の父の仇かたきである。自分を許しはすまい。

　レードンがどこでどうしているのか、確かなことは知らない。

　真しん紅くの蟻ぎ帝ていクロイセの部族を統とう率そつしている流れ者が大白鳥の部族の戦士と名乗っているそうだが、もしかすると彼なのかもしれない。

「名前は知っているが、会ったことはないな」

　レイルズは少し言葉を選んで言った。

「そうか……」

「レードンという男とオレが関係しているとして、ディラント卿きようにとっては都つ合ごうのよいことでもあるのか？　それとも、悪いことが？」

　腹の探り合いだな、とレイルズは思った。だが、相手がすべてを明かさない以上、こちらもうかつなことは言えない。

「ディラント卿は、神王陛へい下かに絶対の忠誠を誓ちかっておられるわけではない。剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくには、敵意を抱いてさえおられる。そして、今度の遠えん征せいを指し揮きするのは、グレイルなのだ。そのことは覚えていてもらいたい」

　レイルズの問いには答えず、マカティーはがらりと話題を変えた。

　まるで謎なぞかけの試合だな、とレイルズは思った。

「誰だれが指揮をしようと、攻めてくるならオレは全力で戦うだけさ」

　レイルズは答えた。

　不思議な気がした。以前は、剣の牙の公爵グレイルの名前を思い出すだけで震ふるえていたのが、噓うそのようだった。あの男の存在など些さ細さいなことに思えるほど、レイルズが抱かかえている試し練れんは大きく、目指す未来は遠いのだ。

「グレイルは、おまえに復ふく讐しゆうしようと思っているぞ」

「面めん倒どうなことだな」

　レイルズはわざと無関心を装よそおって言った。

　目の前に現れれば、戦うしかない。あれほどの戦士が、復讐の念に燃えてやってくるのである。勝てるかどうか自信はない。

　だが、負ければそれまでのことだ。これから先、命を賭かけねばならないことは、いくつもある。もちろん、死ぬのは怖こわいが、その怖さとつきあい続けねばならない、とレイルズは覚かく悟ごしている。あきらめているといっていい。それが、生きるということなのかもしれない。

　レイルズの言葉に、マカティーは一いつ瞬しゆん、感心したような表情を見せた。

「オレが言えることはそれだけだ」

　マカティーは緊きん張ちようを解といたように、深く息をついた。

「ディラントという名前は覚えておく。だが、侵しん略りやくに加か担たんする以上、敵であることに違いはない。戦いくさを終わらせる話なら、聞くつもりはあるけどな」

「伝えておこう」

　レイルズはうなずいた。そして、男にすぐ砦とりでから退たい去きよするように言った。次に見かけたら、容よう赦しやなく切り捨てるとも。

「覚えておくよ」

　ベルディアの密みつ偵ていは小さくうなずいて、音も立てず、立ち上がった。

　そのとき、扉とびらが開いて、バッソーが中に入ってきた。

「……終わったようだな」

　バッソーはにやにや笑いながら、レイルズのところへやってくる。マカティーとすれちがうとき、片手を上げて陽気に挨あい拶さつをした。

「こいつが寛かん大だいな男で助かったな。まっ、機会があれば、また会おうや。ご同業」

　マカティーは苦にがい顔をして、かるく会え釈しやくした。

　レイルズは彼が扉とびらから出てゆくまで、じっとその背を見送った。

　バッソーも、そんなレイルズに倣ならうように、無言でこのベルディアの同業者を見送った。

「あれで、よかったのかよ」

　扉が閉まる音と同時に、バッソーが振り向いた。

「さあな」

　レイルズは首を横に振った。

「敵に知られて、まずいことなんてないだろう」

「大白鳥の部族──ダナーン王国のことは？」

「聞いてたのか？」

「商売がらね」

　バッソーは得とく意いげに言う。

　レイルズは苦笑を洩もらした。

　噂うわさには聞いていたが、盗とう賊ぞくたちはまったく油ゆ断だんも隙すきもない。だからこそ、密みつ偵ていも務まるし、今度のように密偵を見つけだすこともできるのだが。

「あいつはおまえというより、ダナーンのことを知りたかったんじゃないか？　どんな民族で、どの程度、力があるのか？」

「かもしれないな」

　レイルズは窓の外に視線を向けながら、つぶやくように言った。

「ディラントという男が何を考えているのか分からない。どうやら、神王の支配に不満があるようだ。それとも……」

「もちろん、気づいているさ」

　バッソーがいつもよりさらににやけた顔になった。

「あまり、視線を向けるなよ。あの男に、ルタンダに気づかれる」

　そう、窓から見える小屋の陰かげに、ルタンダの姿が見えたのだ。なんとなくだが、こちらの様子をうかがっているように見える。

「今まで、まるで気づかなかったのにな」

　レイルズは苦笑を浮かべた。

「それとも、疑っているから、不ふ審しんに見えるのかな」

「それにしちゃ、出来すぎだ。どうやら、奴やつもおまえに関心があるようだな」

　バッソーはレイルズの肩をかるく叩たたいた。

「あいつのことは、オレに任まかせておきなって」

　レイルズはじっとバッソーの顔を見た。

　彼の言っている意味は、レイルズにもなんとなく理解できた。

「……なんだか、自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいるな」

「気にするな。これも、戦いくさのうちさ。こういうときがあるから、王おう侯こう貴き族ぞくもオレたちの存在を認めてくれるのよ」

　レイルズは、うなずくしかなかった。

「それでいいんだ。おまえは、もっと人を使うことを覚えなきゃならねぇ。でないと、本当の大物にはなれないぞ」

「心しとくよ」

　レイルズは素直にうなずいた。

　自分ひとりでできることには限界がある。人に協力を頼まねば、ときには命令もできなければ、これからの試し練れんを乗り越えることはできないだろう。

「じゃあな」

　バッソーは、くるりと背中を向けた。

「ありがとう」

　その背中に、レイルズは声をかけた。

　にやけ顔の盗とう賊ぞくは振り返ろうとはせず、片手をあげて挨あい拶さつを送ってきた。

　きっと、照てれた顔を見られたくないからだろう。レイルズには、不思議にそれが分かった。




　数日後、槍やり使つかいのルタンダは行方ゆくえ不明となった。

　いろいろな噂うわさが飛んだが、忙いそがしさのなかで、すぐにそれは消え去った。事の真相は、レイルズも知らない。バッソーが決して語ろうとしなかったからだ。

　そして、それは聞いてはならないことなのだろう、とレイルズは理解できた。

　だから、聞かなかった。




　　　　４




「ベルディア軍、来らい襲しゆう！」

　その情報がもたらされたのは、ルタンダが行方不明になって、十日ほど後のことだった。宿舎に正座し、瞑めい想そうしていた孤こ高こうの部族の獣人ビーストマスターが、〝大おお鷲わしの目〟の能力タレントによって発見したのだ。

　数万もの大軍である。それも、猛虎バルバスの部族の戦士団やべルディア暗あん黒こく騎き士し、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しといったベルディア軍の主力である。双そう尾びの狐きつねの異い名みようをもつ神しん獣じゆうスマーシュに従う双そう面めんの部族の戦士団や、ベルディアに支配地域があった小部族の戦士団も動員されていた。

　小部族とはいえ、その多くが獣人ビーストマスターである。獣人であれば、能力タレントが使える。彼らもまた、侮あなどりがたい魔ま法ほう戦士であるのだ。

「いよいよか……」

　獣けものの牙きばの傭よう兵へいたちに緊きん張ちようがみなぎった。

　オルゲンスは主だった傭兵を集めて、形ばかりの軍ぐん議ぎを催もよおした。レイルズはこの砦とりでに籠こもり、戦うことを提唱し、あっさりと承しよう認にんを受けた。

　ただ、銀ぎん狼ろうの部族の隊長が率ひきいる二隊は、砦を出て、無人となっている周辺の集落に隠かくれさせた。敵の補給部隊を襲おそったり、砦が包囲されたとき、背はい後ごから奇き襲しゆうするためである。

　砦の本隊も、ただ立て籠って防戦するだけではなく、ときどきは討うってでるつもりだった。

　西の川に架かかった橋は、橋げたに切れ目を入れて、大量の敵兵が来れば、落ちるように細さい工くした。この作業を指し揮きしたのは、ドワーフのシャイロンである。彼ら大地の妖よう精せい族ぞくは優すぐれた大工であり、細工師である。必ず、効果を現すだろう。

　狩かり人うどたちは森の周囲にも、いくつか罠わなをしかけておいた。落とし穴や、仕し掛かけ矢やなどだ。たいした効果は期待できないが、敵を混乱させるには十分だろう。

　できるかぎりの準備は、整った。後は敵が来るのを待つしかない。

　短い軍議は終わり、決戦を前にして最後の宴うたげが催された。

　戦いがはじまれば、敵が退たい却きやくするまで、一いつ刻こくも気を弛ゆるめることはできないのだ。




　その宴は、夜半を過ぎても、いっこうに終わろうという気け配はいがなかった。

　ここ一ひと月つき近く、防戦準備に追われ、働きづめだったというのに、疲つかれなどまるで感じられないような騒さわぎぶりである。

　夕方から始まった賭かけ試合は、さっき決着がついた。

　二十人の隊長たちが全員参加し、馬ば上じよう槍やり試じ合あいと同じ方式で、優勝者を決めたのだ。賭けの胴どう元もとには、バッソーがなった。彼はその方面で傭兵たちから人気が高い。神しん獣じゆうの民たみが知らない賭と博ばくの方法をいくつも教え、適度に負けながらも、しっかりと元手を増やしている。金貨や宝石、珍めずらしい小物などだ。

　ダナーンに戻もどれば、一財産になるかもしれないが、持って帰れる機会があるかどうか分からない。なにしろ、彼は死刑の決まった罪ざい人にんなのである。

　優勝したのは、ガーシュンだった。賭け率からいえば、三番目。

　二番目の賭け率だったレイルズは三回戦で賭け率一番のターニルと当たった。長時間の激げき闘とうのすえ、レイルズはからくも勝利をおさめたのだが、疲ひ労ろうが著いちじるしく、その次に当たった百人隊長カーリオにあっさり敗れてしまった。

　だが、銀ぎん髪ぱつの戦士ターニルに勝ったことで、レイルズはひそかな満足を覚えていた。この銀髪の戦士と最初に賭かけ試合を戦ったときには、無ぶ様ざまな負け方をした。その借りを、やっと返すことができたのである。

「おめでとう」

　決勝戦を終えて帰ってきたガーシュンを、レイルズは笑顔で出迎えた。

　そばにいるのは、サイアたち四人とマリス、それにターニルである。ターニルはひとりで酒を飲んでいたのを、マリスが無理に誘さそって連れてきたのだ。この銀ぎん髪ぱつの戦士は、あいかわらず無口であり、誰だれとも交わろうとしない。

「ま、おまえたち以外には、簡単には負けんさ」

　ガーシュンはそう言って、どっかりと腰を下ろした。

　すっとサイアが手て拭ぬぐいを差し出す。

「ありがとうよ」

　ガーシュンは手拭を受け取ると、噴ふきでる汗あせを乱暴に拭ぬぐい始めた。

　それが終わるのを待って、今度はマリスが差し出した酒しゆ杯はいを受け取る。

　ガーシュンは一いつ気きにそれを飲みほした。

　酸味の強い果か実じつ酒しゆである。森で取れる実を適当に混ぜ合わして、発はつ酵こうさせてあるので、味はいつも違う。

　ダナーンの酒は、もっと種類も多いし、味も洗せん練れんされている。だが、レイルズには、適度に甘あま味みのあるここの酒のほうがお気に入りだった。

　サイアやビーンも水で薄めるものの、おいしそうに飲んでいる。

「今日は死ぬほど飲もうや」

　気分よさそうにガーシュンは言った。

「宴うたげのたびにそう言ってない？」

　ビーンがあきれたように言った。

「今日は特別な宴だから」

　サイアがビーンを宥なだめるように言って、酒さか壺つぼを手にとってガーシュンの酒杯に注ぎ足した。

「お、嬉うれしいねぇ」

　ガーシュンは相そう好ごうを崩くずして、それを受けた。

「敵はいつ来るのかな？」

　ビーンが思い出したように言った。

「二、三日といったところだな」

　レイルズが答えた。

「勝てるかな？」

「さあ、今度ばかりは自信はねぇな」

　ガーシュンが他ひ人と事ごとのように言った。

「おかげで、好きなように準備させてもらったよ。もし、勝てる自信があるなら、面めん倒どうなオレの意見なんか、誰だれも聞いてはくれなかったろう」

「当然だ。オレにはまだ分からねぇ。戦いくさっていうのは、身ひとつ武器ひとつあればできるもんじゃないのかい？」

「小こ競ぜり合いなら、それでいいさ。だが、今度は大戦だ。十分な準備をしなければ、あっというまに踏ふみ潰つぶされてしまう」

　レイルズはガーシュンに笑いかけた。

　ガーシュンは鼻の頭を指でかいて、ごろりと横になった。隣となりにいたサイアの膝ひざに頭を乗せる。

　小さく悲鳴をあげて、サイアは後ろに逃げた。おかげで、ガーシュンの頭は地面に落ちて、ごんと鈍にぶい音をたてた。

「やめてください」

　困こん惑わくした表情で、サイアは言った。

　ガーシュンは横になったまま、豪ごう快かいに笑った。

　つられるように全員が笑う。もっとも、ターニルひとりはまったく表情を変えなかったが。

「今日ぐらいは、寛くつろいだらいかがですか？」

　それに気づいて、マリスが責せめるような口く調ちようで言った。

　ターニルから、答は返ってこなかった。

　ため息をついて、マリスは助けを求めるようにレイルズを見つめた。

　レイルズは小さく首を横に振って、放っておくよう合あい図ずをした。

「でも……」

　不満そうに、マリスはわずかに腰を浮かせた。そのとき──

「……あの日の前夜、イースロの集落でも、同じように宴うたげが催もよおされていた」

　突とつ然ぜん、ターニルが口を開いた。

「あの日の前夜？」

　レイルズはターニルに視線を向けた。彼は無表情に酒しゆ杯はいを握にぎりしめている。

　サイアがあわてて酒を注ぎにゆく。恐おそる恐る酒さか壺つぼを差し出すと、ターニルは酒杯をわずかに持ち上げた。いつの間にか、彼の酒杯は空からになっていた。

「イースロの集落が皆殺しにあった日のことかい？」

　寝ね転ころんだまま、ガーシュンが低い声で言った。

「敵が来ていたのは知っていた。だが、これまでと同じように、オレたちは勝つと信じていた」

「ターニル、その話は……」

　不安そうな顔をして、マリスが言葉をはさもうとした。これ以上、ターニルが話を続けると、場の雰ふん囲い気きが悪くなりそうだからだ。

「いいんだ、続けてくれ」

　レイルズだった。

　マリスが振り返ると、レイルズは真しん剣けんな面おも持もちちでターニルを見つめている。

「なぜ、イースロが敗れたのか、知りたかったんだ。神王の奇き跡せきがどんなものかも」

「……戦いは昼に始まった。敵は大軍だったが、まるでやる気がなかった。オレたちは敵を撃げき退たいし、夕刻には集落へと戻もどっていた。そこへ、奴やつが──神王バルバスが力を振るったのだ」

「神王バルバス……」

　レイルズは禁きん断だんの言葉を唱となえるように、その名を繰くり返した。

「どんな力を使ったんだ？」

　神王が力を使い、イースロが滅ほろぼされたという話は聞いていた。だが、どんな奇跡を使ったのかは、知らなかった。

「天空から無数の雷かみなりが落ちてきた。空も大地も真っ白になるほどに」

「無数の雷……」

　レイルズはごくりと唾つばを飲みこんだ。

「家は燃えあがり、人は撃うたれて息絶えた。ほんのわずかなあいだに、イースロの住人の三人に一人が骸むくろと化かしていた」

「ひ、ひどい……」

　サイアが両りよう腕うでで我が身を抱きかかえて、つぶやいた。

「バルバスは、神様なのでしょ。神様が人間にそんなひどいことを……」

「かつて神しん獣じゆうルーミスが古いにしえの民たみを攻めたことがある。古の部族がクリスタニアの世せ界かい律りつを歪ゆがめる元げん凶きようであるとして。そのときも、多くの人間が命を失った。自らに従わぬ人間の命など、神にとっては砂粒のようなものなのだろうさ」

「ターニル……」

「そして、奴らはやってきた。一いつ旦たん、退しりぞいたとみせたベルディア軍だ。仲間たちは戦う気力すら失うせ、ただ逃げ惑まどうだけだった。だが、奴らは容よう赦しやしなかった。女も子供も老人も、皆みな、殺された。ただひとり、オレだけが生き残った……」

「神王バルバス……」

　レイルズは激はげしい怒いかりを覚えた。

　そんな力を振るわれたら、どれほど堅かたく防御を敷しいていても、まったく無意味だ。まるで蟻ありを踏ふみ潰つぶすように、この砦とりでは粉ふん砕さいされるだろう。

「気にするな、レイルズ。神王は完全には復活を遂とげていない。そうそう、奇跡を使えるもんじゃない」

　ガーシュンが言いながら、ゆっくりと起き上がった。

「もし、奇跡を使うとしても、この砦にじゃない。シレーネの大集落で使うだろうよ」

「なぜ、そう言える？」

　レイルズはガーシュンを睨にらみつけるように言った。彼の言葉どおりであれば幸いだが、その保証はどこにもない。

「この砦とりでなど、神王の奇き跡せきを使わずとも、攻め落とすことができる。誰だれだって、そう考えるに決まっている」

「だが、オレたちは勝つつもりで戦うんだ。勝ち続ければ、いつか神王はこの砦に奇跡を使うかもしれない」

「そんなことを恐おそれていちゃ、はなから勝てやしないさ」

「それはその通りだが……」

　レイルズの頭のなかで、イサリの予言が繰くり返し鳴り響いていた。

　この砦は炎ほのおに包まれ焼け落ちるのだ。傭よう兵へいたちの命を道みち連づれにして。イースロの集落を襲おそった悲劇と同じことが繰り返されたなら、イサリの予言はまさしく現実のものとなる。

「神王のことは考えるな。神だって、万能じゃない。人間だって、そう非力じゃない」

「だが、神王がいるかぎり、この戦いは永遠に勝てないんじゃないか？　まず、神王を何とかすることを考えなければ……」

　レイルズが必死の口く調ちようでそう言うと、ガーシュンはなぜかにやりと笑った。

「新しきクリスタニアの民は、同じことを考えるもんだな」

「同じこと……」

「そうさ、昔、おまえと同じことを言った奴やつがいてな。そいつも、失われた大地からやってきた戦士だった」

「はじまりの冒ぼう険けん者しや？　レードンとかいう騎き士しとその仲間たちのことか」

　そういえば、暗あん黒こく騎士のディラントが派は遣けんしてきた密みつ偵ていのマカティーも、レードンの名前を言っていた。関係があるのか、とレイルズに尋たずねもした。

　彼ら六人は、いったいこの世界で何をやらかしたのだろう。十年前の冒険者たちの歩いた道を、知らず知らずのうちにたどっているような錯さつ覚かくに捕らわれた。

「レードン？　そうそう、そんな名だった。女の名なら覚えちゃいるが、男のほうはどうもな」

「それで、彼らはいったい何をしたんだ？」

「まあな。いろんなことがあったんだよ。いろんなことが、な……」

　ガーシュンは珍めずらしく曖あい昧まいな言い方をすると、遠くを見るような目をした。

「おまえたちは、すべてを知ることはない。知って嬉うれしいことばかりじゃないからな。だが、これだけは覚えておいてくれ。獣けものの牙きばの傭よう兵へいがふたり、そのレードンって奴やつの仲間と共に、今、神王を倒すための旅に出ている。そうそう、ベルディアの人間もひとり一いつ緒しよにな」

「なんだって！」

　レイルズは驚おどろいて言った。それから、あわてて周囲を確かめる。他の傭兵たちに聞かれて都つ合ごうのいい話ばかりではない。

　だが、深しん刻こくな表情で話をしているレイルズたちに気を止める者は誰もいなかった。

　宴うたげは最高潮に盛り上がっていた。飲んで食べ、唄い、踊おどっている。おそらく、今夜の宴は夜明けまで続くだろう。

「だから、神王のことまで、おまえは考えるな。オレは奴やつらを信じている。必ず、神王は倒してくれるとな。もっとも、今度の戦いくさに間に合うかどうか分からんが……」

　ガーシュンは思いだしたように、酒しゆ杯はいに口をつけた。

　そして、隣となりで硬こう直ちよくしたように座っているサイアに酒杯を差し出す。

　ハーフエルフの少女は、はっとしたように酒さか壺つぼを取り上げると、ガーシュンの酒杯にどぼどぼと注いだ。勢いあまって、酒杯から酒がこぼれでる。それでも、サイアは酒を注ぐのを、しばらくやめようとしなかった。

「お、おい」

「あっ、ごめんなさい」

　サイアは脇わきにおいてあった手て拭ぬぐいを取り上げると、こぼれた酒をいそいそと拭ふきはじめた。

　ガーシュンは怪け訝げんそうに、サイアの手を見つめた。その手は、小さく震ふるえている。

「どうしたい、エルフの嬢じようちゃん」

「い、いえ」

　サイアはあわてたように首を横に振った。が、しばらくすると、思い直したように顔をあげ、ガーシュンを見つめた。

「あの……、ナーセルって人のこと、知りませんか？」

「ナーセル？　ああ、覚えている。呪じゆ術じゆつ使つかいだったな。そう、あの男は神王を倒す旅に出ているはずだ」

「どこへ！　いったい、どこへ!!」

　サイアは叫ぶように言い、身を乗り出してガーシュンに迫せまっていった。

　その勢いに押されて、思わずガーシュンは後ろへのけぞった。

「落ち着きなって」

　サイアの肩を両手で押して、ガーシュンはサイアを座らせた。

「オレもよくは知らねぇんだ。連絡を取り合っているわけじゃないからよ。ただ、遠くだよ。追いかけることもできないほど遠くへ行ってるってことは確かだ」

「追いかけられないぐらいに、遠くへ」

　サイアはガーシュンの言葉を繰くり返すと、両の拳こぶしを膝ひざの上に置き、がっくりとうなだれた。

「そうなの……」

　レイルズは、サイアの豹ひよう変へんを驚おどろいたように見ていた。だが、すぐにその理由は分かった。彼女がこのクリスタニアに登りたがった理由のひとつは、彼女の養父ブライアンの実じつ子しナーセルを捜さがすことなのだ。

　会って何を言うつもりなのかは知らないが、彼女はかなり深しん刻こくに思い詰めている感じだ。

「深しん刻こくな話になっちまったな」

　ターニルがぼそり、と言った。

「そんな！　思い出したくもないだろうに、話してくれてありがたかったよ。ガーシュンも、貴き重ちような話をしてくれて……」

　そんなことがあったから、ガーシュンは出会ったときから好意的だったのだ。

　レイルズは、十年前の六人に感謝したい気分がした。彼らはこのクリスタニアヘやってきて、こんな頼もしい男の信しん頼らいを得ていたのだ。そのおかげで、自分たちはこうして神しん獣じゆうの民たみに交まじって、当たり前のように暮くらしている。

　これが自分たちだけでなく、ダナーンの住人すべてに広がれば、とレイルズは心のなかで願わずにはいられなかった。

「さあ、飲みなおしだ。余よ計けいなことは忘れないとな。今こ宵よい、楽しみそこねたら、戦いが始まったとき、心残りになるぞ」

「そ、そうよね」

　サイアがひきつった声で賛さん成せいした。

「今夜は楽しまないと。あたし、歌ってもいいわ」

　無理に明るく振ふる舞まおうとしているのが、ありありと分かる。レイルズはサイアの健けな気げさが、哀あわれにさえ思えた。

「ベルディア言葉で歌うのはやめてよね」

　ビーンが小声で忠告する。

「分かっているわよ。エルフ語ならいいんでしょ」

　言うなり、サイアは歌いだした。

　風にそよぐ木の葉の囁ささやきにも似た声だった。聞く者の心を、地下からこんこんと湧わきだす泉の水のように透とう明めいにさせるような響き。

　ガーシュンがサイアの歌に合わせて、口くち笛ぶえを吹きはじめた。本物の楽器を使っていると疑うような巧たくみさだった。

　マリスがすっと立ち上がって、舞いはじめる。銀ぎん狼ろうの部族の踊おどりなのだろう。月明かりを浴びて狼おおかみたちが跳はねまわるような軽快な踊りだった。

　そして、マリスはターニルに手を伸のばす。驚おどろいたことに、ターニルはそれに応じた。

　銀ぎん髪ぱつのふたりが踊おどる姿は、幻げん想そう的てきですらあった。軽い嫉しつ妬とを覚えもしたが、その美しさに、すぐにそれは頭から消えた。

　近くにいた銀狼の部族の者もやってきて、ふたりの踊おどりに加わった。

「あとで、あなたの部族の踊りも教えてくださいね」

　マリスが踊りながら、レイルズのところへやってきて、そっと言った。

「いいとも」

　レイルズは笑顔でうなずいた。

「オレたちの部族の踊おどりは、男性と女性が組になって踊るんだ。相手をしてくれるかい？」

「喜んで、レイルズ……」

　マリスはとびきりの笑顔で答えた。










　第二章　決戦
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　川の向こう岸に黒い影かげが浮かびあがった。

　最初はひとつふたつとまばらだったのが、しばらくすると続々と増え、ついには対岸を完全に埋うめつくした。

　宴うたげが催もよおされた晩から、ちょうど三日目の昼のことである。思ったよりも、ゆっくりとした進軍速度だ。ベルディア軍の統制は、やはりよくないのかもしれない。

「やっと、きやがった」

　砦とりでの北西に設けられた櫓やぐらの上に陣取り、ガーシュンが自じ慢まんの神しん性せい武ぶ器き〝双牙槍ツインタスク〟の石いし突づきで、丸太の床ゆかをどんと叩たたいた。

　レイルズも、ガーシュンと同じ櫓に上っていた。額ひたいに手を翳かざして、レイルズは対岸の様子を観察する。

　ベルディア軍の総力である。数は数える気にもならなかった。とにかく、大軍だ。装備も充実しているように見える。

　それから、レイルズは眼下を流れる川を見下ろした。

　流れは遅おそいが、深さはかなりある。軽装ならば、泳いで渡ることはできよう。だが、それではあまりに無防備だ。渡と河か中ちゆうを攻撃されれば、多くの犠ぎ牲せい者しやを出すだろう。

「橋を渡ろうとするかな？」

　レイルズは、自問するようにつぶやいた。

「渡るさ。オレたちが罠わなを仕し掛かけてるなんて思わねぇ。なにしろ、オレたちはそんな姑こ息そくな手段を使ったことがねぇんだから」

「悪かったな、姑息で」

　レイルズは憮ぶ然ぜんとした顔で言った。

「まあ、だから勝てなかったんだろうな」

「戦いくさに勝つには、鍛きたえられた戦士を相手より多く揃そろえることさ。それができないから、策さく略りやくを使うんだ」

　レイルズは苦にが笑わらいを浮かべた。

　性格的に、レイルズも策略を使うのは好みではない。正面から戦って勝利したいと思う。だが、今回、そんなことをすれば一日で全ぜん滅めつだ。

「全員に準備につくように伝えろ」

　ガーシュンが青色の布を巻いた軽装の戦士に伝えた。

〝調ちよう停てい者しや〟の別名をもつ神しん獣じゆうシルヴァリに従う蹄ひづめの部族の戦士である。彼らは部隊と部隊との連絡を取る伝令の役割を与えられている。もっとも、総力戦となれば、武器をとって戦う。彼らもまた、歴れき戦せんの猛も者さなのだ。

「これからどうする？」

「敵の出方しだいだろうな。砦とりでに攻めかけてきたら、撃げき退たいするだけのことさ。包囲するなら、こちらから出て行って攪かく乱らんする」

　レイルズは左手で腹を押さえながら言った。胃いにいつもの不快感がでたのだ。今はまだましだが、戦がはじまればもっとひどくなるだろう。

「ターニルたちは、大だい丈じよう夫ぶだろうな」

　ガーシュンは、南の森の方を見て、言った。

「敵に見つかったら、逃げるように言ってある。隠かくれ家がになる集落はいくらだってあるんだから、安心していいと思う。食料、水も分散して蓄たくわえてあるから、思う存ぞん分ぶん戦えるだろう」

　レイルズは答えて、櫓やぐらの梯はし子ごを降りはじめた。

　レイルズの部隊は砦から討うってでる突とつ撃げき部隊である。いちばん危険な役だが、レイルズは自らそれを選んだのだ。自ら危険を買ってでてこそ、傭よう兵へいたちの信しん頼らいを受けることができる。

　梯子を降りきったとき、轟とどろかんばかりの喚かん声せいがあがった。それは、砦の外から聞こえてきた。砦の柵さくが震ふるえ、櫓が揺ゆれんばかりの大だい音おん声じようである。

　負けじと、獣けものの牙きばの傭よう兵へいたちも大声をあげた。獣たちがあげる咆ほう哮こうのように、野や蛮ばんだが力に溢あふれている。味方の士し気きは高いな、とレイルズは安心した。

　下には、サイアたちが不安そうな面おも持もちで待っていた。ビーンも一いつ緒しよだった。

　ふたりとも紫むらさきの布を腕うでに巻いている。魔法使いソーサラーや獣人ビーストマスターたちのうちで、支援を任務とする部隊だった。マリスも、この部隊に加わっている。彼女は武器で戦ってもかなりのものだが、それ以上に優すぐれた能力タレント使いなので、こちらに配属したのだ。癒いやし手てはいくらでも欲しいところだ。

　バッソーは伝令、シャイロンはレイルズと同じ突とつ撃げき隊たいに加わってもらった。

「いよいよね……」

　サイアが蒼あおざめた表情で言った。

　そうだな、とレイルズはうなずいた。彼女の不安を取り除いてやりたいのはやまやまだが、自分自身、ひどく緊きん張ちようしていて、他人を励はげますどころではない。

「ひとりも砦とりでのなかに入れないでよ」

　ビーンが無責任なことを言う。

「分かってるって」

　レイルズはつい笑えみを浮かべた。

　ビーンの言葉で、すこし緊張がほぐれた。もちろん、ひとりたりとも砦のなかに敵兵を入れるつもりはなかった。

　そのとき、地響きにも似た音が響いた。

「動いたな」

　レイルズは、つぶやいた。

　ついに敵軍が移動を開始したのだ。敵軍が橋を渡る音は、何百人もの木こりが大木に斧おのを打ちつけているように聞こえた。

　喚かん声せいもなりやまない。

「射うて！」

　孤こ高こうの部族の百人隊長ナンスの号令が響き、櫓やぐらや柵さくに並んだ弓隊が、雨あられと矢を放ちはじめた。速そく射しやである。大軍なので、狙ねらいをつける必要はない。

　矢を受けて、何人かの敵兵が川へと落ちていった。

　レイルズは黒い布を腕に巻いた戦士たちが、西の門の前に集合しているのを確認した。

　シャイロンの姿もそのなかにあった。蟻人族ミユルミドンの戦士ギリアムの姿もある。彼は百人隊長に匹ひつ敵てきする腕前があるが、彼ら蟻人族の戦士は己おのれの自由意思で行動することはないのだ。蟻人族の有ゆう翼よく種しゆや、真しん紅くの蟻ぎ帝ていクロイセに従う真紅の部族の獣人の命令に盲もう従じゆうする。今は、レイルズの命令に従ってくれるだろう。

　猛も者さを揃そろえたレイルズの部隊のなかでも、もっとも頼りになる男だった。

「門を開け！」

　レイルズは叫んだ。

　と、同時に門の外から悲鳴が聞こえた。押し渡る大軍を支えきれず、橋が崩ほう壊かいを始めたのに違いなかった。

　橋の上にいた、何百人というベルディア兵は、逃げることも進むこともかなわず、橋もろとも川の中へ落ちていった。重い鎧よろいを着ていた戦士たちは、たちまち水の底に姿を消した。軽装の者も、突とつ然ぜんのことにあわてふためき、濡ぬれた服や鎧が邪じや魔まになって、思うように泳げない。

「何人、渡った？」

　レイルズは自問した。

　何人か、いや何十人かは、橋を渡っているに違いないのだ。退たい路ろを断たたれた敵を掃そう討とうするため、レイルズは討うってでるのだ。

　門が重い音をたてて、外側に開いた。

　敵軍が迫せまっているかと思ったが、門の前には敵はいなかった。崩くずれ落ちた橋のたもとで、茫ぼう然ぜんとしている。

　その数は百人を超こえている。橋は思っていたより、長く保ったようだ。

「突つっ込こめ！」

　声を限りにレイルズは叫んだ。

　マリスからもらった銀製の剣けんを抜き、先頭に立って駆かけだした。五十余人の傭よう兵へいがレイルズに続いた。
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　敵の服装から、敵は双そう面めんの部族の戦士団だと分かった。お守りのように、狐きつねの尻しつ尾ぽを腰にぶらさげている。

「猛虎バルバスの部族でも、暗あん黒こく騎き士しでもないのか……」

　先せん鋒ぽうがベルディア軍の主力でないのを知って、レイルズはすこしがっかりした。

　敵の主力を罠わなにかけて打撃を与えられれば、これからの戦いが有利に運べただろう。しかし、そう思いどおりにはゆかないものだ。

　レイルズは気を取り直して、あわてふためく敵軍に飛びこんでいった。橋を渡った敵軍は、レイルズの隊よりも数が多い。しかし、彼らは完全に浮き足だっていた。

　河原へ駆かけ降り、川のなかに逃れようとする者もいる。戦う前から、勝負がついているも同然だった。

　右に左に剣けんを振るい、レイルズは逃げ惑まどう敵を次々と切り倒していった。

　たちまちのうちに、全身が返り血で染まった。




　最初の戦いは、まず完勝といえた。

　味方の犠ぎ牲せい者しやはわずか三人、ベルディア軍は川に落ちて溺おぼれた者も含ふくめて、何百人かが犠牲になったはずだ。

　先鋒が全ぜん滅めつするのを見て、敵の大軍は森のなかへといったん姿を消した。だが、完全に退たい却きやくしたわけではない。態勢を立て直して、ふたたび攻めてくるだろう。敵の戦力は、まだまだ充実している。

　砦とりで中じゆうが勝利の歓かん声せいに包まれ、戦士たちの士し気きは一いつ気きに高こう揚ようした。

　もっともレイルズは、あまりに一方的すぎた戦いだけに、勝利を喜ぶ気にはなれなかった。残ざん虐ぎやくな殺さつ戮りく者しやになったような気分だった。

　気分が滅め入いりそうになったので、レイルズは気分を変え、次の敵の行動に考えを向けた。

　橋が落ちたので、砦を攻めるには川を渡らねばならない。しかし、砦の目の前で渡と河かを試みるほど、敵は愚おろかではないだろう。安全な川の上流か下流に移動して、川を渡るはずだ。

　討うってでて、それを阻そ止ししたい気もするが、砦から離れるのはどう考えても得とく策さくではない。川を渡れば、砦まで障しよう害がいはない。森に仕し掛かけた罠に引っ掛かり、少しは混こん乱らんするかもしれないが、すぐに砦に押し寄せてくるだろう。

　総力戦になるのは、避さけようがない。

「次の戦いが、いちばん苦しいだろうな」

　中庭を歩きながら、レイルズはつぶやいた。すでに、日は暮くれかけている。昼間の戦いは、レイルズの部隊だけが実際に、刃やいばを交えただけなので、戦士たちの疲つかれはさほどでもない。

「夜や襲しゆうをしてくるかな？」

　そう心のなかで言ったときだった。薄うす暗ぐらくなった宿舎の陰かげで、小さな炎ほのおが見えた。

　ぎくりとして、レイルズは炎の方へ走った。

　宿舎の裏側に回ると、すぐに炎の正しよう体たいが分かった。

　小さなたき火だった。その向こう側で、ビーンが目を閉じて座っている。

「何しているんだ、こんなところで？」

　気の抜けた声になった。

　イサリの予言のせいで、火に対してレイルズは神経質になりすぎているのだ。

「……もう、集中が解とけるじゃない」

　ビーンは抗こう議ぎの声をあげて、たき火の炎越しに、レイルズを見上げた。

「見て分からないの？　精せい霊れいと話をしているんだよ」

　炎が一ひと際きわ、高く燃えたかと思うと、とかげにも似た獣けものが炎のなかからのそりと這はいだしてきた。鱗うろこのかわりに真しん紅くの炎に包まれている。炎の精霊サラマンダーに違いなかった。

「精霊と話を？」

　何のために、とレイルズは思わず尋たずねた。

「ひどいなぁ。少しでも、レイルズの役に立とうと思って、がんばってるのに」

　憤ふん慨がいしたように、ビーンは姿勢を崩くずした。

　その瞬しゆん間かん、火とかげサラマンダーは炎のなかに身を躍おどらせて隠かくれてしまった。

「そりゃあ、悪かったよ。毎日、やってたのか？」

　このところ忙いそがしかったので、とてもビーンたちを気にかけていられなかった。そういえば、サイアとも顔を合わせていない。気のせいか、このところ避さけられているような感じである。

「レイルズも毎日、剣けんの稽けい古こをして強くなったじゃない。だから、僕ぼくだってね」

「いい心こころ掛がけだ」

　レイルズは笑いながら、ビーンのところへ回った。そして、彼の隣となりに腰を下ろす。

「それで、少しは上達したのか？」

「う～ん、邪よこしまな心があるからかなぁ。やっぱり、難しいよ。下か位い精せい霊れいたちの声は聞こえるけど、上位精霊の声はぜんぜんだね」

「そいつは、残念だな」

　レイルズ。はビーンを励はげますように、短く刈かった黒くろ髪かみに手を置いた。

「レイルズまで、子供扱いする」

　ビーンは、不満の声をあげた。

「子供扱いなんてしてないさ。だけど、焦あせることはない。剣と魔ま法ほうとはぜんぜん違う。素質さえあれば、剣の腕うではいくらでもあがる。若い勇ゆう者しやは過去に何人もいたさ。でも、精霊使いシヤーマンや魔術師ソーサラーは長い修しゆ行ぎようをつまなくちゃ上じよう達たつしないもんだろ」

「その時間があれば、ね」

　ビーンは真しん剣けんな表情で、レイルズを見つめた。

「でも、目の前で戦いが行われているじゃない。やっぱり、焦あせるよ。自分の身を守れるぐらいに強くなきゃ、生きてゆけそうにないもの。僕の母さんは、上じよう位い精せい霊れいとだって話ができたんだもの。僕にだって、きっとできるはずさ」

「もちろんさ」

　レイルズはゆっくりとうなずいた。

「無理をしない程度に、修しゆ行ぎようを続けることだ。サイアやビーンが危険に巻きこまれないように、オレも全力を尽つくすから」

「頼むよ、レイルズ」

　ビーンはにっこりと笑った。

　この一年ほどで、彼もずいぶん背が伸のびた。鼻の頭のにきびも、心なしか少なくなっている。

　そして、ビーンはふたたび姿勢を正して座りなおし、静かに目をつぶった。たき火の炎ほのおが、ふたたび大きく燃えあがる。

　少年の邪じや魔まにならないよう、レイルズはそっと立ち上がった。
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　敵の大軍がふたたび攻め寄せてきたのは、次の日の夕刻であった。

　今度は、何ど処こかで渡と河かをすませ、南北と東の三方向から砦とりでを取り囲み、喚かん声せいをあげる。しかし、すぐには攻め寄せようとはしなかった。

「焦じらしやがって」

　東の門の内側で待たい機きしているレイルズは、彼の部隊の戦士のうちの誰だれかがそうつぶやくのを聞いた。敵の大軍に包囲され、歴れき戦せんの戦士たちもさすがに不安を隠かくしきれないようだ。砦全体に、緊きん張ちよう感かんがみなぎっているのが分かった。

「まずいな」

　レイルズは思った。すぐ攻めてもらったほうが、ありがたい。戦いが始まれば、不安を覚える暇ひまもなくなるのだ。

　状況は昨日とまるで違う。敵は川向こうに並んでいるのではなく、砦の周囲を完全に取り囲んでいる。渡河をする必要もなく、駆かければ砦の柵さくまで何の障しよう害がいもない。

　このまま包囲を続け、声だけをあげられていると、味方が浮き足立つかもしれない。

「どうやら、すぐに攻めてきそうにないな」

　レイルズは大声をあげて、仲間たちを見回した。

「立っているのも疲つかれる。座って待とうぜ」

　全員が怪け訝げんそうに、レイルズを見つめるなか、レイルズは地面にどっかりと腰を下ろした。そして、腰に吊つるした水袋からがぶがぶと水を飲む。

　突とつ撃げき隊たいの戦士たちは、互たがいに顔を見合わせ、首をかしげながらもレイルズに従った。

　レイルズの部隊が全員、腰を下ろすのを見て、柵さくに登った弓隊や槍やり隊の傭よう兵へいが、何をしているのだとばかり、ちらちらと盗ぬすみ見る。

　レイルズは抜ぬき身みの剣を地面に突き立て、両りよう腕うでを組んだ。

　敵の喚かん声せいはまだ続いているが、砦とりでからそれに応じる者はない。どうやら、敵が動くのを待てばいい、と全員、思ってくれたようだ。

　レイルズたちに並んで、持ち場で腰を下ろす傭兵も現れた。

　味方の士し気きを鼓こ舞ぶする術を心得ているのが、優すぐれた指し揮き者しやというものだ。そのためには、芝しば居いのひとつも打たねばならないのである。レイルズは心のなかで苦笑を浮かべた。伝説に謳うたわれる砂さ漠ばくの英雄王も、意い外がいに芝居上じよう手ずだったのかもしれない。

　砦から反はん応のうがないのを知って、敵の声は次し第だいに小さくなっていった。

　その声が消え入りそうになった瞬しゆん間かん、別の大だい音おん声じようが轟とどろいた。レイルズの目の前には砦の門があり、外の様子を見ることはできないが、敵の大軍が、動き始めたのに違いない。

　地面が震ふるえ、身体からだが下から突き上げられるような錯さつ覚かくを覚える。

「さあ、行くぞ！」

　レイルズは気合いの声をあげ、立ち上がった。剣を摑つかみ、地面から引き抜く。先端についた土を振り払い、頭上高く差し上げた。

　それが合あい図ずだったように、獣けものの牙きばの傭よう兵へいたちは声をかぎりに雄お叫たけびをあげる。

　いっぱいに引き絞しぼった弓から矢を放ち、迫せまりくる敵を射い倒たおしてゆく。そして、矢をつがえ、また弓を引き絞る。だが、敵の大軍は大地を埋うめつくして迫せまりくる。

　すぐに柵に取りついた。

　眼下に迫った敵に、獣の牙の傭兵たちは石を叩たたきつけ、槍やりで串くし刺ざしにする。敵も弓や槍で反撃し始めた。何人かの傭兵が、矢や槍を受けて、柵から落ちていった。

　怪け我が人にんは、すぐに手当てを施ほどこされた。癒いやし手てたちが矢を抜き、傷口に癒しの能力タレントを使う。回復した戦士たちは、すぐまた戦列に戻もどった。休んでいる余よ裕ゆうがないことは、誰だれもが承しよう知ちしていた。戦せん闘とう不ふ能のうとなった重傷者は、宿舎へと運びこむ。

　獣の牙の戦士たちは、変へん身しんの能力を使い始めていた。ある者は猪いのししに、ある者は獅し子しに、そしてある者は鷲わしに、頭部を変化させている。

　柵の上と下で、激しい戦いが繰くり広げられている。だが、柵を乗り越えてくる者は、ひとりもいなかった。

　レイルズは、味方の優ゆう勢せいを確信した。

　だが、目の前では門の閂かんぬきが軋きしんでいる。門を破は壊かいしようと、敵が丸太をぶつけてきているのだ。しかし、東西の門は、ともに魔ま法ほうで封ふうじてある。合あい言こと葉ばを唱となえるか、魔法で解除しないかぎり、門は開けることも、壊こわすこともできないのだ。獣の牙の傭兵たちのなかにも少数ではあるが、魔術師ソーサラーも精霊使いシヤーマンもいるのである。

　そのなかでは、影かげの部族のイサリがもっとも優すぐれた魔法使いルーン・マスターだった。彼がいなくなったのは大きな損失だ。魔ま法ほうを効果的に使えば、限られた戦力を何倍にもできるのである。他の魔法使いは、サイアやビーンと実力的には大差がない。

　もっとも、敵にも魔法使いはいる。その数は、味方の比ではないだろう。ベルディア帝てい国こくには宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんが組織されていると聞いている。導どう師し級の魔術師も、少なからずいるに違いない。魔法で門の封じを解除され、強制的に破られるかもしれないのだ。

　そのために、レイルズたちは門の内側で待機しているのだ。敵がなかに侵しん入にゆうしてきたら、迎え撃つために。万が一、レイルズたちが抜かれても、砦とりでの内部は、いくつもの区画に分けられており、砦全体が乱戦に巻きこまれないようにしてある。

　乱戦になれば、どう足あ搔がいても味方に勝利はない。そうならないための準備を、レイルズはしてきたつもりだった。今のところ、レイルズの期待どおりに、戦いくさは動いている。

「どうやら、出番はなさそうだの」

　大斧グレートアツクスを構えたまま隣となりに控えていたシャイロンが、目の前の門を睨にらみつけたまま独ひとり言ごとのようにつぶやいた。

「そのほうがありがたい。門が破られたら、苦戦は免まぬがれないからな」

　今回はなんとか守り切れるだろう、とレイルズは内心、胸をなでおろしていた。

「退たい却きやくする敵を追つい撃げきするか？　それとも、夜や襲しゆうをかけようか？」

　レイルズは自問した。

　敵に負け戦であることを、痛つう感かんさせねばならない。敗はい北ぼく感かんは敵の戦意を挫くじき、次の戦のとき、味方を優ゆう位いに導くだろう。

「両方、やってみるか？」

　どちらも大だい胆たんな行動だが、敵は警戒していないと思われた。次からは通じないだろうが、今回はうまくゆくような気がする。

「よし！」

　レイルズは、決断した。味方にも犠ぎ牲せいは出るだろう。だが、それを恐おそれていては、真の勝利をつかむことはできない。

　レイルズは仲間たちを見回して、自分の考えを伝えた。

「おもしろい」

「やってやろう」

　突とつ撃げき隊たいの戦士たちは、勇いさましい返事を返してきた。表情を見る限り、脅おびえはうかがえない。彼らは全員、神しん獣じゆうに選ばれた獣人ビーストマスターたちである。歴れき戦せんの猛も者さであり、優すぐれた戦士ぞろいだ。

「深ふか追おいの必要はない。ある程度、打撃を与えたら引き返すんだ」

「分かったよ、大白鳥の兄弟。おまえの言うことに、間違いはなさそうだ」

　近くにいた戦士が、声こわ高だかに笑った。

「ああ、信用してくれ」

　レイルズは、迷わず答えた。

　自ら迷いを見せては、他人を不安にさせるばかりだ。人の上に立つ者として、それは絶対にしてはならないことだ。

　だが、決断を下すというのは、なんと苦しいことだろう。戦いくさにおいては、決断ひとつで戦の勝敗が決まる。大勢の戦士たちの命が、かかっているのである。

　歴史を振り返れば、国王の誤った判断で、国が滅ほろんだ例はいくらでもある。判断する材料すらなく、自らの直感だけで決定を下さねばならないときもあるのだ。それでも、間違えばおしまいなのだ。

　レイルズは身体からだが震ふるえる思いだった。だが、

「やるしかないんだ」

　自らを励はげますように、レイルズは心のなかで言った。

「敵が引き上げてゆくぞー！」

　そのとき、戦士たちの歓かん声せいが聞こえた。

「よし、門を開け！　追つい撃げきするぞ!!」

　レイルズは、突とつ撃げき隊たいの戦士たちに命じた。

「オレたちが出たら、門を閉めろ！」

　そして、背はい後ごにいた銀ぎん狼ろうの部族の精霊使いシヤーマンに声をかける。

　自らの退たい路ろを断たつことになるが、もし、敵の撤てつ退たいが罠わなであれば、敵を砦とりでに侵しん入にゆうさせる結果となりかねない。そのときには、外に取り残されたレイルズたちは、全ぜん滅めつするしかないだろう。

「あんたたちだけで行くのか？」

　精霊使いは驚おどろきの顔で言った。

「ああ、オレたちだけで十分だ」

　ここまでくれば、迷っているどころではない。

　合あい言こと葉ばを唱となえて、魔ま法ほうで封ふうじられた門を開ける。門が完全に開ききるより前に、レイルズたちは表へ飛びだした。

　すでに陽は傾き、大地は赤く染まっていた。その上に、妖よう魔またちやベルディア兵の屍しかばねが累るい々るいと残っている。彼らが流している血は、大地をさらに濃こい赤色に染めようとしていた。

　ベルディア兵は完全に浮き足だっており、森へ向かって算さんを乱みだして逃げだしてゆく。

　レイルズたちは敗はい走そうするベルディア兵を追いかけ、全力で駆かけた。走りながら大声をあげる。砦からあがった勝利の歓かん声せいが、レイルズたちの雄お叫たけびに唱しよう和わした。

　追撃されていることを知って、ベルディア軍の敗走は留とどめようがなくなった。

　逃げ遅おくれた敵を、レイルズたちは次々と倒していった。逃れられぬと知って反撃に出た敵は、二人、三人で取り囲み確実に仕し留とめる。

　ざっと二、三十人の敵を屠ほうむって、レイルズは突とつ撃げき隊たいの戦士たちに引き上げを命じた。夜半には、夜や襲しゆうを試みるつもりなのだ。ここで疲ひ労ろうしていては、成功するものもしなくなる。

　レイルズたちは、意い気き揚よう々ようと砦とりでへ戻もどった。

　昨日に続いての戦勝に、砦は沸わきかえっている。門を開けて入ってきたレイルズたちは、興奮している戦士たちにもみくちゃにされた。

　レイルズも、ようやく勝利の実感がこみあげてきた。

　明らかに敵は、獣けものの牙きばの戦力をなめてかかっている。夕刻に攻めて、日にち没ぼつまでに砦を落とせるとでも思ったのだろうか。加えて、猛虎バルバスの部族の戦士団や暗あん黒こく騎き士し団だんといった主力を温おん存ぞんしている。銀ぎん狼ろうの部族との決戦を考えてのことだろうが、総力をあげて攻め寄せれば、砦はもっと苦戦していただろう。

　もっとも、密みつ偵ていマカティーの言葉を信じるなら、暗黒の民には戦意がない。猛虎の部族の戦士団だけが唯ゆい一いつ、強敵といえた。反対に彼らに打撃を与えれば、敵は退たい却きやくせざるをえないだろう。もっとも、事を急ぎすぎてはいけない。こちらは勝ち続けなければならないのだ。昨日と今日、敗はい北ぼくをきっしても、向こうはまだまだ強大である。

　これは心理戦だな、とレイルズは思った。

　味方には勝利を信じさせ、敵には敗はい北ぼく感かんを植えつける。

　敵を全ぜん滅めつさせるような大勝は、望みようもないのだ。敵に今回の攻勢をあきらめさせることが、獣の牙にとっての唯ゆい一いつの勝利の道なのである。そのためには、小さな勝利を続けてゆく以外に方法はない。

　今夜の夜襲も、失敗は許されないのだ。
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　夜空に浮かぶ月の明かりは、森の地面までほとんど届かない。漆しつ黒こくの闇やみにわずかな銀色の影かげを投げかけるのがやっとであった。

　森の木々にもたれて、双面そうめんの部族の戦士たちが休息を取っている。

　戦士たちはうなだれ、話をする気力もないように見えた。無気力な動作で酒を飲み、乾ほし肉にくをしがんでいる。

「腑ふ甲が斐いのない奴やつらめ！」

　意気消しよう沈ちんした戦士たちを睨にらみつけ、ひとりの男が地面に唾つばをはきかけた。

　猛虎バルバスの部族の族長グレイルであった。彼のことをある者は尊敬をこめて、ある者は恐きよう怖ふに震ふるえながら〝剣つるぎの牙きばの公こう爵しやく〟と呼ぶ。その称しよう号ごうは神王に次ぐ存在であることを宣言したものだ。

　この大戦に勝利した暁あかつきには、神王は神々を統すべる究きゆう極きよくの存在となる。そして、このクリスタニアのすべての人間を支配するのはグレイルの役割だ。

「あんな小っぽけな砦とりでごとき、なぜ攻め落とせぬ。敵の数は千に満たないのだぞ」

　ひとりの戦士の襟えり首くびをつかみあげ、グレイルは吠ほえるように言った。

　その戦士は脅おびえながら、首を横に振るばかりだった。

　グレイルは怒いかりにまかせ、男を木の幹に叩たたきつけた。男は、頭と背中を激はげしく打ちつけ、呻うめき声をあげながら地面にずり落ちた。

　そのとき、右手の方から赤い光が近づいてくるのに気づいた。

　そして、

「荒れていますな」

　と、声がかけられた。

　グレイルにとって、もっとも聞きたくない声だった。

　赤い光は、たいまつの炎ほのおだった。黒い甲かつ冑ちゆうを着た老ろう騎き士しが、左手にそれを持っている。老騎士の後ろには、やはり黒い甲冑に身を包んだ騎士が続いていた。

「ディラント卿きよう……」

　つぶやく声に、怒りと憎にくしみをこめた。

「昨日といい、今日といい、ひどい負まけ戦いくさでしたな」

「他ひ人とごとのように言うが、貴卿はひとりの兵も動かしておらぬではないか！」

「イースロを発つおり、グレイル公こうは獣けものの牙きばの砦とりでごとき、蟻ありの巣すのごとく踏ふみつぶすと豪ごう語ごされていたではありませんか。わたしの騎き士し団だんが出るまでもないと思っただけです。あなたも、猛虎バルバスの部族の戦士たちに待たい機きを命じていたではありませんか？」

　真ま面じ目めな態度と表情で、ディラントは話をする。その内心は知れているのだが、それを表に出すようなことはしない。

　いつかその口、引き裂さいてやる。

　グレイルは心の奥で、誓ちかった。復ふく讐しゆうを司つかさどる神王バルバスの名にかけて。

「双そう面めんの部族や悟さとりの部族、沈ちん黙もくの部族の戦士団だけでも、五千を数える。それに、妖よう魔またちを合わせれば、一万をはるかに超こえるのだ。それだけの戦力で攻めかけて、勝てぬというのは、神王に対する忠誠心が足りぬからだ。勇気のかけらも持ち合わせていないからだ！」

「それもありますが、獣の牙の傭よう兵へいどもも侮あなどれませんな。短期間のあいだに、よくぞここまで砦を堅けん牢ろうにしたものです。今日のような攻め方をしていては、何年かかってもこの砦を攻め落とすことはできますまい」

「ディラント卿ならば、できると言うのか？」

「いえいえ、そのような自信はありません……」

「ならば、何も言わぬがよい！」

　怒りに震ふるえる声で、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくは怒ど鳴なった。

「気に触さわったなら、お許しください。わたしは、提案をしにきたのですよ。このような小さな砦とりでを気にかけても無む駄だなこと。神王の望みはシレーネの集落を攻めとり、フェネスの聖せい地ちを蹂じゆう躙りんすることであるはず。この砦には三千ほどの兵力を監かん視しに残し、まっすぐシレーネヘ進みましょう。神王の奇き跡せきをもって、かの大集落を滅ほろぼせば、千人ほどの戦士がいかに抵てい抗こうしようと、もはや脅きよう威いですらありますまい」

　ディラントの提案に、グレイルは答えようとしなかった。

　無言のまま、ディラントを睨にらみつける。その瞳ひとみは老ろう騎き士しが手にするたいまつの炎ほのおを映し、赤く燃えているように見えた。

　ディラントは平然と視線を受け止めている。グレイルの答を、待っているようだ。

「言いたいことはそれだけか？」

「それだけです」

　ディラントは、わずかに肩をすくめた。

「今度の戦いくさを指し揮きするのはグレイル公ゆえ、判断は委ゆだねますよ。では、わたしはこれにて」

　わずかに頭をさげて、ディラントはグレイルに背を向けた。

　ディラントが歩きだすのを待ってから、たいまつを持った老騎士が深く頭を下げてディラントに続く。

　そのときだった。

　遠くから悲鳴のような声が響いてきた。

「なんだ？」

　グレイルは声のした方を振り返り、耳をすました。

　悲鳴ばかりではない。怒ど号ごうや金属音もまじっている。

　間違いなく、戦いの音だった。

「夜や襲しゆうか！」

　グレイルは眉み間けんに深く皺しわを刻み、歯をむきだして言った。

「なかなか大だい胆たんですな。向こうから攻めてくるとは思いもしませんでした」

　ディラントは立ち止まり、グレイルを振り返った。

　ディラントの言葉のあいだに、また別の方向から叫び声があがった。少し間を置いて、さらにもうひとつ。

　夜襲は三つの野や営えい地ちに対して行われたのだ。

「それで、思いだしました。わたしが放った密みつ偵ていの報告ですが、獣けものの牙きばの砦の指し揮きを実質的にとっているのは、失われた大地から来た大白鳥の部族の戦士だそうです。確か、レイルズとかいう名前でした……」

「本当か？」

　グレイルの目が獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのような輝きをおびた。

「それは、本当だろうな？」

　グレイル自身が放った密みつ偵ていからは、結局、連絡は来なかった。連絡つなぎの者も、獣けものの牙きばに向かったきり帰ってこない。おそらく、正しよう体たいがばれたのだろう。ふたりとも生きてはいないはずだ。

「わたしが、直接、確かめたわけではありませんのでね」

　ディラントの言葉は皮ひ肉にくめいておらず、あくまでも丁てい寧ねいだった。それだけに、グレイルの神経は逆さか撫なでされる。

「何をぐずぐずしている！」

　グレイルはディラントから視線をはずし、不安そうに顔を見合わせる双そう面めんの部族の戦士たちに罵ば声せいをあびせた。

「すぐに武器をとって戦え！　ひとりたりとも生かして帰すな!!」

　まさに虎とらの咆ほう哮こうのごときグレイルの命令に、弾はじかれたように双面の部族の戦士たちは立ち上がり、闇やみに向かって駆かけだしてゆく。

　そして、グレイル自身は〝跳躍リープ〟の能力タレントを使って、その場から消えた。

「……やるものですな」

　周囲から人ひと気けがなくなるのを待って、たいまつを手にした老ろう騎き士しがディラントに話しかけた。

　老人の名前はベッグという。代々、ディラントの家に仕えてきた騎士である。

「ここまでやるとは、正直言ってオレも驚おどろいているよ。レイルズとかいう男、敵に回れば恐おそろしい相手となるな」

「始し末まつしますか？　ならば、マカティーに命じますが……」

「いや、それには及ぶまい。今は生かしておいたほうが、都つ合ごうがよさそうだ」

　御ぎよ意い、とベッグは頭をさげた。

「今度の戦いくさ、長引くな。神王陛へい下かはお気に召さないことだろう。まもなく、会合の時を迎える。そのときまでに、銀ぎん狼ろうの部族を屈くつ服ぷくさせたかっただろうから……」

　復活したとはいえ、神王はまだ完全に神の力を取り戻もどしているわけではない。おそらく、神しん獣じゆうすべてを相手にすることはできないはずだ。それだけに、部族の軍事的な優ゆう位いを保ちたいのだ。その事実を背景に会合を臨のぞみ、自らが神獣の王たる宣言を行おうとするはずだ。

　銀狼の部族の聖せい地ちシレーネを攻こう略りやくできるかどうかは、会合におけるバルバスの発言力を大きく左右する。それなのに……

「執しゆう着ちやくしすぎなのだよ、グレイルは。復ふく讐しゆうを遂とげることは猛虎バルバスの部族にとって、神しん聖せいなことなのかもしれないがな」

「さようで……」

「復讐心は怒いかりよりも憎にくしみよりも強い感情だ。目的を成なし遂とげるために、大きな力となる。だが、それを果はたせぬあいだは、さらに大きな目的に向かって進むことができない。奴やつの左目にはレイルズとかいう男しか映っておらぬのだろうよ。そして、今度の戦のことは、潰つぶれた右目で見ているのだ」

　それでは勝てるはずがない、とディラントは笑った。

「このままでは、あの男、自じ滅めつしましょうな」

　ベッグはそれがさも愉ゆ快かいなことのように、快心の笑えみを浮かべていた。

　神王の威い光こうを背景に、暗あん黒こくの民たみすら支配しようとするグレイルを、この老ろう騎き士しは心の底から憎にくんでいるのだ。

「さて、我々も夜や営えい地ちへ帰ろう。十分に警戒しておかねば、我が暗黒騎士団も大きな打撃を受けることになるぞ。そうなっては、グレイルを笑うことはできない」

　声こわ高だかに笑って、ディラントは歩きはじめた。

　老騎士ベッグが、それに続いた。




　レイルズたちの夜や襲しゆうは、まずまずの成功といえた。

　当初からの目的は敵兵を倒すことではなく、動どう揺ようさせることだ。敵の野営地を走りぬけ、敵を混こん乱らんさせた。それから、長なが居いは無用とばかり、さっさと砦とりでへ引き上げた。倒した数は十人ほどだろう。だが、味方にはひとりの被ひ害がいもなかった。

　野営地のベルディア兵は、レイルズたちがいなくなったあとも、まだ恐きよう慌こうをきたしているようだ。まだ、叫び声がやまない。もしかすると、同どう士し討うちが行われているのかもしれない。闇やみのなかでは、暗あん視しの能力でもないかぎり、敵、味方を見分けるのは難しいものだ。

　昼間の敗戦で意気消しよう沈ちんし、疲つかれていたところに不ふ意いを討たれたので、ベルディア兵の驚おどろきは大きかったのだろう。レイルズは狙ねらいが当たったことに、満足感を覚えた。

　危険な賭かけだったが、まずは成功だった。だが、綱つな渡わたりのような行動は、これからも続くに違いない。

　夜襲にはターニルたちの遊ゆう撃げき部隊も加わっていた。彼らがどう戦ったか、レイルズには分からないが、銀ぎん狼ろうの部族の戦士たちのことだ。音もなく近づき、暴あばれまわり、そして風のように引き上げただろう。この森林地帯は彼らにとっては庭のようなものだ。迷うことなく、隠かくれ家がへと引き上げたに違いない。

　暗い森を走りぬけて、砦とりでに戻もどると、レイルズはさすがに疲れを覚えた。

　レイルズたちは部隊に解散を命じて、明日に備えてよく休むよう伝えた。今夜、敵が襲撃してくるようなことがあっても、起きて戦う必要はないと念を押す。疲れているときに無理をすると思わぬ不ふ覚かくを取ることがあるからだ。

　砦は静まり返っていた。勝利の興奮もさめ、皆みな、休息を取っているのだろう。いつまた敵が攻めてくるか分からないが、緊きん張ちようばかりしていては息が詰まる。取れるときに休息を取ることは、戦士の大切な心得である。

「お帰りなさい」

　宿舎に戻もどると、マリスが入り口のところで待っていて出迎えてくれた。

　彼女の顔を見たとたん、レイルズは緊きん張ちようがほぐれた。

「何か飲みますか？　なんなら、かるい食べ物でも……」

「ありがとう、マリス」

　レイルズは笑顔で答えた。

「せっかくだから、好意に甘あまえようかな」

「なら、外で待っていてください。すぐ、持ってきますから」

　そう言って、マリスは建物のなかへと入った。

　レイルズは宿舎の裏手へと回り、篝かがり火びをひとつ倒して、地面の上にたき火を起こした。先日、この場所でビーンが精せい霊れいと交信する訓くん練れんをつんでいたことを思い出す。

　地面に腰を下ろし、深くため息をつくと後ろ手をついた。

　何気なく夜空を見上げる。月はすでに西の空へと傾き、川向こうの森へ姿を隠かくそうとしている。薄く雲が広がり、星々の明かりも多くが隠されている。暗い夜空だった。

　もっとも、砦の空は篝火の炎ほのおに照らされ、わずかに明るい。

　しばらく、そうしていると、マリスがやってきた。

　レイルズは立ち上がって、酒さか壺つぼと酒しゆ杯はいを受け取った。チーズや木の実などを、彼女は持ってきていた。それから、木の串くしが二本。焼いたチーズが、レイルズの好物だった。それを、マリスは覚えていてくれたのだろう。細かな心こころ遣づかいが、レイルズには嬉うれしかった。

　銀ぎん髪ぱつのマリスは、レイルズの隣となりに腰を下ろすと、チーズを串にさして、たき火のそばの地面に突き立てた。こうすると、チーズは柔やわらかくなり、表面にわずかなこげができる。そのぐらいが、いちばんおいしいのだ。

　レイルズは酒杯に酒を注ぎ、まずマリスに手渡し、ついで自分の分も入れた。

　乾かん杯ぱいするようにかるくグラスをあげてから、甘い果か実じつ酒しゆに口をつける。疲つかれた身体からだの隅すみ々ずみに、しみわたってゆくようだった。

「砦とりでの戦士たちは、あなたのことを真の勇ゆう者しやだと讃たたえていますよ」

　くつろいでいると、マリスが誇ほこらしそうに言った。

「わたしも、まったく同感です」

「嬉しいが、そう呼ばれるのはまだ早いよ」

　レイルズはさらに一口、果実酒を飲んで、深く息を吐はいた。

「ベルディア軍を完全に撃げき退たいしてからなら、素直に喜べるんだけどな」

「勝てますよ、きっと……」

　マリスは答えて、ほどよく焼きあがったチーズの串を、レイルズの方に差し出した。

「あなたの思いは、誰だれよりも強い。敵がこの砦を攻め落とそうとする思いなんか、比較になりません。そして、あなたの思いは、砦の戦士たちに確かに伝わっています」

「思いだけで、勝てるのならなぁ」

　熱いチーズを口に運んで、レイルズは苦笑を洩もらした。

「勝てますよ、レイルズなら」

「信じるよ。マリスの言葉だから」

　顔を見合わせて、ふたりは笑った。

　しかし、くつろぎの時間は次の瞬しゆん間かん、破られた。

「敵てき襲しゆうだー！」

　見張りのあげる声が響いたのだ。断だん末まつ魔まの悲鳴が、続いた。

「敵襲だって？」

　油ゆ断だんしたか、とレイルズは歯は嚙がみした。

　薪たきぎをひとつ左手で摑つかむと、中庭へと走り始めた。右手では、剣けんを鞘さやから抜き放つ。

　中庭の中央でふたりの戦士が激はげしい戦いを演じているのが見えた。戦いはあちらこちらで繰くり広げられているが、レイルズのところからもっとも近い戦いはそこだった。

　あきらかに、味方が劣れつ勢せいだった。助けにゆかねば、討うち取られてしまうだろう。

「どこから、侵しん入にゆうしたんだ？」

　レイルズは、呻うめくように言った。

「気をつけて！　猛虎バルバスの部族の戦士たちです」

　遅おくれてきたマリスが、レイルズに声をかけてきた。

　それで疑問は解けた。猛虎の部族の獣人ビーストマスターは瞬間移動の力が使えたことを、レイルズは思い出した。〝跳躍リープ〟と呼ばれる能力タレントである。

「猛虎の部族か……」

　嫌いやな予感が脳のう裏りを掠かすめた。

　同時に、レイルズの目の前で、戦いの決着がついた。槍やりを武器としていた獣けものの牙きばの傭よう兵へいが、剣けんを操あやつる敵の戦士によって倒されたのだ。

　その剣は、刃はが大きく後ろに反そっていた。大刀シヤムシールと呼ばれる大型の曲きよく刀とうである。

　大刀の戦士は、五歩離れたところで立ち止まったレイルズに、ゆっくりと顔を巡めぐらした。その目が黄色い光を放っている。暗あん視しの能力を持っているに違いない。

　レイルズが手にするたいまつの炎ほのおに照らされて、戦士の全身が闇やみのなかに浮かびあがる。

　見上げるような巨きよ漢かんであった。食人鬼オーガーかと我が目を疑ったほどだ。

　レイルズは、自分の嫌な予感が的中したことを知った。それも、最悪の形で、だ。

「グレイル！　剣つるぎの牙きばの公こう爵しやく……」

　レイルズはごくりと唾つばを飲みこんだ。




　　　　４




「これも、神王陛へい下かのお導きか。まさか、これほど早く出会えるとはな」

　残ざん忍にんな笑えみを浮かべながら、グレイルは一歩、レイルズのほうへと進みでていた。

　間ま合あいをとるため、レイルズは一歩、後退する。

　それを怯おびえと見たのか、グレイルの笑いは嘲ちよう笑しように代わった。

　そのとき、マリスが追いついてきて、レイルズの隣となりに並んだ。彼女が息を飲む音が、レイルズの耳にははっきりと聞こえた。

「銀ぎん髪ぱつの娘まで一いつ緒しよとはな」

　押さえきれぬというように、グレイルの笑いは高笑いとなった。

「神王よ、感謝いたします。我が復ふく讐しゆうが、果はたされることを」

「勝かつ手てなことを……」

　レイルズはたいまつを地面に放りなげ、剣けんを両手に持ち直した。

　マリスも腰から小剣シヨートソードを抜くと、胸の前で逆さか手てに構かまえた。

「かかってこい！」

　グレイルは両りよう腕うでをいっぱいに広げ、吠ほえるように叫んだ。

　レイルズは、そこに隙すきを見た。一いつ気きに間合いを詰め、上段から剣を振り下ろす。

　予想もしなかった素す早ばやい動きに、グレイルの反はん応のうは一いつ瞬しゆん、遅おくれた。

　レイルズの剣が、グレイルの肩を捕らえた。

「浅あさいか！」

　レイルズは、舌した打うちした。

　剣が当たった瞬しゆん間かん、グレイルは深く身体からだを沈めこんだのだ。

　剣の先だけが、かろうじてグレイルの肩を切り裂さく。返り血が飛び散り、レイルズの顔を点々と濡ぬらした。

　うなりをあげて、グレイルの反撃がやってきた。

　レイルズは後ろに飛び退すさって、大刀シヤムシールの一撃を紙かみ一ひと重えでかわした。

　肩の傷にちらりと視線をはわして、グレイルは憎にくしみに顔を歪ゆがめた。

「寸すん刻きざみにしてくれる!!」

「できるものならな！」

　レイルズは大声でやりかえした。

　余よ裕ゆうなどない。気け圧おされないのが、精せい一いつ杯ぱいだった。

「手伝います」

　マリスが囁ささやくと、グレイルの背はい後ごに回りこもうと動いた。

「下がっていてくれ。この男とは、ひとりで決着をつける」

　その言葉は、自然と口をついて出た。

「レイルズ……」

　マリスは驚おどろいたように、レイルズの横顔に一いつ瞬しゆん、視線を向けた。

「この男は、オレが倒す」

　レイルズは断だん言げんするように言った。

　そうしなければならない気がした。グレイルのことを一いつ騎き打うちで戦わねばならないような勇ゆう者しやだと思っているわけではない。この男を倒さねば、自分が今いる場所から先に進めぬよう思えるからだ。

　この男に敗れ、失ったものを取り戻もどそうというのではない。あのことで、自分は変わったのだから。変わった自分がこの男を乗り越えられるかどうかを、試したいのである。

　レイルズの決意を見てとったのか、マリスは無言でうなずいた。三歩下がって、狼おおかみの遠とお吠ぼえにも似た声をあげた。

　長く尾を引いて、マリスの声は夜の闇やみに染みこんでゆく。

　能力タレントを使ったのだ。彼女の警告の声は、砦とりでにいるすべての傭よう兵へいに聞こえただろう。

　あちらこちらで宿舎の扉とびらが開き、武器を摑つかんだ傭兵たちが飛び出してくる。

　襲しゆう撃げきしてきた猛虎バルバスの部族の戦士は、数十人といったところだろう。跳躍リープの能力を使えるほどだから、皆みな、優すぐれた戦士に違いない。不ふ意いをつかれ、見張りたちはかなり倒されたようだ。仲間の仇あだ討うちとばかり、獣けものの牙きばの戦士たちは敵に殺さつ到とうする。
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　レイルズのところへも、数人の戦士が向かってくる。

　レイルズとグレイルは睨にらみあったまま、ぴくりとも動かなかった。グレイルには、まるで隙すきがない。

　うかつに前に出れば、狙ねらいすました大刀シヤムシールの一撃がやってくるはずだ。避さけることはできそうにない。剣けんで受けるしかないだろう。だが、勢いを殺し損そこねると、態勢が崩くずれることになる。そうなれば、おしまいだ。

　もっとも、動けないのはグレイルも同じのようだ。

　レイルズも相手が動いた瞬しゆん間かんを狙って、仕し掛かけるつもりだった。油ゆ断だんもしてないし、隙も見せていない。グレイルにも、それは分かっているはずだ。だからこそ、仕掛けてこないのだ。

「この戦い、焦じれたほうの負けだな」

　レイルズは心のなかでそうつぶやき、自らを戒いましめた。

　ここは、味方の砦とりでである。時間を置けば、不利になるのはグレイルなのだ。

「大白鳥の兄弟！」

　背はい後ごから呼び声が聞こえてくる。

　グレイルはレイルズの肩越しに駆かけ寄ってくる傭よう兵へいたちに視線を走らせた。

「引ひき揚あげるぞ！」

　グレイルは、砦中に響き渡るほどの大声で叫んだ。砦の各所で戦う、猛虎バルバスの部族の戦士たちに、退たい却きやくを命じたのだ。

　逃げるのか、とレイルズは一いつ瞬しゆん、あっけにとられた。跳躍リープの能力タレントを使われて逃げられたのなら、魔ま法ほうの使えぬレイルズには、それを阻はばむ術すべがない。張り詰めていた緊きん張ちようの糸が自然に緩ゆるむ。だが、頭の片かた隅すみで、警報が鳴り響いた。

　そのとき、グレイルの姿は瞬しゆん時じにしてかき消えた。

　同時に、レイルズは動いていた。真横に飛んで、身を翻ひるがえす。一瞬前に、自分がいた場所の真後ろに身体からだを向ける。

　大刀を両手で振りあげた、グレイルの姿がそこにあった。剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくは味方の野や営えい地ちではなく、レイルズの背後に跳躍したのだ。

　この男と最初に戦ったときと、同じだった。

　レイルズにとっては、忘れることのできない戦いだ。レイルズは敗れ、瀕ひん死しの重傷を負った。そして、それまで持っていた自信や勇気を砕くだかれた。

　だが、グレイルは覚えていなかったのだろう。あのときは、レイルズのことなど、ただの雑ぞう兵ひようとしか見ていなかったに違いない。

　だから、同じ戦法を使った。

　奇き声せいをあげながら、グレイルは大刀を振り下ろしていた。レイルズがそこにいると信じたうえでの一撃だった。しかし、その刃やいばはむなしく虚こ空くうを切り裂さき、地面に深く食い込んだ。

「同じ手は二度とくわないぞ！」

　レイルズは気合いの声とともに剣けんを真横に振るった。

　態勢の崩くずれたグレイルは、それをかわすことはできなかった。

　レイルズの剣は、大刀シヤムシールを振り下ろした左ひだり腕うでを捕らえた。

　肉を切り、骨を断たつ感かん触しよくが伝わってきた。

　グレイルの左手は大刀を握にぎったまま、肘ひじの上のところで切断されていた。大量に血が流れだし、大刀の刃と地面が黒く濡ぬれた。

　グレイルは、悲鳴ひとつあげなかった。後ろに飛び退すさって、間ま合あいから離れる。

　追いかけて攻撃できるほど、レイルズも十分な態勢ではなかった。だが、相手の左手と剣を奪うばったのだから、勝負は決したといってよい。

　レイルズは上段に剣を振りかぶると、とどめの一撃を見舞おうとした。

「小こ憎ぞうめ!!」

　グレイルは吠ほえた。全身が、わなわなと震ふるえている。

　レイルズはかまわず足を踏ふみ出した。が、その瞬しゆん間かんには、グレイルの姿はふたたび消えてなくなっていた。

　レイルズは地面を転ころがって、背はい後ごを取られぬよう位置を変えた。

　だが、今度は、グレイルの姿はどこにもなかった。野や営えい地ちへと帰ったのだろう。

「逃げたか……」

　レイルズは深く息をして、グレイルが残していった大刀と左手を見つめた。

　疲つかれが、どっとでた。その場に膝ひざをつき、肩で息をする。大変な一日だったな、と心のなかでつぶやく。

　グレイルに与えた傷は重傷だが、致ち命めい傷しようではない。猛虎バルバスの部族には、〈再生リジエネレーシヨン〉の能力タレントがあると聞いているから、次に会ったときは五体満足でいることだろう。

「レイルズ、無事か？」

　声をかけてきたのは、ガーシュンだった。

　あとふたり、牙ブルーザの部族の戦士を連れている。

「なんとか……な」

　寸前のところで勘かんが働いて、グレイルに手て傷きずを負わせることができたが、一いつ瞬しゆんでも判断が遅おくれていたら、やられていたのは自分のほうだっただろう。

　紙かみ一ひと重えの差で、勝敗は分かれたのだ。

　だが、レイルズは勝った。剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくグレイルに、だ。

「猛虎の部族の戦士だったな。いよいよ、奴やつらも本気を出してきたらしい」

　ガーシュンが自じ慢まんの槍やりを肩にかついで、ベルディア軍の野営地のほうに遠く視線を向けた。

「まったく、面めん倒どうな奴やつらだ。魔ま法ほうで跳とんでこられたら、柵さくも扉とびらも何の役にも立たないものな」

　レイルズは、肩をすくめた。

「猛虎バルバスの部族の全員が、跳躍リープできるわけじゃねぇ。備えていたら、返かえり討うちにできるさ。今日のところは油ゆ断だんしたがな」

「昼夜の見張りを、もう一隊ずつ増やそう。弓隊の戦士に、白はく兵へい戦せんは不ふ向むきだろう」

　レイルズはダレイルに倒された孤こ高こうの部族の戦士の死体を、無む念ねんそうに見つめた。

「オレの部隊とカーリオの部隊で引き受けよう。夜よ目めの効きく奴を選んで、夜の見張りに立てておくさ。今度、来たときにはひとりも生きて帰さねぇ」

　レイルズはうなずいた。獣けものの牙きばの戦力がいかに少ないとはいえ、この砦とりでには千人を超こえる戦士が立たて籠こもっているのである。そこに、わずか数十人で切りこむのは、狂きよう気きの沙さ汰たといえた。少なくとも、優ゆう勢せいな側が取るべき行動ではない。

　跳躍の能力タレントが使えるほどの獣人ビーストマスターは、猛虎の部族の戦士団にとって切り札のはずである。それをこのような形で消しよう耗もうさせるのは、大きな戦力の損失だ。

「グレイルの奴、何を考えて……」

　レイルズはグレイルが残した大刀を拾い上げると、しげしげと眺めた。

　刃やいばは銀製だった。猛虎の部族の神しん性せい武ぶ器きなのかもしれない。

「あなたに、そしてわたしに復ふく讐しゆうするために来たのではありませんか？」

　マリスだった。

「復讐に？」

　そういえば、そんなことを言っていたな、とレイルズは思い出した。

「しかし、今は戦いくさだろ。そして、あいつはベルディア軍の指し揮き者しやだ。いくらなんでも、そんな愚ぐはおかさないだろう」

　劣れつ勢せいを挽ばん回かいするために、強行手段に出たのかもしれない、とレイルズは思った。

　戦せん果かの方はともかく、獣の牙の傭よう兵へいたちにとって、この夜や襲しゆうは冷れい水すいを浴びせられたようなものだ。連勝気分は吹き飛んでしまっただろう。

「猛虎の部族にとって、復讐は神しん聖せいな行こう為いなのです。強いことが絶対とされる部族だけに、もし誰だれかに敗れた場合、その人間に復讐をせねば弱者の烙らく印いんを押されると聞いてます。彼の右目が潰つぶれたままだったことに、気づきませんでしたか？」

「そういえば……」

　グレイルの左目は、黄色い光を放っていた。猛虎の部族の獣人ビーストマスターは、能力タレントにより闇やみを見通すことができるからだ。あたかも夜行性の獣のように、目が輝く。しかし、右目は光を放っていなかったように思う。

　魔法の短剣ダガーで傷ついた眼球がまだ治っていないためかもしれない。

「猛虎の部族の獣人は、再生リジエネレーシヨンの能力を持っているのだろ。なぜ、それを使わなかったんだろう」

「失われた右目にかけて、復ふく讐しゆうを誓ちかったからではないでしょうか？」

「そうなのか……」

　グレイルが復讐を果はたすことに血ち眼まなこになっているならば、歓かん迎げいすべきだろう。戦いくさの勝敗がおろそかになるからだ。

「次は、逃のがしはしない」

　レイルズは、心のなかでかたく誓った。

　グレイルを倒すことができれば、この戦は勝ったも同然だ。指し揮き者しやを失うわけだから、軍勢を立て直すため、敵はイースロの駐ちゆう留りゆう地ちまで引ひき揚あげるに違いないのだ。

「とにかく、今日は休んでください。あなたの部隊の戦士には、夜や襲しゆうがあっても決して戦うな、と命令していたのでしょう」

「そうだった」

　マリスに指し摘てきされて、レイルズは苦笑を浮かべた。

「体力には自信があるけど、さすがに今日はへばったな。今、目の前に敵が現れたら、たとえそれが赤肌鬼ゴブリンだって勝てないような気がする」

　今夜はゆっくり休もう、とレイルズは思った。

　明日、また敵の襲しゆう撃げきがあるような予感がしていた。そして、悪い予感はすべて当たるものだ、とレイルズは思うようになっている。

　ただひとつ、イサリの予言だけは例外であってほしいと願わずにはいられなかったものの。




　傷口が心臓の鼓こ動どうに合わせて、脈みやく動どうするように痛んだ。

　痛むのは切り落とされ、失われたはずの肘ひじから先のように感じられた。短たん剣けんを繰くり返し、繰り返し突き立てられているような錯さつ覚かくを覚える。

　剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくグレイルは、猛虎バルバスの部族の戦士団の野や営えい地ちへと戻もどっていた。跳躍リープの能力タレントは、彼の巨体を獣けものの牙きばの砦とりでから瞬しゆん時じにして、この野営地へと移動させていた。

　今は自分の天てん幕まくのなかに、腰を下ろしている。

　昨夜の戦いを思い出すたびに、激はげしい屈くつ辱じよくが心から膨ふくれあがり、肉体をも破は裂れつさせてしまいそうな気がした。顔が燃えるように熱いのは傷のためではなく、怒いかりのせいだ。

　止し血けつは、すでに終えている。

　肘のすぐ上を革かわ紐ひもでしばり、傷口を酒で洗い、包帯を巻いている。

「一度ならず、二度までも！」

　グレイルは右手の拳こぶしを膝ひざに叩たたきつけた。

　あんな若わか造ぞうに不ふ覚かくを取ったのだ。

　額ひたいやこめかみに血管が浮きでてくる。両の頰ほおには青い痣あざのようなものも三筋、浮かんでいた。それは、バルバスから与えられた能力タレントのひとつだ。そのくまどりには戦場において、己おのれの気力と勇気を鼓こ舞ぶする効果がある。そんな能力さえ、グレイルは無意識のうちに使っていたのだ。

「族長、怪け我がをしたそうだな」

　そんな声がしたかと思うと、天てん幕まくの入り口が開いて、ひとりの男が入ってきた。

　薄うす暗ぐらい天幕のなかに、柔やわらかい早朝の光が差しこんでくる。

　悔くやしさに身を震ふるわせているうちに、夜が明けてしまったのだ。

　タンカラの集落の長老で、猛虎バルバスの部族の若わか長おさを務めるバディオだった。グレイルの次の族長と噂うわさされる戦士である。

　グレイルより背は低いが、体重はほぼ同じだ。怪かい力りき無む双そうで、戦鎚ウオーハンマーを武器としている。その先せん端たんは鉤かぎ状じようになっており、殴なぐりつければ、いかに頑がん丈じような鎧よろいでも紙のように穴が開き、その下の肉をえぐり、骨を砕くだくことができる。

「この程度の傷」

　グレイルはバディオを見上げ、忌いまわしげに言った。

　バディオはグレイルの左手がないのに気づき、一いつ瞬しゆん、目を見開いた。

「再生リジエネレーシヨンさせてくれ。左手も、右目も。その傷では、満足に戦えまい」

「そうはゆかぬ」

　グレイルは首を横に振った。

「なぜだ？」

　バディオは問うた。

「この傷は復ふく讐しゆうの証あかしなのだ。果はたされるまで、傷を癒いやすことはできぬ」

「しかし……」

「神王バルバスの名にかけて誓ちかったのだ」

「バルバスに、か」

　その名は、猛虎の部族にとって神しん聖せいなものだった。

　バディオは沈ちん黙もくし、地面に敷しかれた銀ぎん狼ろうの毛皮のうえにどっかと腰を落とした。

「神王から神しん託たくがあったと思うが……」

　バディオは話題を変えるように、そう切りだした。

「神託だと？」

　グレイルの太い眉まゆと肘ひじから先がない左の腕うでが、ぴくりと動いた。

　バディオは一いつ瞬しゆん、息を止めて、族長を見上げた。部族の誇ほこる勇ゆう者しやである剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくを。だが、今はその顔に狼ろう狽ばいの色が窺うかがえた。

「なかったのか？」

　グレイルはゆっくりと首を横に振った。そして、わずかに天を仰あおいだ。

「神託などない。それは、いつの話だ」

「今朝のことだ。頭のなかに神王の声が響き、こう命じたのだ。もはや時間がない、獣けものの牙きばを攻め落とし、シレーネに向かえ、と……」

　バディオは背中を丸め、上うわ目めがちにグレイルを見た。

「……早く傷を癒いやせとの神王のお心こころ遣づかいだろう。だからこそ、わたしに神しん託たくを下されたのだ」

　グレイルは答えなかった。右手を膝ひざのうえに置き、睨にらみつけるように正面を向いている。その先にバディオはいるが、視線は彼を素通りして、もっと遠くへ向けられているように見えた。

「神託の通り、おまえが猛虎バルバスの部族を束たばね、砦とりでを攻め落とすのだ。暗あん黒こくの民たみに、ディラントめには気を許すなよ」

「しかし、族長……」

「オレは、復ふく讐しゆうを果はたさねばならない。そうでなければ、神王はこのオレを部族の長おさとは認めぬだろう」

　バディオの口は、何か言いたそうに何度も動きかけた。だが、その口が開かれることはついになかった。

「行け！　神王は、時間がないと言われたのだろう」

　ゆっくりとうなずいて、バディオは立ち上がった。

「夕ゆう刻こくまでには戻もどってくる」

　バディオはそう言い残すと、グレイルの天てん幕まくを出ていった。

　取り残されたグレイルは、指ひとつ動かさず、それを見送った。

「神王よ……」

　呻うめくように、グレイルはつぶやいた。

「オレを見捨てたもうたのか？　オレは選ばれた男なのではなかったのか？」

　答はなかった。

　神王からも、そして自分自身の心のなかからも。

　そして、グレイルは新しい大刀シヤムシールを摑つかむと、天幕を後にした。

　復讐を果たすまで、戻らぬ覚かく悟ごであった。
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　戦いくさの声を聞いたとき、レイルズはまだ毛布にくるまっていた。

　飛び起きようとしたが、身体からだは動いてくれなかった。何度も頭を振り、目をこする。それからしばらくして、隠かくれ潜ひそんでいた石を裏返しにされて逃げ惑まどう地じ虫むしみたいな格かつ好こうで、毛布から這はいだしてきた。

　今日、来るとは思っていたが、意い外がいに早い来らい襲しゆうだった。

「まだ、休んでいたほうがよいのではないか？」

　それを見た、シャイロンが心配そうに声をかけてきた。

「そうも言ってられないだろ？」

　レイルズは無理に笑顔をつくって、シャイロンに答えた。

　ベルディア軍が総そう攻こう撃げきをしかけてきているのは、声の大きさで分かった。苦しい戦いになるのは間違いない。ゆっくり休んでいるわけにはいかなかった。

　レイルズの決意を見てとったシャイロンは、気力を分け与える神しん聖せい魔ま法ほうの呪じゆ文もんを、他人に気づかれぬよう、そっと唱となえてくれた。その分、自分は疲つかれることになるのだが、ドワーフ族はその頑がん健けんさでは人間の及ぶところではない。おかげで、レイルズは元気を取り戻もどした。

　シャイロンに感謝して、レイルズは表へと飛びでた。

　すぐに目に入ったのは、向かいの宿舎の屋上に立てられた一本の竿さおだ。その先せん端たんには、人間の腕うでと大刀シヤムシールとが吊つるされている。

　おそらく、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくグレイルのものだ。グレイルの武器と左手を奪うばったと聞いた誰だれかが、竿に吊るして宿舎の屋上に立てたのだろう。

　野や蛮ばんだな、とレイルズはダナーンの民の感覚から思った。だが、それを見た味方の士し気きは上がるだろうし、敵の戦意はくじけるかもしれない。軍旗のようなものか、とレイルズは自分を納なつ得とくさせた。

　激はげしい戦いが、すでに繰くり広げられていた。戦いくさの状況を知るために、まず物もの見み櫓やぐらに駆かけあがる。今度こそ、敵軍の総力である。暗あん黒こく騎き士しや猛虎バルバスの部族の戦士団も攻め寄せているようだ。

　こちらも全力で、防戦するしかない。

　砦とりでの柵さくを挟はさんで、血みどろの戦いが繰くり返された。

　弓隊は雨のようにベルディア軍に矢を降らせる。槍やりで突き落とし、石を叩たたきつける。

　敵の反撃も厳きびしい。弓や弩いしゆみで応戦し、各種の棒状武器ポールアームで槍と交える。そして、手て薄うすになったところから、柵を乗り越えようとする。

　事実、何人かが柵を昇のぼりきり、砦の守備兵と激しい白はく兵へい戦せんを演じた。

　獣けものの牙きばの戦士たちにも大きな被ひ害がいが出ているが、柵が破られるまでには至らなかった。もっとも、ベルディア軍の被害は、それを遥はるかに上回っている。損害をまるで考こう慮りよに入れないような強きよう襲しゆうだった。ベルディア兵の死体で、砦の周囲の大地は埋うめ尽つくされた。

　それでも、敵の攻撃の手は緩ゆるまない。しゃにむに攻撃をしかけてくる。

　魔ま法ほうで封ふうじられた東の大門が破られたのは、昼過ぎのことだ。

　敵の魔術師ソーサラーが魔法解除デイスベルの呪じゆ文もんを使い、扉とびらにかけられた封じの魔ま力りよくを消し去ったのだ。同時に破は壊かい鎚つち代わりの丸太が門に叩たたきつけられ、閂かんぬきが激しい音をたてて折れた。

　門が開き、敵兵が雪崩なだれこんでくる。

　それを迎え撃うったのは、レイルズたち突とつ撃げき隊たいとマリスたちの所属する支し援えん隊たいだった。今日は、これ以上味方に予備戦力はない。なにしろ、敵の総攻撃である。すべての戦士が櫓や柵に登って、敵と戦っている。レイルズたちが抜かれたら、砦中に敵が散らばり乱戦になるのは必ひつ至しだ。そうなれば、数に劣おとる獣けものの牙きばに勝機はない。

　密みつ集しゆうして突入してくる敵に、支し援えん隊たいからまず呪じゆ文もんが叩たたきこまれた。

　ハーフエルフのサイアは、電撃ライトニングボルトの呪文を使った。黄おう白はく色しよくをした閃せん光こうが樹状に伸のびて、十人ほどの敵を薙なぎ倒たおしてゆく。

　精せい霊れい使つかいのビーンは大地の精霊ノームに命じて、先頭の敵、数人の足を摑つかませ、動きを封ふうじた。

　それらの魔ま法ほう攻こう撃げきで、一いつ気きに砦とりでの奥へ侵しん入にゆうしようとしていた敵の足が止まった。そこへ、レイルズたち突とつ撃げき隊たいの戦士たちが迎え討うった。

　レイルズは迷わず先頭に出た。蟻人族ミユルミドンの戦士ギリアムがその横に並ぶ。ふたりは壁かべのごとく、ベルディア軍の前に立ちはだかった。そして、ベルディアの戦士にとっては、ふたりは危険きわまりない壁となった。

　レイルズは銀製の剣けんを振り回し、ギリアムは槍やりで払い、突きまくった、この蟻人族の戦士は、ときおり口から強力な酸さんを吐はいて、敵を怯ひるませたりもした。

　ベルディア兵は、レイルズとギリアムの手にかかって次々と倒されてゆく。

　ふたりの後ろから支援隊の者が魔法や能力タレントを使い、ベルディア兵をさらに混乱させる。門の両りよう脇わきの柵さくからは、弓隊の戦士が砦に侵しん入にゆうした敵兵の頭上に矢を射いかけた。

　門をめぐる戦いは、それでもしばらく続いた。

　ベルディア軍は数に任まかせて次々と押し寄せ、一時はかなり危険な状態までなった。ギリアムもレイルズもさすがに無傷ではいられず、数箇所、傷を負って後こう退たいした。代わって、突撃隊の別の戦士が先頭に立った。

　レイルズは誰だれにも見られない場所で、シャイロンに傷を癒いやしてもらった。ギリアムは牙ブルーザの部族の獣人ビーストマスターが、傷の治療を担当した。だが、この癒しの能力タレントは、時間がかかる。

　レイルズひとり、シャイロンとともに戦列に復帰した。

　突撃隊の戦士たちは、まだ門を支えていた。だが、一ひと目めで分かるほど、たくさんの犠ぎ牲せい者しやを出していた。

　今、攻め寄せているのは、どうやら、猛虎バルバスの部族の戦士のようだ。そのほとんどが、曲刀フアルシオンを手にしている。跳躍リープの能力を使って、突撃隊の背はい後ごに回りこんでくる者もいた。突撃隊の戦士は、挟はさみ討うちの状態にある。

　レイルズはシャイロンとうなずきあうと、背後に回りこんだ猛虎の部族の戦士たちに切りかかっていった。

　これで、猛虎の民の戦士も腹ふく背はいに敵をもつ格かつ好こうになった。

　レイルズとシャイロンは突撃隊の戦士と連れん携けいし、ひとりずつ猛虎の戦士を斃たおしていった。猛虎の民の戦士は、ふたたび跳躍の能力を使って逃れるか、と思われた。

　だが、彼らは踏ふみとどまり、戦い続けた。

　突撃隊の戦士たちも、ひとり、またひとりと倒れてゆく。

「なぜ、そこまで……」

　レイルズは、寒さむ気けすら感じていた。

　突とつ撃げき隊たいの背はい後ごに回りこんだ敵をあらかた片付けたとき、突撃隊の前面が破られ、ひとりの戦士が姿を現した。

　レイルズは、その行く手を遮さえぎるように進んだ。

「レイルズ、頼む。そいつには、銀の武器しか効かないんだ」

　重傷を負って地面に倒れている突撃隊の戦士のひとりが、苦しげに声をかけてきた。

　レイルズは無言でうなずいた。彼が手にしている剣けんはマリスから譲ゆずり受けた銀製の剣である。

　猛虎バルバスの部族の戦士は全身、血に濡ぬれていたが、傷を受けているのではなく、すべて返かえり血ちのように見えた。

　レイルズは一いつ瞬しゆん、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくグレイルなのかと思った。だが、体格が違った。全身筋肉なのは同じだが、ずんぐりとした体形である。手にしている武器も違う。男は戦鎚ウオーハンマーを手にしている。鉤かぎ状じようになった先せん端たんも血で、真っ赤に染まっている。

　その攻撃を受けたら、半はん端ぱな鎧よろいなど何の効果もない。紙のように突き破り、肉に食いこみ、骨を砕くだくだろう。

「貴様が、レイルズか！」

　猛虎の民の戦士の目が、敵意と憎ぞう悪おを叩たたきつけてきた。

「それがどうした？」

　レイルズは剣を構かまえなおして、間ま合あいをはかった。戦鎚よりも、剣のほうが長い。間合いを詰められぬように戦えば、恐おそれることはない。跳躍リープの能力タレントのことは、頭に入れておかなければならないだろうが。

　そう思った瞬しゆん間かん、敵が動いていた。

　レイルズに向かって、まっすぐ突っ込んでくる。

　意い表ひようをつかれた。

　レイルズは、咄とつ嗟さに剣を振り下ろす。

　敵の肩に当たった。だが、弱い。敵の革かわ鎧よろいを切り裂さいたが、発達した肩の筋肉まで断たち切ることはできなかった。

　反撃がくる。

　レイルズは、剣を引きつつ、後ろに下がろうとした。

　だが、あきらかに敵のほうが勢いがある。

　体当たりを食らった。目の前が真まっ暗くらになり、そのなかに小さな光がいくつもまたたいたような衝しよう撃げきだった。

　レイルズは飛ばされ、地面に転ころげた。だが、右手の剣は離さない。

　背中を強したたかに打ち、息をすることもできなくなった。

　それでも、戦士としての本能が、レイルズを動かした。

　地面に倒れたまま横に転ころがり、転がりつつ起き上がろうとする。レイルズの顔のすぐ横を何かがかすめる感かん触しよくがあった。それが何かは、考える気にもならない。

　ようやく、視力が戻もどった。レイルズは片かた膝ひざをついて、敵を確かめた。

　敵は、正面にいた。戦鎚ウオーハンマーを大きく振り上げている。レイルズは前に転がった。振り下ろした腕うでがレイルズの背中を打った。

　押し潰つぶされるような感じで、地面にはいつくばる。だが、右手に持った剣けんで相手の足を払った。浅あさくだが、傷を与えた。

　一いつ瞬しゆんだが、敵の態勢が崩くずれる。その隙すきにレイルズは横に転がって逃れ、ようやく立ち上がることができた。

　そのとき、新たな喚かん声せいが起こった。

　また別の部隊が、砦とりでの門に取りついたのか、とレイルズは思った。もし、そうなら、門を支えることはできない。

　レイルズは一瞬、絶ぜつ望ぼうを覚えた。

　だが、柵さくに登っている味方のひとりが、

「ターニル！」

　と叫ぶのを聞いて。絶望は一瞬にして、希望に変わった。

　ターニルが遊ゆう撃げき隊たいの戦士を率ひきいて、敵の背はい後ごをついてくれたのだ。

　それなら、支えられる。

　レイルズは自信を取り戻もどし、目の前の戦士に向かった。

「退たい路ろをなくすぞ。いいのか？」

　そう声をかける。敵の集中を乱すためだ。

「オレは退ひかん!!」

　敵は吠ほえ、ふたたびレイルズに向かって突進してきた。

　今度は、レイルズもそれを予期していた。腰を低く構かまえ、剣先を前に突きだす。そして、自らも突進した。

　唸うなりをあげて振り下ろされる戦鎚を、かろうじてかいくぐる。

　レイルズの剣の先せん端たんが、敵の胸を捕らえた。

　硬かたい。だが、障しよう壁へきを貫つらぬく感触が伝わる。ずるずると敵の胸に剣が侵しん入にゆうしてゆく。鍔つばのところで、ようやく止まった。

　レイルズの頭上で、荒い息づかいが聞こえた。

「無む念ねんだ……」

　ぼたぽたと首筋に生なま暖あたたかいものが落ちてくる。首を流れ、喉のどのところから地面に滴したたる。

　その雫しずくがレイルズの目に入った。赤い液体だった。

　頭上でしていた息が、ゆっくりと細くなり、そして止まった。

　レイルズは後ろに飛ぶように剣けんを引いた。

　その反動で立ったまま骸むくろと化かしていた敵の肉体が、ゆっくりと前に倒れた。

「グレイル以外にも、こんな男が……」

　さすが、猛虎バルバスの部族の戦士だと思った。

　呼吸を整えて、レイルズは門を振り返った。

「バディオが、若わか長おさがやられた」

　敵の戦士のひとりが叫ぶのが、聞こえた。

「背はい後ごからも敵が……」

　別の戦士が悲鳴をあげた。

「退ひくぞ！」

　最初の声が、命令した。

　それが合あい図ずとなり、猛虎の部族の戦士は退たい却きやくを始めた。

「なんとか守りきれたな」

　レイルズは、額ひたいに流れる汗あせを拭ぬぐった。

　退却をはじめた猛虎の民の戦士に代わって、門のところに別の一隊が姿を現した。

　レイルズは笑顔で彼らを出迎えた。

　その部隊の先頭には銀ぎん髪ぱつの戦士ターニルの姿があった。

　珍めずらしいことに、彼もまた笑えみを浮かべていた。




　ターニルたち遊ゆう撃げき隊たいの到着により、戦いの決着はついた。

　敵は後こう退たいし、野や営えい地ちへ戻もどった。

　すでに正午をすぎている。長いような短いような、時間の感覚を忘れさせるほどの激はげしい戦いくさだった。これから一生、戦い続けたとしても、これほどの激げき戦せんを経験することは、まずないに違いない。

　とにかくも、砦とりでは守られた。

　負けはしなかったが、勝ったような気もしなかった。

　ざっと見ただけでも、味方は二百を超こえる戦士が命を落としている。敵の損害は、おそらく数千を数えるだろう。数の比較では圧勝である。だが、数の少ない味方にとって、戦力の減少は何倍にもなって響いてくる。

　レイルズは、砦全体の様子を視察しようと歩き始めた。

　近くで休みをとっていたターニルが、それを見て立ち上がった。

「こんな攻撃をもう一度されたら、砦を守る戦士がひとりもいなくなるんじゃないか？」

　ターニルがやってくるのを待って、レイルズはこの銀髪の戦士に声をかけた。

　彼には、礼を言わねばならない。絶ぜつ妙みようのタイミングで攻撃をしかけてくれた。戦況を見る目が、優すぐれていればこそだ。

「かもな」

　なげやりな口く調ちようで、ターニルが答えた。

　だが、答があったことがむしろ意い外がいだった。

「敵も必死だったのだろうさ」

　ターニルはさらに言葉を続けた。

　彼の言葉どおり、今日のベルディア軍の戦いぶりは、まさに死を恐おそれていないように見えた。

　彼らは味方の屍しかばねを乗り越え、次々と押し寄せてきた。レイルズひとりでもざっと二十人の敵を、倒している。

　これだけ味方が死んで、なお士し気きが落ちないのが不思議だった。

　神王の威い光こうだろうか？　それとも、神の力を取り戻もどしたこの支配の神しん獣じゆう王おうに恐きよう怖ふしているゆえだろうか？

「必死で攻めて落とせなかったんだ。連中には、この砦とりでは難なん攻こう不ふ落らくに見えているだろうさ」

「そうだといいが……」

　レイルズには、そこまで言いきる自信はなかった。

「増ぞう援えんが欲しいな。次の攻撃を守りぬくには、戦士の数が足りない。援えん軍ぐんの到着は、味方を奮ふるいたたせて、敵の士気を挫くじくだろう」

「シレーネに頼んでみるか？」

「銀ぎん狼ろうの部族に、か？」

　ターニルの言葉は、レイルズを驚おどろかせた。そのことは考えなくもなかったが、頑がん固こな族長がそれを認めるとは思えなかった。

　しかし、銀ぎん髪ぱつの戦士の次の言葉は、レイルズをもっと驚かせた。

「オレが行ってもいい」

　ターニルはそう言ったのだ。

「あんたが？」

　銀髪の者であるターニルなら、族長を説せつ得とくすることができるかもしれない。マリスが使者となったときとは状況は変わっている。わずかな援軍で、敵が退たい却きやくするかもしれぬとあれば、族長の考えも変わるかもしれない。

「いったい、どうしたんだ？　やけに協力的じゃないか」

「おかしいか？」

　ターニルが問い返してきた。

「少しな」

　レイルズは、正直に答えた。

「考えが変わった」

「どう変わったんだ？」

　レイルズが問いかけると、ターニルは困こん惑わくの表情になった。

「おまえに話すようなことではないかもしれないが……」

　そう前置きして、ターニルはためらいがちに話し始めた。

「イースロの集落が神王の奇き跡せきによって滅ほろぼされたとき、それまで信じていたものをオレはすべて失った。神しん獣じゆう王おうフェネスも、銀ぎん狼ろうの部族も、そしてオレ自身も。神王の力の前には、すべてが無力と思われた。フェネスは神王と対決しようとはしなかった。族長はイースロ奪だつ回かいの戦士を派は遣けんしなかった。そして、若わか長おさであるオレは、己おのれの集落を守ることもできなかった」

「ターニル……」

　レイルズはどう声をかけていいのか分からなかった。

　この銀ぎん髪ぱつの戦士の表情からは、深い苦く悩のうがうかがえた。神獣の民ではないレイルズには、絶対、理解できないであろう苦悩が……

「信じる者を失った人間など、脆もろいものだ。オレが自らの命を断たたなかったのは、戦士であるという使命感だけだった。敵と戦い、倒す。それだけが、オレの生きる支えとなった……」

　その言葉は、レイルズにも共感できた。戦士としての哀かなしい性さがである。すべてを失っても武器を取り、戦い続ける。

　レイルズがこうしているのも、戦士の宿命を背負っていたからだ。死ぬことに恐きよう怖ふし、敵を殺すことを嫌けん悪おしても、結局は戦場から離れることができない。

「おまえを見て、考えが変わった。どうせ戦うのなら、目的を持って戦おうとな」

「どんな目的を？」

　レイルズは期待をこめて尋たずねた。

「神王を倒すことだ」

　ターニルはさらりと言った。

　レイルズは無言でうなずいた。それ以上、どんな言葉も不要だった。

　心強い味方ができた、とだけレイルズは思った。そして、

「シレーネヘ行ってくれるんだな」

　と言った。頭を下げて、頼みたい気持ちだった。

「まかせろ」

　ターニルの返事は、いつものようにそっけなかった。

　だが、その言葉は何よりも頼もしく、レイルズには聞こえた。
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　大きな黒い鳥が一羽、枝振りのよい木の頂上から、獣けものの牙きばの砦とりでをじっと見下ろしていた。

　昨日は、壮そう絶ぜつなまでに激はげしい戦いくさが繰くり広げられたが、今日はそれが噓うそのように静かだ。槍やりや弓を持った戦士たちが櫓やぐらや柵さくに昇のぼり、森の向こうに陣じんを張るベルディアの軍勢の動きを観察している。そのベルデイア軍は、まったく動く気け配はいがない。

　退たい屈くつしたわけではないだろうが、黒い鳥は突とつ如じよ、翼つばさを広げると、大空へと舞まいあがった。両りよう翼よくの長さは、人間がちょうど腕うでを広げたぐらい。鷲わしほどの大きさがある。

　すばやく上昇し、そして、北に向かって羽ばたいた。

　風に乗ったのか、やがて鳥は翼をほとんど動かさなくなった。川が斜しや面めんを流れるように、ゆっくりと高度が下がってゆく。森の木々にぶつかりそうになるまで、鳥は滑かつ空くうを続けた。

　ふたたび翼を動かしたのも、上昇するためではなく、木々を避さけようとしたためだ。高度はさらに下がってゆく。すぐに大地が迫せまってきた。

　足が地面に着くか着かないかのところで、鳥は突如として姿を変えた。

　人間の男の姿に変化したのだ。全ぜん裸らである。瘦やせてはいるが、鍛きたえられた肉体には余よ分ぶんな肉は一片もなかった。

　男の名前は、イサリという。凶きよう兆ちようの大おお鴉がらすアルケナに従う獣人ビーストマスターだった。

　近くの木の下にたたんで置いてあった衣服を身につけ、小剣シヨートソードを腰につるす。それから、歩き始めた。足はやはり北を向いている。

　しばらく歩くと、集落が見えた。

　森の木々の隙すき間まを縫ぬって、丸太を組んだ家が立ち並んでいる。小さな集落だ。戸数は五十戸ほど。人口は二百にも満たないだろう。もっとも、今は誰だれも住んでいない。集落は放ほう棄きされ、無人となっていた。住人たちが銀ぎん狼ろうの部族の聖せい地ちがあるシレーネの大集落へ引ひき揚あげたことを、イサリは知っている。

「戻もどったぜ」

　集落に入ったところで、誰に向かってでもなく声をあげた。

　と、ひとつの家の扉とびらが開いて、ひとりの男が姿を現した。

　頑がん丈じような甲冑スーツに身を固めた壮そう年ねんの男である。髪かみは短く刈かり、髭ひげもきれいにそっている。一いつ見けんすると、べルディアの暗あん黒こく騎き士しのようだが、着ている甲冑の形と色、そして胸のところに描かれている紋もん章しようがまるで違っている。男は裏うら切ぎりの大地ではなく、失われた大地に栄える王国に仕える騎士なのだ。

　名をノルヴァという。彼は、三人の従者を連れていた。だが、その従者たちは戸外に姿を現さなかった。イサリの見たところでは、主人は従者たちを信しん頼らいしてないようだ。むしろ、警戒心を抱いているように感じられる。そして、従者たちにも主人の気持ちは伝わっているようだ。彼らも主人に対し、忠誠を誓ちかっている様子はない。

「様子はどうだった？」

　神経質そうな声で、ノルヴァは尋たずねてきた。陽に焼けた顔には、澱よどんだような感じが見えた。

「総力戦があったが、砦とりではまだ落ちちゃいない。どうやら、この戦いくさ、長引きそうだな」

　楽しんでいるような口く調ちようだった。

「二十倍の戦力差ではなかったのか？　なぜ、それで砦は落ちない」

　信じられないというように、ノルヴァは首を横に振った。

　イサリは低く笑った。

「あの砦には、勇ゆう者しやがひとりいるんだよ。砦が落ちないのは、その男のおかげだな」

　イサリの言葉に、ダナーン王国の騎き士しはますます怪け訝げんそうな表情を浮かべた。そんな勇者の存在を否定したい気持ちがあるのだろう。

「さて、どうする？　砦を訪ねてみるかい。それとも、ベルディアの野や営えい地ちにするかい？」

「どちらが味方だ。いや、味方になりそうだ？」

「オレには、分からんね。まあ、あえて言うならいずれも敵だろうな。砦の連中は閉へい鎖さ的てきな民族だ。寄せ手のほうは、永遠の侵しん略りやく者しやだ。交渉の余よ地ちはないと思うね」

「ならば、なぜ、おまえはわたしたちに協力する？」

「不満なら、どこかへ行くぜ。オレの目的はすでに言ったとおりさ。おまえたちの世界の道案内を頼みたい。その代わり、この世界の案内はしてやる。妥だ当とうな取り引きじゃないか？」

「承しよう知ちするとは言っておらん……」

　ノルヴァはむっつりとした表情で、イサリの浅黒い顔を睨にらんだ。

「おまえたちだけでは、この世界でやってゆくことはできんさ」

　イサリはからかうように言った。

　男の言葉は不快に感じられたが、ノルヴァは反論することはできなかった。この見知らぬ世界を旅するのは危険すぎる。最初に出会ったこの男だけは友好的だったが、他の住人たちは露ろ骨こつな敵意を見せた。武器で追いたてられたことも、一度や二度ではない。

　宰さい相しようの許可があるまで、あるいはラッセルの命令があるまで、現地の人間とは争わないように、とノルヴァは自らに言い聞かせている。

　戦になるのは別にかまわない。だが、それが自分の責任になるのは問題だ。そんなことで、歴史書や吟ぎん遊ゆう詩し人じんの叙じよ事じ詩しに名を残したくはない。

「この戦が終われば、なんとか話をつけてやる。それまでは、我が慢まんするんだな」

　男の勧すすめに従うしかなかった。だからこそ、こうして無人の集落に身を潜ひそめて、近くの砦を巡めぐる戦いを見守っているのである。

　その間、ノルヴァは目の前にいるこの謎なぞめいた男から、この世界クリスタニアのことをあらかた聞きだしていた。男はダナーン王国の存在も知っているようだった。もしかして、逃とう亡ぼうした冒ぼう険けん者しやたちに出会っているのかもしれない。

　近この衛え騎き士し団長ラッセルの子し息そくも、この世界へやってきているはずなのだ。

　彼らが一いつ緒しよに行動しているかどうかは分からない。彼はふたりの幼友達と一緒に旅に出ていると思われた。ちょっとした冒険のつもりで出て、この大陸の戦せん乱らんに巻きこまれたのかもしれない。だが、レイルズという名の少年は、なかなかの使い手に見えた。さすが血ち煙けむりの騎士と謳うたわれるラッセルの息子むすこだ。血は争えないということか。あの年と齢しにして、もはや一人前の戦士だ。

　冒険者のひとり、盗とう賊ぞくを捕らえたのは、他ほかならぬレイルズ少年なのである。それも一対一の真まっ向こう勝負で、だ。

　何とか彼の安あん否ぴを確かめたいが、目の前の男は肝かん心じんな話は巧たくみにはぐらかす。

　同行している魔術師ソーサラーのリーマンは、この男が同じ魔術師だと指し摘てきしている。流りゆう儀ぎというか、系統はかなり違うが、間違いなく上位古代語ハイ・エンシエントを操あやつる者だとのことだ。

　このような得え体たいの知れない男に頼るしかないというのがもどかしい。

　もっとも、それ以上にノルヴァの気を滅め入いらせているのは、〝血煙の騎士〟ラッセルが何を意い図として自分をこの大陸へ派は遣けんしたのか、ということである。しかも、同行させたのは、逃亡しているふたり組の冒険者のかつての仲間だった男だ。逃亡者を追いつめたとして、土ど壇たん場ばで裏うら切ぎられる恐おそれもあるのだ。

　誰だれも信用できない疑ぎ心しん暗あん鬼きに、ノルヴァは捕らわれている。適当に任務を片付けて、ダナーンに逃げ帰りたい衝しよう動どうを覚える。だが、そんなことをすれば、まず命はない。宰さい相しようマリードも恐おそろしいが、近衛騎士団の多くの騎士にとっては、団長ラッセルこそが真に恐きよう怖ふの対象である。その恐怖に比べれば、戦いくさの恐怖など何でもないように思われる。だからこそ、近衛騎士は戦場において、己おのれの命を省かえりみぬような戦い方をする。

「目に見えぬ敵と戦うのが、もっとも難しいものだ」

　ラッセルがそうつぶやくのを、以前、聞いたことがある。

　なるほど、その通りだ、とノルヴァは実感していた。

　いったい誰が敵なのだろう？　いや、そもそも味方がひとりでもいるのだろうか？

　いずれが勝つにせよ、砦とりでを巡る戦いが早く終わってくれることを、ノルヴァは願っていた。だが、どうやら戦いは長期戦にもつれこむようだ。

　いまいましげに、ノルヴァは地面を蹴けった。

「まあ、そう焦あせるな」

　イサリが宥なぐさめるように、声をかけてきた。そして、

「水と食料を調達してくる」

　と言い残して、ノルヴァに背を向けた。

「頼む」

　わずかに、頭を下げた。

　ダナーンから持参してきた水も食料も、もはや尽つきている。狩かりや漁の経験はなく、〝徴ちよう発はつ〟を行おうにも、ここは彼の領地ではない。まして家か畜ちくはおらず、畑の作物は残らず刈かりとられている。家々をまわって、残されていた食料をかき集めても、三日と保たなかった。

　イサリは野や営えいには慣なれているらしく兎うさぎや雉きじを捕ってくるし、木の実や茸きのこ、山さん菜さいについてもくわしいようだった。

　ここ十日ばかりは、この男に養われているも同然なのである。同行の冒ぼう険けん者しやたちは、まるで気に止めてもいないが、身分が低いとはいえ建国から続いた騎き士しの一門に生まれたノルヴァにとっては卑ひ屈くつな気持ちを覚えている。

「感謝はいい。その代わり、あんたが失われた大地へ帰るとき、同行させてもらうぜ」

　イサリは軽快な足取りで歩き始めた。

「考えておく」

　その背中に、むっつりとした声でノルヴァは答えた。彼を同行させることが、マリード宰さい相しようやラッセル卿きようが気に入るか、いまひとつ自信がないのだ。

「なんとか、奴やつに連絡を取りたいもんだな」

　ノルヴァの姿が視界から消えたのを確かめ、イサリは声に出して独ひとり言ごとを言った。

　奴というのは、もちろんレイルズのことである。

　しかし、他の傭よう兵へい仲間の前に姿を現すわけにはいかない。なにしろ、自分は脱だつ走そう者しやなのだ。脱走するなという規則があるわけではないが、決戦を前に逃げだした彼を獣けものの牙きばの傭兵たちは許しはすまい。

　イサリは、思わず首をすくめた。

　ノルヴァと名乗る男は、どうやらレイルズたちを追って、この世界に登ってきたらしい。彼らを捕らえるつもりなのか、救出するつもりなのかははっきりしない。こちらも同様だが、向こうもすべての手の内を明かしていないのだ。

　レイルズに会って、この男たちのことを尋たずねてみたい気がする。

　イサリにしてみれば、この男たちに失われた大地へ早く帰ってもらいたいのだ。彼らに同行し、ダナーンヘ下りることが、自分の使命だからである。

　それにしても、レイルズはよくやっている。酒に酔よった勢いで、イサリは自分が〝見た〟未来の光景ビジヨンを彼だけには話して聞かせたのだ。

　なぜ、そんな気持ちになったのかは、分からない。彼ならば悩なやむだろう、と思ったためかもしれない。もしかすれば、何か行動を起こすのではとの期待もあった。ガーシュンやターニルたちに言っても、無む駄だに決まっている。あの男たちは根っからの戦士である。死ぬことを恐おそれてもいない。敵が優ゆう勢せいだからといって、逃げだすようなことはしない。反対に戦いくさに勝つために、なりふりかまわず策さくを講じたりもしない。

　今ある戦力のまま、正面から戦って、そして敗れただろう。だが、レイルズは短期間のうちに獣けものの牙きばの砦とりでを難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいにしたてた。傭よう兵へいたちの信しん頼らいを得て、彼らに勝てるという幻げん想そうを抱いだかせている。そうでなければ、昨日の猛もう攻こうに耐たえられるわけがない。

「オレの予言、はずれるかもな」

　イサリはむしろ、楽しげにつぶやいた。

　あれから、砦の未来に関する予知は行っていない。イサリ自身が砦に向かおうという意志がないのだから、見ようと思っても見られるはずがないのだ。

　レイルズに別れを告つげ、姿を消してすぐ、イサリはあの新しき民の騎き士しに出会った。偶ぐう然ぜんといえば偶然だが、神しん獣じゆうアルケナに導かれたような気がしないでもない。凶きよう兆ちようの大おお鴉がらすの異名をもつアルケナには、イサリなどでは思いもいたらぬような未来が見えるに違いないから。

　神獣アルケナは、その従者たる影かげの部族の獣人ビーストマスターたちに神しん託たくをくだし、様々な場所へと遣つかわす。そして、未来を変えるような兆きざしを探らせるのだ。だからこそ、精度の高い未来予知を行うことができる。

　新しき民の騎士に出会ったとき、イサリの脳のう裏りに神獣アルケナの声がはっきりと響いた。

　この騎士に同行しろ、と。そして、失われた大地へと下り、彼の地に栄える王国について、調査せよ、と。

　イサリは無む論ろん、アルケナの神託に従うつもりである。失われた大地へは、進んで下りたいとも思った。

　レイルズという若者に、興味を覚えたからだ。失われた大地に住む新しきクリスタニアの民のなかでも、おそらくあの若者は特別なのだろう。だが、彼のような男を生み出す土ど壌じようが彼の地の王国にはあるのかもしれない。

　この世界の歴史が動いたのは、裏うら切ぎりの大地へ暗あん黒こくの民たみが漂ひよう流りゆうしてきたためだ。

　支配の神獣王バルバスは、彼ら漂流民の王に自らの魂たましいの器うつわとなるべき可能性を見出したとされる。事実、三百年という休眠期があったものの、バルバスは神王として復活を遂とげた。そして、神であった頃ころの力を取り戻もどしつつある。

　このクリスタニアの住人には、神獣の魂の器となるべき人間は、ひとりも生まれなかったのに、である。それが、たった数千人の漂流民の指導者に、その資格があった。

　イサリにはそのことが不思議でならなかった。

　しかし、レイルズを見て、そして彼の行動を見て、なんとなく分かったような気がする。

　彼は神に従っていない。神を信じてはいても、その庇ひ護ごのもとに生きてはおらぬのだ。もしも、敵対するようなことがあれば、たとえ神が相手であっても戦おうとするに違いない。

　イサリの予知した未来と戦う姿を見れば、それは明らかだ。だからこそ、神と同等の魂たましいを持ちえるのだろう。

　漂ひよう流りゆう民みんたちは、クリスタニアの民が失った何かを育はぐくんでいる。それとも、うつろい流れる時間に身を晒さらすなかで、何かを見出したのか。

　イサリは、それに興味がある。失われた大地には、未来を変化させる兆きざしが存在しているに違いない。

　それを見極めることをイサリ自身、望んでいる。

　ベルディア軍と銀ぎん狼ろうの民たみの戦いくさも気にかかるが、当分、決着がつくようには思えなかった。

　もうひとつ、これは確信していることがある。戦の勝敗に関かかわらず、すでに周期は失われたということ。そして、この世せ界かい律りつが取り戻もどされることは、もはやないということを。

　予知したわけではない。それは、イサリの勘かんにしかすぎない。だが、この勘は決してはずれない、とイサリは信じることができた。
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　暗あん黒こく騎き士し団だんの野や営えい地ちは、獣けものの牙きばの砦とりでの東の街道に設営されていた。

　シレーネの集落と獣の牙の砦とを分ぶん断だんする位置にあるのだが、神しん獣じゆうの民たみの傭よう兵へい団だんは砦に立たて籠こもることを選び、退たい路ろを塞ふさいだとて敵には何の心理的圧あつ迫ぱくも加えていない。

「負けすぎたな」

　いまいましげに、ディラントはつぶやいた。

　隣となりを歩いていたベッグが、無言でうなずいた。

　天てん幕まくに入り切らない怪け我が人にんたちが、丸太のように路上に寝かされている。先日の決戦において、暗黒騎士団は総数のおよそ四分の一に及ぶ死傷者を出した。戦力はできるかぎり温おん存ぞんさせたかったのだが、決戦ともなれば、さすがに暗黒騎士団も戦わないわけにはいかなかった。

　神王への忠誠が疑われるからだ。

　ディラント自身は神王に忠誠を尽つくす気はない。人間を支配すべきは、やはり人間でなければならないと思っているからだ。神であれ、神獣であれ、人間を超こえる存在であるべきではない。人間は自立した種族なのだから。

　だが、現実に支配の神獣王バルバスが神王として復活し、猛虎バルバスの部族の守しゆ護ご者しやとして、そしてベルディアの地の支配者として君くん臨りんしている。暗黒の民には、神王とその従者である猛虎の部族に逆さからうだけの力はない。

　いや、神王に反はん旗きをひるがえそうとした者も、わずかながらいたのだ。だが、彼らは猛虎の部族に追われ、今はいずこにいるかも分からない。

　ディラントは暗黒の民のために、神王に服従する道を選んだ。完全に力を取り戻せば、神王がこの大陸を支配するのは、ほぼ確実だと思っている。神王の統とう治ち下かのもとで有力な地位を築くのが、暗あん黒こくの民たみにとっても有利だと思ってきた。

　そのことは仕方ないと思っている。だが、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくは除きたいと思っていた。グレイルは、神王の権けん威いを背景に、暗黒の民に従じゆう属ぞくを強しいてきた。

　その屈くつ辱じよくに、ディラントは耐たえねばならなかった。

　だが、グレイルの失しつ脚きやくはほぼ確実なようだ。

　先日の決戦を指し揮きしたのは、若わか長おさのバティオである。グレイルはその前夜に、砦とりでに奇き襲しゆうをかけ、敵の戦士に左ひだり腕うでを切り落とされたらしい。獣けものの牙きばの砦には、グレイルの左腕と武器が軍ぐん旗きのように飾られていたのを、ディラントは目もく撃げきしている。

　族長の屈くつ辱じよくを雪そそがんとしたのか、バティオは強ごう引いんな力攻めを行い、結局は自らの命を落としている。それで、先日の戦いくさは終わりだった。

　グレイルの姿は、野や営えい地ちから消えている。左腕を落とした男への復ふく讐しゆうの旅に出たのだろう。その相手が、彼の右目を奪うばった人間と同一人物であることを、ディラントはほぼ確信している。まったく、恐おそるべき戦士だ。暗黒の民に伝わる英雄たち、暗黒皇こう帝ていや漂ひよう流りゆう王おうの若かりし頃ころを髣ほう髴ふつさせるような活躍である。

　猛虎バルバスの部族の戦士団は、ディラントが顔も知らないような男が代わって指し揮きを取っているが、まだ統とう率そつは取れていない。神王が戦場に姿を現せば別だろうが、この混乱はしばらく収おさまらないだろう。

　さすがに、砦からも討うってでる気け配はいはないが、こちらからも攻めこむ気力を失っている。

　戦は完全な膠こう着ちやく状態に入った。

　あえていえば、敵の勝ちだ。偉い大だいな勝利といえよう。

「何をお考えですかな？」

「負け戦であることをかみしめていたのだよ」

　ディラントは、ひどく真ま面じ目めな顔でベッグに答えた。

「いかがいたします？」

　これからのことを、ベッグは問うたのだ。

　ふむ、とディラントはうなった。

「妖よう魔またちや神しん獣じゆうの民たみの戦士団から脱だつ走そう者しやが続出している。兵力は、半分ほどに落ちているだろう。こちらに指揮権があれば、手の打ちようもあるが、今の状態ではいかんともしがたいな」

　今のままの戦力を維い持じしてシレーネに向かっても、銀ぎん狼ろうの部族の精せい鋭えい相手に、ほぼ勝ち目はない。もちろん、神王の奇き跡せきを計算に入れなければの話である。

　神王は奇跡を使う予定だから、そうすれば、たとえ半分の戦力でも銀狼の部族には勝つだろう。

　問題は、獣の牙の砦をどうするかだ。あくまでも攻め落とすのか、それとも無視して進むのか。

「神王の神しん託たくがなければ、話は進まないだろうな」

　ディラントは、苦笑を洩もらした。

　神に導かれなければ、何もできない。それが神しん獣じゆうの民たみの最大の弱点だ、とディラントは思っている。神獣の意志に縛しばられ、そこから一歩も抜けだせないでいる。暗あん黒こくの民たみのほうが人間として優すぐれていると思っているわけではない。しかし、彼らより強したたかであるのは、間違いない。

　だからこそ、屈くつ辱じよく的てきな従じゆう属ぞくにも耐たえているのだ。

　そのときだった。

　ディラントの頭のなかに閃せん光こうにも似たものが走った。

「いかがなされました？」

　突とつ然ぜん、頭を押さえたディラントを見て、ベッグが心配そうに声をかけてきた。

　ディラントに呼びかけてくる声はもうひとつあった。それは、彼の心のなかで響いたのだ。

　圧あつ倒とうされるほどに強く大きな声、心で響いているのだから、耳を押さえることもできぬ。その声を、ディラントは聞いたことがある。帝てい都とドートンの王城で……

「神王……陛へい下か」

　ディラントは絶ぜつ句くした。

「神王ですと？」

「奇き跡せきを……使う？　獣けものの牙きばの砦とりでに……」

　切れ切れにつぶやくディラントの言葉に、ベッグは驚きよう愕がくの表情で見つめていた。普ふ段だんは努つとめて冷静を装よそおい、自らの心の動どう揺ようを悟さとられぬようにしているのだが、今はとても冷静ではいられなかった。

「まさか！　神しん託たくなのですか？」

　ディラントは水に濡ぬれた犬のように、大きく身振るいした。

「恐きよう怖ふこそが、絶対的な支配の法則だと思い知らされる……」

　全身に鳥とり肌はだが立っていることを、ディラントは意識していた。全身の血がすべて氷こおり水みずに変わったような錯さつ覚かくに捕らわれる。

「神王は我々の会話さえ、聞いておられるようだな。もしかしたら、心のなかまで……」

「……そうかもしれませんな」

　ベッグは相あい槌づちを打つのも、悔くやしそうだった。

「人間が神に従属するのが、自然とは思いたくない。だが、それは運命だとあきらめるしかないのかもしれん」

　額ひたいににじんだ冷たい汗あせを拭ぬぐって、ディラントは震ふるえる声で言った。

　自分が絶対の忠誠を誓ちかっていないことぐらい、神王はお見通しだろう。その気になれば、神王は自分を塵ちりを吹き消すように、抹まつ殺さつすることさえできるに違いない。

「それで、神王は何と？」

「言ったとおりだ。獣けものの牙きばに、奇き跡せきを使うのだそうだ。この砦とりでを抜き、シレーネを包ほう囲いせよ、と命令されたよ」

「獣の牙に奇跡を？　それでは、シレーネ攻めはどうなるのです。そして、なぜ、そのことをディラント様に？」

「分からぬ！」

　ディラントは激はげしく首を横に振った。

「分からぬよ。猛虎バルバスの部族の連中、何と思うかな？　もはや、猛虎の部族の人間には、頼むべき人間がいないのかもしれん」

「納なつ得とくいたしますでしょうか？」

「納得するだろうよ。わたしの言葉どおり、神王が奇跡を行えば、な」

「思いだされますな、イースロの集落の時が……」

　つぶやくベッグの目に、何かを哀あわれむような光が浮かんでいた。あの戦いくさで死んだ銀ぎん狼ろうの民たみに冥めい福ふくを祈いのっているのかもしれない。

　ディラントも目を閉じた。一面を覆おおいつくす真っ赤な炎ほのおが、瞼まぶたの裏に浮かびあがる。

「戦って死ぬのならやむをえんが、あんな死に方はしたくないな。虫けらのように、踏ふみつぶされるような死に方だけは……」
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「同感です」

　ベッグは、静かにうなずいた。

　神王が起こした奇き跡せき、それは全天が光に包まれるほどの激はげしい落らく雷らいだった。何百、何千という稲いな妻ずまがイースロの集落を直撃した。集落の建物は木こつ端ぱ微み塵じんに破は壊かいされ、炎ほのおの精せい霊れい界かいもかくやというような猛もう火かに包まれた。

　ディラントも逃げ惑まどう銀ぎん狼ろうの部族の掃そう討とうを指し揮きしたが、苦にがい薬草酒を飲んだような後あと味あじの悪さが残った。

「神も神なら、人間も人間か……」

　ディラントは、そっとつぶやいた。

「あの砦とりでの戦士たちは、本物の勇ゆう者しやたちだ。できれば、堂どう々どうと戦って攻め落としたかったな」

　ディラントは獣けものの牙きばの砦のある方を振り返り、ひとりごとのように言った。

「せめて、逃げる敵は救すくってやろう。あの砦を失えば、彼らとて抵てい抗こうはしまい。それぞれの部族に帰って、守りをかためるぐらいしかできないはずだ」

「御ぎよ意いです」

　まるで王の言葉を承うけたまわるように、ベッグは深ふか々ぶかと頭を下げた。

　ディラントはつい苦笑する。幼い頃ころから当然のように受け止めてきたが、この老ろう騎き士しが忠誠を誓ちかってくれる理由が時として分からなくなる。

　能力があれば、その者が主人に取って代わっても、ベルディアの地では許されるのである。偉えらそうに騎士などと名乗って支配者階級を気き取どっているが、もともとは蛮ばん族ぞくであったり、野や盗とうであったりしたのだ。

　おかしなもので、それが三百年も続くと伝統となって、定着するものだ。現在の暗あん黒こく騎士団においては、騎士道精神が尊ばれ、同時に家か格かくも大切にされている。

　暗黒の民がこの新天地で生きてゆくためには、そんな観念や形式に頼らなければならなかったのかもしれない。もちろん、暗黒神フアラリス教団の勢力も根強いベルディアのこと、「汝なんじの思うところをなす」風潮も歴れき然ぜんと残っている。

　そんな不安定さを抱かかえながら、ベルディア帝てい国こくの歴史はこの大陸に上陸して、三百年にも及んでいる。王国としては、かなり長命だといえよう。その間、帝国の永遠の象しよう徴ちようともいえる漂ひよう流りゆう王おうが皇こう帝てい位いにあり、暗黒の民の歴代の支配者は国王を名乗っていた。

　漂流王は伝説の人物でありながら、現い在まも存在している。

　北の海に浮かぶ故郷の島でベルディア帝国の母体となる帝国が戦いくさに敗れたとき、何百、何千という船に乗って、一万を超こえる人間や妖よう魔まが海を渡ったのだ。この大脱出を指し揮きしたのが他ほかならぬ漂流王であった。

　長い航海ののち、辿たどりついた新天地がこのクリスタニアである。しかし、この大陸は神しん獣じゆう王おうルーミスが護まもる結けつ界かいによって閉ざされており、上陸することは不可能であった。

　食料はすでに尽つきており、餓が死し者しやさえ出ていたとされる。仲間の肉を食らい、生いき血ちをすすって生き延のびた者もいたとの言い伝えすらある。

　漂ひよう流りゆう王おうはクリスタニアの神々に向かい、呪のろいの言葉を吐はいたと伝えられる。大陸を閉ざし、漂流民の上陸を拒こばむ神々に、だ。

　その呪いの言葉は神しん獣じゆう王おうルーミスの結けつ界かいを越え、支配の神獣王バルバスに届いたのだ。バルバスは漂流民たちに、自らが支配する土地エルナンドを開放したと伝えられる。その代だい償しようは、漂流王自身の肉体であった。

　神獣王バルバスは、漂流王の肉体を剣歯虎サーベルタイガーに代わる自らの魂たましいの器うつわとして選んだのだ。もっとも神に近い人間の肉体を器とすることにより、かつて神であったころの力を取り戻もどそうと欲してのことだ。

　漂流王は、この取り引きに応じた。漂流民の生命を救すくうために。

　神獣王バルバスの魂は剣歯虎の肉体から脱し、漂流王の肉体に入った──

　そこで、いったい何が起きたのか、真実を知るものはほとんどいない。上級騎き士しであるディラントでさえ、すべては知らない。

　おそらく、漂流王はバルバスの魂を受け入れなかったのだ。己おのれの自我を守り、神獣王の魂を屈くつ服ぷくさせようと抵てい抗こうしたのだと考えられている。

　神獣王と漂流王──神と人間の魂が、ひとつの肉体をめぐって壮そう絶ぜつな戦いを繰くり広げた。その戦いは、まさに永えい劫ごうに続くかと思われた。

　神の魂の器となりうるほどの肉体であったために、その肉体に宿す魂は不ふ滅めつといわれる神の魂とも対決できたのであろう。

　三百年ものあいだ、漂流王の肉体は眠り続けた。老いもせず、朽くちることもなかった。不思議な結界に包まれ、傷つけることさえできなかったとされている。

　漂流王の肉体は常に玉座にあり、その傍かたわらには猛虎バルバスの部族から選ばれた巫み女こが詰めていた。そして、もうひとり暗あん黒こくの民たみの侍じ女じよが三百年の間、常に付き添そっていた。永遠の生命をもつダークエルフであればこそ、可能な話だ。

　騎士叙じよ勲くんを受け王城へ出しゆつ仕しするようになったディラントは、玉座の漂流王とその傍らに黒くろ百ゆ合りのように立つダークエルフ女性の姿を毎日、見ていた。ふたりの姿は若者だった彼の目には、とても美しく見えた。

　真実の愛というものがあるとすれば、あれこそがその姿だと思ったものだ。

　目覚める前の漂流王は間違いなく、暗黒の民と猛虎の部族双そう方ほうの守しゆ護ご者しやであった。猛虎の部族と暗黒の民は、表だって争うこともなく、ベルディアの地に新しい秩ちつ序じよを打ち立てた。

　破れた結界を修しゆう復ふくしようとする神獣の民と戦い続け、これを阻そ止ししたのも両者が連合すればこそである。これを神獣の民は侵しん略りやく戦争としているが、ベルディアの住人から言わせれば、自由を守るための戦いである。陸続きの土地を一方的に閉ざそうというのは、許すべからざる行こう為いではないか。

　漂ひよう流りゆう王おうの肉体が目覚めたのは、およそ十年ほど前のことだ。

　目覚めた魂たましいは、神しん獣じゆう王おうバルバスのそれであった。

　やはり、人間は神には勝てなかったのだと噂うわさしあったものだ。ディラントには、その言葉がひどく屈くつ辱じよく的てきに思えた。

　しかし、噂はもうひとつ流れている。漂流王の魂を封ふうじ、神獣王バルバスを復活せしめたのは、ある祭さい器きの力だと言うのである。その祭器をもたらしたのは、狐きつねの神獣スマーシュに仕える双そう面めんの部族の族長。そして、猛虎バルバスの部族でそれに協力したのが、当時、若わか長おさだったグレイルだという。

　これに気づき、神王に異い議ぎを唱となえ争そう乱らんを起こした者たちがいた。戦いの結果、自然に敗れたのなら知らず、他者の介かい入にゆうによって両者の対決に決着がつけられたとしたら、ディラントとて納なつ得とくすることはできない。

　神獣王と漂流王との魂の一いつ騎き打うちは、神しん聖せいにして不ふ可か侵しんでなければならないはずだ。

　しかし、その真しん偽ぎはディラントは知らない。

　知っていることは、いつも漂流王の傍かたわらにいたダークエルフ女性が、神王覚かく醒せいのあと姿を消したことである。他にも何人か、暗あん黒こくの民たみにとって重要な人間が追つい放ほうされたり、出しゆつ奔ぽんしたりして、姿を消している。彼らが何をしようとしているのかは、薄うす々うす、知っている。そして、彼らに同調している者がいることも。それには神獣の民もいるし、失われた大地ダナーンからやってきた大白鳥の部族を名乗る人間もいるのである。

　大白鳥の部族の男は、レードンという名だった。他に数人の仲間を連れていた。

　密みつ偵ていの話によれば、獣けものの砦とりでを指し揮きし、ベルディア軍の侵しん攻こうを食い止めている男とは関係ないらしい。ディラントには、それが不思議でさえあった。十年前の男がやろうとしていることと、今、獣の牙の砦を指揮している男がやろうとしていることは、本質的に同じと思えるからだ。

　神王バルバスと対決し、これを倒す。常じよう人じんでは考えも及ばないことを、彼らは成なし遂とげるつもりなのだ。

　神王が覚醒した日から、猛虎の部族との同どう盟めいは終わった。

　猛虎の部族の族長となったグレイルは剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくを名乗り、神王に次ぐ者として、暗黒の民に従じゆう属ぞくを求めたのだ。

　まだ騎き士し隊たい長ちようにしかすぎなかったディラントに、それを阻そ止しする術すべはなかった。

　いや、今でも見つけられずにいる。

　グレイルがいなくなり、状況に変化が起こるかもしれない。しかし、神王バルバスはこれから永遠に君くん臨りんし続けるだろう。

　人間を、そして神々を統すべる王として──

　そのことが、ディラントにはとてつもなく重く感じられた。それに対抗するには、自分はあまりにも無力であった。

　先せん刻こくは、心臓が止まったかと思えるような恐きよう怖ふに震ふるえた。

　その神王に、真まっ向こうから対決しようとしている者たちがいるのだ。たとえば、今、自分が対たい峙じしている獣けものの牙きばの砦とりでにも。

「……会ってみたいな」

「はっ？」

　突とつ然ぜん、つぶやいたディラントに、ベッグは怪け訝げんそうに視線を向けてきた。長い沈ちん黙もくのあとに、脈みやく絡らくもなしに言うのだから、そう思うのも無理はない。

「いったい誰だれにですかな？」

　そうしなければならない、といったような表情で、ベッグが尋たずねてきた。

「独ひとり言ごとには、まじめに答えなくてもよいぞ」

　ディラントはすこし若さをのぞかせて言った。この老ろう騎き士しといるときにだけ見せる表情だ。

「教えていただきたいものです」

　ベッグは頭を下げた。

「あの砦を指し揮きする大白鳥の部族の戦士だよ」

「レイルズとか言いましたな……」

「会ってみたいのだよ。砦に神王の奇き跡せきが揮ふるわれれば、あの男とて命を落とすかもしれん。彼が何を考え、何をしようとしているのか、興味があるのだ。大白鳥の部族を名乗ってはいるが、彼らは我らと故郷を同じくする漂ひよう流りゆう民みんなのだからな。考えていることは、案あん外がい、似ているかもしれん」

「そうでしょうか？」

「分からんよ。だから、会って話がしたいのだ。話したとて、わたしの立場が変わるわけでもないだろうがな」

　ベッグの目が、何かを言いたそうにディラントに向けられた。だが、彼は結局、何も言わなかった。ただ、しばらく間を置いて、

「会えればよろしいですな」

　と、静かな声でつぶやいただけだった。

「軍ぐん議ぎを開くよう、猛虎バルバスの部族に申し入れろ。それから、その他の神しん獣じゆうの民たみの戦士団にも代表を出すように、とな」

「かしこまりました」

　老騎士は恭うやうやしく礼をすると、足早に去っていった。
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　レイルズは、久しぶりに寛くつろいだ気分を味わっていた。

　昨日まで食事の味さえ分からなかったほど緊きん張ちようしていたのだが、今は川魚の淡たん白ぱくな身が旨うまいと感じられた。今朝早く砦とりでを抜け出して、表の川で魚を取ってくる強つわ者ものがいて、そのうちの一匹をレイルズは譲ゆずり受けたのだ。

　一ひと抱かかえもある大きな魚だった。ひとりで、食べきれる量ではない。

　ちょうど団長の部屋に呼ばれたところだったので、レイルズはその魚を持ってゆくことにした。呼ばれた用件は、察さつしがついていた。

　ターニルが、シレーネの集落から帰ってきたのだ。銀ぎん狼ろうの部族から使者をひとり連れていた。

　驚おどろいたことに、その使者も銀ぎん髪ぱつの者だった。たしか、銀髪の者は銀狼の部族にも四人しかいなかったはずだ。そのうちの三人が、この砦に集まったことになる。

　使者を歓かん迎げいするささやかな宴うたげが催もよおされ、レイルズのもってきた魚は、その宴の主役となった。

　団長の部屋に集まったのは、各部隊の隊長たちである。先日の戦いで、四人の隊長が命を落としている。そのなかには、百人隊長のナンスやカーリオも含ふくまれていた。

　レイルズの部隊も、半数あまりが戦死している。レイルズとギリアムが傷を受けて下がっているあいだ、必死に防戦し、命を落としたのだ。

　犠ぎ牲せい者しやのことを思うと、心が痛む。だが、彼らの死は無む駄だではなかった。ベルディア軍は戦意を失ったように、野や営えい地ちから動こうとしない。あの日の戦いからすでに十日がすぎようというのに、だ。

「メイレンの長老タリオだ」

　シレーネからの使者は、そう名乗った。

「銀狼の部族は、援えん軍ぐんを送る気があるのですか？」

　部屋に運んだ食べ物が、あらかた片付けられたのを見計らって、レイルズはタリオに尋たずねた。

「族長の考えは、あくまでシレーネで決戦することだ。そのために、銀狼の部族の戦士団の総力が集められている」

「それは分かっています」

　レイルズは、わずかに声を荒げた。

「しかし、状況は変わっています。我々は、ベルディア軍に手て酷ひどい打撃を加えた。敵は戦意をなくしており、これ以上、進軍することはないはずです。ただ、それを確実なものにするため、援えん軍ぐんを送ってほしい。一千、いや五百でもいい。援軍が派は遣けんされると知れば、ベルディア軍はイースロの砦に撤てつ退たいを始めるに違いありません」

「それが、真実ならばな」

　タリオは、値ね踏ぶみするようにレイルズをじっと見つめながら言った。

　銀狼の民にしてはやや太りぎみで、その分、柔やわらかな雰ふん囲い気きの持ち主だが、その視線の鋭するどさはターニルとまったく同じだった。

　気け圧おされたように、レイルズは黙だまる。

「真実かどうかを確かめるために、わしがやってきたのだ」

「噓うそは言いません」

　レイルズは憤ふん慨がいするように言った。

「疑っているわけではない。ただ、容よう易いに信じられなかっただけだ。考えてもみろ。この獣けものの牙きばには、一千あまりの戦士しかいなかったのだぞ。ベルディアの大軍を防ぎきれるなどと誰だれが考える？　だからこそ、わしがこの目で戦況を確かめるために来たのだ。わしの言葉なら、族長とて信じよう」

「存分に確かめるのだな」

　ターニルが、押し殺した声で言った。

「納なつ得とくしたなら、援えん軍ぐんを送ってもらうぞ。数は二千、メイレンの戦士団だけでも、それぐらいそろえられよう」

「脅おどさずとも、そうするつもりだ」

「お願いします」

　安あん堵どの表情を浮かべて、レイルズはかるく頭を下げた。

「礼などいらぬよ。それよりも、よくぞ守りぬいたものだ。この砦とりでの戦士、全員に敬意を表させてもらうよ」

「今回は、なんとか守りぬくことができました。しかし、それは敵の統とう率そつが悪かったおかげです。次は、こううまくゆくかどうか……」

「だろうな」

　ガーシュンが、うなずいた。

「こっちの被ひ害がいも少なくない。なんとか戦士を増強しなければ、な」

「それについては、考えがあるんだ……」

「承しよう認にんしてやるぞ」

　レイルズが話し始めたとたん、オルゲンスが言葉を挟はさんだ。

「せめて、話は最後まで聞いてください」

　レイルズは苦笑を洩もらして、獣の牙の団長を見た。

　オルゲンスは声をたてずに笑って、レイルズに先をうながした。

「昔、獣の牙はもっと大きな勢力を持っていたと聞いている。それを、再現すればいいんだ」

　レイルズは自信たっぷりに話し始めた。

　ダナーンにいた頃ころの話し方だ。だが、今は意識しないと、この話し方はできなくなっている。

「まず、神しん獣じゆうの部族ひとつにつき、ひとり故郷の集落へ帰ってもらう。そこで、獣の牙の詰つめ所しよを作ってもらいたいんだ」

「砦を建てろってか？」

　ガーシュンがあきれたように言った。

「そこまでする必要はないさ。ただの詰つめ所しよだから、小屋ひとつでいい」

「そこで、何をするんだ？」

　ひとりの隊長が立ち上がって、言った。

「傭よう兵へいの志願者を集めてもらう。それから、武器や防具など物資の調達だ。ここに集まっているのはほとんどが獣人ビーストマスターだろう。部族において、それなりに発言力は持っているはずだ」

「そりゃあ、まあな……」

　比較的若いその隊長は、鼻の頭をかきながらふたたび腰を下ろした。

「戦場は離れているかもしれないが、この戦いくさは神王率ひきいる暗あん黒こくの民たみと神しん獣じゆうの民たみすべての戦いだ。この砦とりでの人間は、全員、そう思っている。このことを神獣の民すべてに理解してもらわなければならない。戦をするには、とにかく人と物がいる。戦士は獣けものの牙きばに参加し、戦士でないものは物を供給してもらわないといけない」

「人と物を集めて、砦に戻もどってくるわけか？」

　ガーシュンが渋しぶい表情で言った。毛深い腕うでを組んでいる。

「面めん倒どうな話だな」

「戻ってくることはないさ。募集は常時、行ったほうがいいからな。輸送するのは、別の人間に担当してもらう。双そう面めんの部族が最適なんだろうが、蹄ひづめの部族の人間ならなんとかなるだろう」

「我々は、商売などしたことがない」

　黒くろ鹿か毛げの神しん馬めこと神獣シルヴァリの民である伝でん令れい隊たいの隊長が言った。調ちよう停てい者しやの別名で呼ばれる神獣シルヴァリは神々の使者であり、その従者である蹄の部族も、紛ふん争そうの調停を役割としてきた。もっとも、今度の戦においては、中立的な立場は取ってはいない。ただ、本質的には戦いではなく、話し合いによる解決を望んでいるのだ。

「交こう易えきを期待しているわけじゃない。あくまでも輸送だけだ」

「人と物を運ぶだけでいいのだな？」

　それで十分だとレイルズは答えた。

　それぐらいなら、と伝令隊の隊長はうなずいた。

「そんなやり方でうまくゆくかな？」

「詰所務めの人間の才さい覚かく次し第だいだけどな。うまくゆかなければ、獣の牙はそのうち戦士が不足して戦えなくなる」

　そのことは、誰だれもが理解できた。

「やるしかないのか……」

　誰かが、つぶやいた。

「やるしかないんだ」

　レイルズは力を込めて言った。

「よし、話は最後まで聞いたぞ。大白鳥の兄弟、おまえが指し揮きをとるのだろうな？」

　レイルズは一いつ瞬しゆん、言葉を詰まらせた。脳のう裏りに、マリスの顔が浮かぶ。彼女は、これから敵地を抜けて、クリスタニア最大の聖せい地ち「始まりの地」へと向かう旅に赴おもむくのだ。

　彼女と共に旅し、守ってやりたいと思う。だが、レイルズはその考えを心の奥に押しこめた。聖地へ向かうのは、彼女の使命なのだ。レイルズの使命は、また別にある。

「引き受けましょう」

　レイルズは、きっぱりと言った。

「あくまでも、獣けものの牙きばで戦うというわけか？」

　メイレンの族長が、静かな口く調ちようでレイルズに尋たずねた。

「さっきも言ったとおり、神王との戦いくさは銀ぎん狼ろうの部族だけのものではありません。ならば、神しん獣じゆうの民たみの混こん成せい軍ぐんであるオレたちが戦うのが正当でしょう」

「ここは、我らの支配地なのだぞ」

　さすがに、タリオは気け色しきばんで言った。

「そうですね、でしたらお互たがい協力して戦いましょう」

　レイルズは、真ま顔がおでタリオに答えた。

「それで、妥だ協きようしたつもりか？」

　タリオはわずかに表情を崩くずした。

「この砦とりでがやってゆくためには、銀狼の部族の協力は不ふ可か欠けつなのです。なにより、食料が必要だからです。あなたがた銀狼の部族にとっても、戦い慣れていない人間を戦士として召集するより、それぞれの集落に戻もどらせて、日々の暮くらしを営いとなませるほうが効率がいいはずです。もちろん、銀狼の部族の戦士団には存分に戦ってもらいます」

「はたして、族長が何と言うかな？」

　タリオは胸にたまった息をゆっくりと吐はいて、部屋の天てん井じようを見あげた。落とし戸が開かれていて、昼の日ひ差ざしが空からになった食器を明るく照らしている。

「あくまでも、族長が反対するというなら、オレは族長を切る」

　凄すご味みのある声で言ったのは、ターニルだった。

　メイレンの族長を脅おどすつもりか、とレイルズは一いつ瞬しゆん思ったが、ターニルの顔を見て、すぐにその考えを改めた。

「ターニルは本気だ」

　と、レイルズは確信した。

　感情が高声って言った感じではない。理性的に判断した結果の言葉と思えた。

「恐おそろしいことを言う」

　誰だれかのかすれた声が聞こえた。

「イースロ……、オレの集落を襲おそった悲劇が、シレーネで繰くり返されなかったことを感謝すべきだな。そのために、族長が何をした？　神しん獣じゆう王おうフェネスは何をした？」

「おまえがすべきことは、イースロが滅ほろびたときに、族長にそう進言すべきだったのだ」

「あのときのオレは、何も信じられなかった。神も人間も自分自身も。そんな人間に、他人を説せつ得とくする資格も、力もない」

「今ならどうだ？」

　銀ぎん髪ぱつの者同士は、しばらくのあいだ無言で互たがいを見つめていた。いや、睨にらみあっているというほうが正確かもしれない。

「……分からん、な。少なくとも、この男の言葉は信じられる。オレも、この砦とりでを守れるとは思えなかったのだが、な」

　ターニルはレイルズに一いつ瞬しゆん、視線を向けて言った。

「今からでも間に合う、シレーネに帰ってこい」

「シレーネに？　いったい、何のためだ」

「銀ぎん狼ろうの部族の若わか長おさとしてだ。族長も、もはや高齢だ。その後を継つぐには、わしは若くない。次代の銀狼の部族は、おまえとマリスのふたりが担になうべきなのだ。それが、銀髪の者たるおまえたちの使命なのだ」

「オレが、部族の次代を担うだと？　今さらだな」

　ターニルは、自じ嘲ちようぎみに笑った。

「オレが口を挟はさむ問題じゃないかもしれないが……」

　レイルズは遠えん慮りよがちに声をあげた。ふたりの銀髪の者が同時に、レイルズを振り返る。

「オレは、ターニルにその役、引き受けてほしい。銀狼の部族の若長となって、この砦を支援してほしいからだ。獣けものの牙きばがやってゆくためには、なにより銀狼の部族の協力が必要だ。だからこそ、この傭よう兵へい団だんに理解のある人間が銀狼の民の指導者でいてほしい」

「勝かつ手てなことを……」

　ターニルは不ふ機き嫌げんな顔をして黙だまりこんだ。

「引き受けろ、ターニル。おまえはここで逃げちゃいけねぇ。人には役割ってもんがあるんだ。おまえは銀狼の部族の若長となって、ベルディア軍と戦い続けろ。オレはこの砦に残って、一生、戦い続ける。戦いくさのないときは怠なまける。それが、オレの役割だ」

「面めん倒どうな役割だな。オレは孤こ狼ろうだよ。それが、性しように合っている。イースロの若長だった頃ころは、自分も他人も偽いつわっていたというのに。また、そんな暮くらしに戻もどらなきゃならないとは、な」

　遠回しな言い方だが、ターニルの返事は銀狼の部族の若長になることを承しよう知ちするものだった。

　レイルズは心しん底そこ、ほっとした。気分がかなり楽になった。

　今の銀狼の部族の族長と交こう渉しようするのは、気き苦ぐ労ろうの多い仕事だ。これで、この仕事はターニルに押しつけることができる。

　まるで観客席から芝しば居いを見ているような態度も、これで改まるだろう。間違いなく、彼は舞ぶ台たいに上がったのだから。そして、彼が演じるのは、代用の効かない大役であるはずだった。

「嬉うれしそうじゃないか」

　レイルズの表情に気づいて、ターニルが不満げに言った。

「ああ、他人が苦労するのを見るのは、悪い気がしない」

「言っておけ」

　ターニルは吐はき捨てるように言って、そっぽを向いた。

　そのときだった。

　あわただしい足音が聞こえてきたかと思うと、部屋の扉とびらが大きな音をたてて開いた。

　全員が戸口に注目する。驚おどろいたことに、姿を見せたのはビーンだった。彼はめったなことでは、団長の部屋までこようとはしない。

「どうした？」

　レイルズは立ち上がって叫んだ。ベルディア軍の襲しゆう撃げきかと、緊きん張ちようする。だが、ビーンの答はもっとも意い外がいなものだった。

「分からないよ！」

　これ以上、突とつ拍ぴよう子しもない言い方はない。

「分からないって……。じゃあ、なぜここへきた？」

「なんだか、ぜんぜん分からないんだ。でも、精せい霊れい力りよくがとても強い。強くなってきているんだ。他の精霊使いたちも騒さわいでいるよ」

「地じ震しんなのか？」

　神の城じよう壁へきを切り裂さいて道ができた地震のとき、ビーンが話したことをレイルズは思いだした。

「大地の精霊力が強くなっているとか……」

「大地の精霊力だけじゃないんだ。地、水、火、風──四し大だいの精霊力すべてが強くなっているんだ。それも、とてつもないぐらいに」

　ビーンは頭を抱かかえて、もどかしそうに足あし踏ぶみをしている。

「どういうことだ。何が起こるんだ！」

「だから分からないって言ってるだろ。本当に、分かんないんだよう。地震と台風と津つ波なみと火山の噴ふん火かが同時に起こるかもしれない。それぐらいしか思いつかない」

　台風は風と水、地震は大地、津波は水、火山は大地と炎ほのおの精霊力の大異常によって起こる天てん災さいだとビーンは解説を加えた。

「そんなことが同時に……」

　起こるものかと言いかけて、レイルズは絶ぜつ句くした。瞬しゆん間かん、ターニルを振り返っていた。

　銀ぎん髪ぱつの戦士の顔が、死人のように蒼あおざめて見えた。

　彼もまた、レイルズと同じ可能性に思い至ったのに違いない。

　そんな天てん変ぺん地ち異いが起こるとすれば、神王が奇き跡せきを揮ふるうとしか考えられない。

「全員、宿舎の外に出るように言え！　柵さくと櫓やぐらからも降りるように」

　オルゲンスが珍めずらしく命令を発した。

「安全な場所などどこにもあるまい。とにかく、砦とりでを捨てて逃げろ!!」

　思いきった命令だった。そんな命令を下せる者がいるとすれば、団長である彼をおいて他ほかにはいない。

　オルゲンスは、ただ名目的に団長を名乗っていたわけではないのだ。彼こそが、もっともこの砦のことを考えている。だからこそ、レイルズに全権を委ゆだねたのである。頼りにならないと思えば、決してその提案を承しよう認にんしたりはしなかったろう。

　口く調ちようや態度は軽かる々がるしいが、この男に承認されるということの重みを、レイルズは思い知らされた。彼の承認があればこそ、砦の傭よう兵へい全員がレイルズの改革に協力してくれたのである。

　隊長たちは無言でうなずき、表へ駆かけだしてゆく。なかには、窓から飛びだす者もいた。

「砦を捨てるというのか？」

　タリオが念を押すように、オルゲンスに言った。

「砦はまた造ればよい。わたしは、これまでもそうしてきた」

「おまえたちの思い、受け止めたぞ」

　タリオは言った。そして、まだ部屋に残っていたターニルを振り返った。

「急ぎ、この砦から脱だつ出しゆつするぞ。我らが無事に帰らねば、シレーネの族長を説せつ得とくすることもできんからな」

　ターニルは無言でうなずき、

「砦の再建を頼むぞ。でなければ、支し援えんのしようがないからな」

　とオルゲンスに言って、窓から身を躍おどらせた。

　タリオがそれに続く。ふたりの銀ぎん髪ぱつの者は、音もなく地面に降り立つと、そこで変身ビースト・フオームの能力タレントを使った。

　一いつ瞬しゆんののちに、彼らは銀色の毛皮の狼おおかみに姿を変えていた。

　邪じや魔まな衣服を振りほどくと、まっすぐ柵に向かって疾しつ走そうする。柵のかなり手前で、二匹の銀ぎん狼ろうは跳ちよう躍やくした。軽かる々がると柵を飛びこす。そして、西の森へと姿を消した。

「レイルズ、またどこかで会おう」

　オルゲンスは、最後まで部屋に残っていたレイルズに笑いかけると、奥の壁かべに立てかけてあった槍やりを摑つかみ、自らも窓から身を躍おどらせた。

　レイルズは一礼して、団長を見送った。そして、扉とびらから飛び出た。

　扉の外で、ビーンがうろたえながら、待っていた。

「サイアたちを呼んできてくれ。宿舎の裏の、いつもの場所で待っていると」

　待ち合わせたのは、レイルズがいつも鍛たん練れんに使っていた場所である。最近では、ビーンが精せい霊れいとの交信に使っている。

「わ、分かった」

　ビーンは蒼あおざめた顔で、走りだした。

　サイアたちはこの宿舎の一階に寝ね泊とまりしている。皆みながそろっていることを、期待するしかない。ここで離はなれ離ばなれになれば、再会するのは難しいだろう。

　レイルズは、先に中庭へと出た。

　そして、神王の奇き跡せきを目まの当あたりに見たのだ。

　南側の柵さくの真上に、一体の巨人の姿が目に止まった。その巨人は、灼しやく熱ねつの炎ほのおに身を包んでいた。

「炎の魔ま神じん……」

　レイルズは、つぶやいた。

　実際に見るのは初めてである。だが、その姿は伝説に謳うたわれる通りであった。

　破は壊かいを司つかさどる炎の上じよう位い精せい霊れいイフリート──
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　レイルズは宿舎の扉とびらのすぐ外で、身動きひとつできず、たちすくんでいた。

「どうしたの、レイルズ？」

　背はい後ごからビーンの声が聞こえた。

　レイルズははっとして、振り返った。

　ダナーンからの仲間が、全員、揃そろっていた。もっと嬉うれしいことに、マリスの姿もあった。他にも数人、銀ぎん狼ろうの部族の戦士がいる。

「あれを……」

　レイルズは炎の魔神を指差した。

　ビーンは、絶ぜつ句くした。白目を向いて、口をぱくぱくさせる。

「……きっと、炎の魔神だけじゃないよ」

　ビーンはつぶやいて、数歩、進みでると、砦とりでの四方を見渡した。

「やっぱり、そうだ！」

　そして、絶ぜつ望ぼう感かんに溢あふれた声をだした。

「ほら、砦の真上につむじ風が見えるだろ。あれは、風の王ジンだよ。川の方から強い水の精霊力が伝わってくるのは、海かい魔まクラーケンがいるからに違いない。北の柵の向こうには、大地の魔ま獣じゆうベヒモスの頭が覗のぞいている……」

「四し大だいの上位精霊がすべて姿を現しているのか？」

　レイルズは、つい大声で叫んでしまった。

　ビーンはうなずいたが、ほとんど上うわの空だった。

「地、水、火、風。四大の自然力を司る上位精霊たちが集まっている……」

「何のために？　誰だれが召しよう喚かんしたの？」

　サイアが金切り声をあげた。おそらく、彼女にもその答は分かってはいるのだが、別の答を出してもらいたくて、口にしたのだろう。しかし──

「神王が召喚したのだ。この砦とりでを滅ほろぼすために」

　シャイロンが、厳おごそかに言った。

「止とめなくちや」

　ビーンが茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

「無理だな」

　レイルズはようやく落ち着きを取り戻もどした。

「人間には無理だ。上じよう位い精せい霊れいを止めることは……」

「逃げるしかねぇってか？」

　いまいましげにバッソーが言った。

「せっかく、勝てそうだったのによ」

「勝ちすぎたんだ。だから、神王は奇き跡せきを使うつもりになった」

　レイルズは悔くやしそうに両手の拳こぶしをかためた。

　そのとき、であった。

　巨大な地鳴りの音がして、地面が激はげしく揺ゆれ始めた。

　大だい地じ震しんの経験は、これが二度目である。だが、慣なれることはできそうにもない。地面が揺れ、立つことさえできない。レイルズは片かた膝ひざをついて、かろうじてバランスを取った。

　バッソーも、姿勢を低くして揺れに耐たえた。マリスはバランスを失い、地面に腰をついた。

　シャイロンとサイアも、地面に腰を下ろし、揺れが収おさまるのを待っている。

　揺れは、なかなか収まらなかった。

　そして、地震が終わったと思った瞬しゆん間かん、今度は横よこ殴なぐりの暴ぼう風ふうが吹いて、レイルズたちを地面に叩たたきつけた。

　これまでに経験したことのない突とつ風ぷうである。服がはためき、髪かみの毛がすべて持っていかれるのではないかと思うほどに、引っ張られる。地面に置かれていたいろいろな物が風下に向かって飛ばされてゆく。

　風は、砦の柵さくに沿って巻いているようだった。と、中庭の中央で、竜たつ巻まきが発生した。

　竜巻はゆらめきながら、砂も石も、飲みこんだ物はすべて上空へと運びあげる。そして、移動し始めた。

　その通り道にある建物は、残らず破は壊かいされた。丸太を砕くだき、それさえも上空へ運んでゆく。いや、人間たちさえ例外ではなかった。地面に伏ふせている傭よう兵へいたちが、何人か竜巻に飲みこまれ姿を消した。

　彼らは、巨大な石いし臼うすのなかに叩たたきこまれたも同然だった。幾いく千、幾万の肉片にひきちぎられるに違いない。自分がこんな死に方をすると想像した者が、いったい誰だれがいようか？

　だが、レイルズは、不幸な犠ぎ牲せい者しやに同情することさえできなかった。地面に身を伏せたまま、竜たつ巻まきがこちらへこないことをただ祈いのった。

「これが、上じよう位い精せい霊れいの力なのか……」

　レイルズは白はく濁だくしてゆく意識のなかで、そう考えた。

　宿舎をひとつ、櫓やぐらを二棟とう飲みこんで、竜巻は突とつ然ぜん、消えた。巻き上げられた物が地面に落ちてくるかと思ったが、そんなことはなかった。

　どこか遠くの空へ、一いつ瞬しゆんにして運ばれたのかもしれない。そこでは、土や石、丸太の破片、そして肉片が、雨となって降るのだろう。

　風が止まっても、レイルズたちは立ち上がる気力すらなかった。

「大地と風……」

　そうつぶやく。四し大だい精霊たちは、あと二ふた柱はしら、召しよう喚かんされているのだ。

「来るよ！」

　ビーンが悲鳴とも警けい告こくともつかぬ声をあげた。

「水か炎ほのおか？」

　レイルズはよろめきながら立ち上がり、四方を見回した。

「水か……」

　ビーンの返事よりも先に、レイルズ自身が答を見つけていた。

　西の川の水が、壁かべのようにそそりたっていた。嵐あらしのさなかの海うみ辺べのような、怒ど濤とうが押し寄せてきている。

「流されるぞ！　みんな互たがいの身体からだを摑つかむんだ!!」

　レイルズは叫び、ふたたび伏せた。そして、いちばん近くにいたマリスの手を握にぎった。

　誰かが、自分の足を摑む感覚があった。

　それを確かめる間もなく、津つ波なみが西の柵さくにぶつかった。

　まず、西門が吹き飛んだ。次いで、柵もあらかた壊こわれた。だが、波の勢いは、衰おとろえる様子もなかった。大量の水が壊こわれた丸太を運んで、レイルズたちに迫せまってくる。

　そして、飲みこまれた。

　激げき流りゆうに落ちたようなものだ。息を止めて水を飲まないようにだけ気をつける。金属鎧プレートメイルを着ているので、レイルズは流れの底を転ころげた。地面に何度も頭を打ち、気が遠くなる。

　だが、ここで意識を失えば二度と目覚めることはないと自分に言い聞かせ、ひたすら耐たえた。

　レイルズたちは南の柵まで流され、そこでようやく止まった。水はまだ腰のところまであるが、流れは弱まっている。今は川に向かって、逆に流れつつあった。

　レイルズは激しく咳せきこんだ。わずかだが、水を飲みこんだのだ。つんと鼻が痛い。

　頭のどこかが切れたらしく、額ひたいから血がしたたっている。

「わしは生しよう涯がい、泳がんと誓ちかっておったのに！」

　シャイロンが、悪あく態たいをついた。穏おだやかな幸運神チヤ・ザの司祭にしては、珍めずらしいかぎりである。大地の精せい霊れいであるドワーフ族だけに、水との相あい性しようがよほど悪いのだろう。

「みんな、無事か？」

　レイルズは、声をかけた。

　全員、離はなれ離ばなれになっていた。だが、何とか視界の中にいた。

　膝ひざのところまで水位が下がるのを待って、全員、ひとつの場所に固まった。

　皆みな、ずぶ濡ぬれでひどい有あり様さまだった。怪け我がをしている者もいる。重傷なのはサイアで、右みぎ腕うでにひどい打ち身ができていた。もしかすると、骨をやられているかもしれない。

　シャイロンが、癒いやしの呪じゆ文もんを唱となえた。

「ありがとう、楽になったわ」

　そう言ったものの、サイアの顔色はまだ漆しつ喰くいのように生せい気きの感じられない白さだった。額ひたいに張りついている濡れた髪かみを、疎うとましそうに後ろにかきあげる。美しい金きん髪ぱつが、今は泥どろにまみれて、褐かつ色しよくに見えた。

　レイルズは緩かん慢まんな動作で頭を巡めぐらせ、砦とりで全体をあらためて見回した。

　ひどい有様だった。櫓やぐらは三本を残し完全に倒とう壊かいし、六つある宿舎も四つまでが無む残ざんに潰つぶれていた。西の柵さくは完全に消え失せて、表の川の姿がはっきりと目に入る。そこには、海かい魔まクラーケンの姿はもはやない。何事もなかったかのように、川かわ面もの様子は穏おだやかだった。

　溢あふれていた水も、噓うそのように引いていた。

　地面が姿を表している。地じ震しんのために、巨大な地割れがいくつも生じている。それから、倒れて動かぬ戦士たちの姿。

　レイルズのすぐ近くで、激げき流りゆうに運ばれてきた材木の直撃を受けて、頭を砕くだかれている戦士の姿が目に入った。その向こうに、身体からだが背中の方に折れ曲がっている下働きの姿が見える。

　生きて動いている戦士たちの姿もあるが、皆みな、疲つかれきったように動きが純にぶい。地じ獄ごくと化かした砦から逃れようと柵の壊こわれたところや門に向かって歩いている。

「あと、ひとつか……」

　レイルズは、血を吐はくような思いでつぶやいた。

「レイルズ、正面！」

　ビーンが叫んだ。今度こそ、間違いなく警けい告こくの声だった。

　いったい何が、と顔をあげた瞬しゆん間かん、レイルズは硬こう直ちよくした。

　そこに、炎ほのおの魔ま神じんがいたからだ。

「いつの間に……」

　レイルズは呻うめいた。

　なぜ、オレのところへ来る、と言いたかった。

　レイルズは反射的に剣けんを抜いた。銀の剣なら、たとえ異い界かいの住人たる精せい霊れいでも傷をつけられる。だが、勝てるはずがなかった。彼ら上じよう位い精霊は、神にも匹ひつ敵てきする力の持ち主なのだ。

　しかも、炎ほのおの魔ま神じんイフリートは上空に浮かんでいる。剣が届かない距離だ。

　炎の魔神は、胸の前で両手を交こう差ささせた。

　何をするのか、とレイルズは茫ぼう然ぜんと見上げた。

　交差した腕うでが、いっぱいに開かれた。

　その瞬しゆん間かん、数十もの赤い輝きが、砦とりで中じゆうに飛び散っていった。そのうちのひとつは、レイルズたちのすぐ近くで、まだ無事だった宿舎に落ちていった。

　炎が噴ふき上がった。もうもうたる煙が空へ立ち昇のぼる。

　炎の魔神の放った輝きの直撃を受けたものは、人も建物も、まるでたいまつのごとく、燃えあがった。

　全身を炎に包まれ、狂くるったように走りまわる戦士の姿が、遠目に見えた。

　むっとする熱気と煙とが砦に充じゆう満まんした。

　破は壊かいを司つかさどる炎の魔神は、それでも満足できなかったようだ。ゆっくりとレイルズたちに向かって、やってくる。全身を灼しやく熱ねつの炎に包んで……

「もうだめ……」

　サイアが、絶ぜつ望ぼうの声をあげた。

「あきらめるな」

　レイルズは反射的に言ったが、彼の声にも力がない。イフリートの炎で神経が焼き切れたようで、何も考えが浮かばない。

「どうやれば、生き残れる……」

　答は見つからなかった。代わりに見つけたのは、絶望。

「炎の魔神、始し源げんの巨人の怒いかれる心。破壊を司る猛たけき精霊王スピリツトロード……」

　その声は、ひどく遠くから聞こえてきたように思えた。

　ビーンの声だった。そして、レイルズには理解できない言葉を、さらに続ける。

「精霊語か……」

　レイルズは、緩かん慢まんな動きでビーンを振り返った。

　見て、はっとなった。この少年の、横顔にである。ビーンは、ひどく真しん摯しな表情をしていた。イフリートと向かい合っているというのに、怯おびえは微み塵じんもない。

　まるで、友人に向かって話しかけるような親しみさえ感じさせる。

「何をするつもりなんだ」

　レイルズがそう自問したとき、腕を引っ張られた。

　サイアだった。

「ビーンは、精霊王を説せつ得とくしているのよ」

「できるのか？」

「分からない。でも、彼の母親は、上じよう位い精せい霊れいを操あやつることができたそうじゃない」

　そのことは、レイルズも知っていた。

　しかし、できるのだろうか、精霊王スピリツトロードを説せつ得とくすることが。

　ただ、ビーンがそれに成功しなければ、レイルズたちはもはや生き残る手段はない。それも、確かだった。

　ビーンは笑えみさえ浮かべ、精霊王に話しかけている。この臆おく病びような少年のどこに、これほどの勇気が隠かくされていたのだろう、とレイルズは驚おどろいた。

　相手が精霊だからだろうか？

　レイルズにとっては、炎ほのおの魔ま神じんはもっとも恐おそるべき怪かい物ぶつでしかない。

　イフリートの動きが、しばし、止まった。

「いいぞ！」

　心のなかで、レイルズは叫んだ。

　だが、次の瞬しゆん間かん──

「いけないよ！」

　ビーンが叫んだと同時に、炎の魔神は全身から真っ赤な炎を噴ふきあげた。

　その炎は渦うずを巻いて、ビーンがいた場所を包みこんだ。
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「ビーン!!」

　レイルズは、絶ぜつ叫きようした。

　剣けんを構かまえて、炎ほのおに向かって走った。

「レイルズ!!」

　後ろから、声が聞こえた。

　女性の声だが、それがマリスの声か、サイアの声かは分からなかった。

　レイルズは剣を振り上げた。

　目の前の炎に向かって、振り下ろそうとする。

　その瞬しゆん間かん、炎が消え失せた。

　倒れているビーンの姿が目に入る。服は焼け焦こげ、短い髪かみも、ちりちりになっていた。動きもしないし、声もあげていない。

「よくも！　魔ま神じんめ!!」

　レイルズは顔をあげた。

　だが、そこに炎の魔神の姿はなかった。

　どこへ行った、とレイルズは注意深く見回した。

「……分かったよ。レイルズ、やっと分かった」

　足下から声がした。ビーンの声だった。

「しやべるな!!」

　レイルズは地面に膝ひざをつき、ビーンの頭を抱かかえあげた。

「シャイロン!!」

　無言でうなずいて、ドワーフの神しん官かんが駆かけ寄ってくる。

　そして、幸運神チヤ・ザの名を唱となえ、火傷やけどのひどい箇所に癒いやしの呪じゆ文もんを唱えてゆく。

「分かったよ、炎の上じよう位い精せい霊れいの心が。次に会えば、きっと心が通じる……」

　そこまで言って、ビーンは気を失った。

　はっとなって、首筋に手を当てる。脈はまだあった。だが、かなり弱っている。

「助かるか？」

　レイルズはシャイロンに尋たずねた。

「分からんよ……」

　ひとりごとのように、シャイロンは答えた。

　彼は、まだ癒しの呪文を唱えつづけている。頑がん健けんな男だが、はた目にも疲つかれているのが分かる。それでも、このドワーフの神しん官かん戦士は、呪文の詠えい唱しようをやめようとはしなかった。

「馬ば鹿か……野や郎ろう」

　レイルズは、拳こぶしを握にぎりしめた。ひどい火傷を負った、ビーンの顔を見下ろす。不ふ覚かくにも、涙がこぼれた。

「ベルディア軍が迫せまっている。早く砦とりでから逃げねぇと」

　レイルズの肩を叩たたいて、バッソーが声をかけてきた。

　いつもは、にやけ顔の盗とう賊ぞくだが、さすがに今は真ま顔がおである。

　レイルズは耳をすませた。確かに、砦の外から喚かん声せいが近づいている。生き残りを掃そう討とうしようと、ベルディア軍が迫っているに違いなかった。

「ビーンはどうする！」

　レイルズは、バッソーに怒ど鳴なりつけた。

「わしが運ぶ」

　シャイロンが言うなり、ビーンを肩に担かついだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫ではなくても、やらねばならんからの」

　シャイロンの答に、レイルズは心を打たれた。ドワーフ族が信しん頼らいにたる種族であることは知っていた。だが、これほどまでとは、思いもしなかった。

「頼みます」

　レイルズは、深く頭を下げた。

「どちらに逃げる？」

「シレーネを目指すしかないだろうな。マリス、案内してくれ」

　マリスはうなずき、先頭に立った。とりあえず、東の門を目指す。

　門は、すでに開いていた。誰だれかが、先に脱だつ出しゆつしたのだろう。

　みんな、無事でいてくれ、と心のなかで願う。しかし、正直なところ、何人、逃げ延のびられるのか、レイルズには見当もつかなかった。

　間近にはベルディア軍が、ひとりも生きては逃がすまいと迫っているのだ。




　燃えさかる櫓やぐらの梯はし子ごを、ひとりの男がよじ登っている。

　男の右足は、膝ひざから下がなくなっている。止し血けつもしていないので、血がぼたぼたと流れ落ちてゆく。しかし、男は気にも止めない。両手と左足だけで、ひとつひとつ段を昇のぼっている。

　牙きばの部族の百人隊長ガーシュンだった。

　ガーシュンは西門から逃がれようとしたところ、水の精せい霊れい王おうが起こした津つ波なみに巻きこまれた。そして、運が悪いことに、流れてきた材木にはさまれ、足をつぶされたのだ。

「もう逃げられねぇ」

　瞬しゆん時じにして悟さとったガーシュンは、つぶれた足を自ら切せつ断だんし、長年愛用してきた神しん性せい武ぶ器き、双牙槍ツインタスクを杖つえ代わりにして、まだ生き残っていた三つの櫓のうちのひとつにたどりついた。もっとも、その櫓も飛火した炎ほのおが大きくなりはじめていたが。そして、双牙槍を地面に突きたて、梯子を昇り始めた。

　昇のぼりきるまで、さすがに時間がかかった。

　最後は転ころがるように、櫓やぐらにあがった。周囲の丸太が炎ほのおを噴ふきあげている。そのうちに、この櫓は焼け落ちるだろう。

　そんなことは気にもならなかった。それまで、自分の命が持つとは思っていない。

　見下ろせば、砦とりでに迫せまりくるベルディア軍の姿が見えた。砦から脱だつ出しゆつをはかる獣けものの牙きばの戦士をひとりも逃すまいと、彼らは殺さつ到とうしているのだ。

「やっと分かったぜ、ターニル。おまえの気持ちが……」

　声に出して、ガーシュンは言った。

　これほどの力を振るわれたら、無力感に陥おちいるのも当然だ。

　だが、ガーシュンの心には、無力感はない。あるのは怒いかりと憎にくしみだ。砦に「奇き跡せき」を使った神王バルバスに対する無限の怒りである。そして、獣の牙の生き残りを皆殺しにしようと殺到するベルディア軍への憎しみ。

「これは戦いくさなんかじゃねぇ」

　勝敗はすでに決したのだ。これ以上は、もはや戦ではなく、殺さつ戮りくである。

「だから、オレもこの力、使わせてもらう。神王の奇跡には、及ばないがな」

　ガーシュンの目が、金色に輝きはじめた。

　迫りくるベルディア軍を、ぐるりと見回す。猛虎バルバスの部族の戦士団を捜さがしだした。

　見つかった。彼らは先頭に立って、砦へ雪崩なだれこもうとしている。

「神しん獣じゆう王おうブルーザはその無限の槍やりをもて……」

　謳うたうように、ガーシュンは言った。

　金色に輝く目で、先頭の男を睨にらみつける。輝く目が一いつ瞬しゆん、鋭するどい光を発した。

　視線の先で、男が声もたてずに倒れた。その肉体がもはや魂たましいのぬけがらであることを、ガーシュンは承しよう知ちしていた。

「数多あまたの竜王ドラゴンロードを、屠ほうむりたもう……」

　ふたたび、謳う。

　神話時代、暗あん黒こく神しんファラリスが放った竜王どもに追われたクリスタニアを守ったのは、戦せん神しんマイリーの従者とされたブルーザであった。

　このとき、ブルーザは無限の長さの槍やりによって、竜王どもを倒したと伝えられている。

　無限の長さの槍、それは視線である。ブルーザの視線には呪じゆ殺さつの能力があったのだ。俗に言われるところの邪眼イビルアイである。

　ブルーザの獣人ビーストマスターのなかでも、ごく限られた者だけだが、この力を使うことができる。

　ふたりめを、睨みつけた。

　あっと叫んで、その男は地面に転ころがった。

　さらに、ひとり。そして、もうひとり。猛虎の部族の戦士たちは、ちょっとした恐きよう慌こうをきたしていた。原因も分からず、次々と戦士が殺されてゆくのだから、それも当然だろう。

　だが、ガーシュンは容よう赦しやするつもりはない。恐きよう怖ふに震ふるえればいいのだ。

　自らの力の及ばぬところで、運命が決するという理り不ふ尽じんさをかみしめればいい。神王バルバスはこの何十、何百倍もの人間の命を一いつ瞬しゆんにして、奪うばい去ったのだから。

　神のなすべき所しよ業ぎようではない。もちろん、ガーシュンが今していることも、人間がやってはならない所業である。

　ガーシュンの瞳ひとみは正確に十回、輝いた。

　そこで、意識が急に薄れてきた。ふと、気がつけば、周囲を炎ほのおに取り囲まれている。ガーシュンの衣服も焦こげ、煙をあげ始めている。

　熱気がすさまじい。だが、痛みとかは、ほとんど感じない。

　見れば、足下に血だまりができていた。身体からだ中の血が、残らず出てしまったと思えるほどの量だった。

「ま、これぐらいか」

　ガーシュンはそうつぶやき、不ふ敵てきな笑いを浮かべた。

「ボークス、ジェノバ………結局、迎えてやれなかったな。これから行くところで、先に待ってたりしたら、承しよう知ちしねぇぞ。それから、レイルズよ。おまえはまだ来る……な」

　言い終えた瞬しゆん間かん、ガーシュンはどうと仰あお向むけに倒れた。

　同時に、ガーシュンの衣服が激はげしく炎を発しはじめた。炎は、すぐに全身に回った。

　あたかも、荼だ毘びにふされたかのようであった。
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　燃え盛さかる砦とりでを脱だつ出しゆつし、レイルズたちは東に向かって走った。

　南から敵が迫せまってくるのが、分かる。東にも敵がいるはずだが、こちらはなぜか攻め寄せてこない。罠わなかもしれない、とレイルズは思ったが、敵の真まっ只ただ中なかを突とつ破ぱする気力は、とうていなかった。

　こちらは怪け我が人にんを抱かかえているのである。

　ビーンの容よう態たいが心配だった。敵の包ほう囲いを突破して、どこか安全な場所で身を落ち着けたい。シャイロンが癒いやしの力を使ったとはいえ、ビーンの火傷やけどは決して軽くはない。

　だが、レイルズの思おも惑わくはすぐに裏うら切ぎられた。

　目前に、ベルガィア軍が姿を現したのである。

　暗あん黒こく騎き士し団だんだった。馬にまたがっている者もいる。森のなかだから、そう早くは走れまいが、それでも人間が走るよりも早い。

　逃げられないと知って、レイルズはまっすぐ彼らに向かっていった。

　戦って、突破するしかない。

「運がなかったな」

　バッソーが他ひ人と事ごとのように言った。だが、覚かく悟ごは決めているらしく、小剣シヨートソードを抜いている。

「マリス……、いざとなったら君だけでも逃げろ」

　レイルズは前を行くマリスにそう声をかけた。

「みんなを置いて、ですか？」

　憮ぶ然ぜんとした顔で、マリスが振り返った。

　美しい銀ぎん髪ぱつは泥どろにまみれ、顔には小さな傷が走っている。それでも、彼女はきれいに思えた。

「君だけなら、逃げられる。銀ぎん狼ろうの民たみの獣人ビーストマスターが走ったら、馬だって追いつけない。でも、オレたちはだめだ。それに、キミには大切な使命があるだろう」

「……あなたがたはどうなるんですか？」

「あの暗あん黒こく騎き士したちに聞いてくれ」

　レイルズは冗じよう談だんめかして言った。

「分かったな」

　と、念を押す。

「分かりません！」

　マリスは感情的になり、言った。

「分かるわけがありません。わたしが、なぜ聖せい地ちに行くか知っているでしょう」

「神しん獣じゆうたちの会合に参加するためだろう。銀狼の部族の代表として……」

「そうです。そして、神しん獣じゆう王おうフェネスにわたしの気持ちを伝えるつもりでいます」

「だから、逃げてくれ」

　マリスは立ち止まり、レイルズと向かい合った。

「わたしは、迷っていると言いましたよね。その迷いを振り払ってくれるのは、あなたしかいないと。それが、答です」

「分からない……」

　マリスが何を言わんとしているのか、レイルズには本当に分からなかった。

「逃げるのなら一いつ緒しよだと言ってるのよ」

　サイアが突とつ然ぜん、口をはさんだ。怒おこっているような口く調ちようだった。

「そういうことです」

　困こん惑わくの表情を浮かべつつも、マリスが大きくうなずいた。

　難しいことを言ってくれる、とレイルズは腹立たしい気持ちになった。

　しかし、彼女たちを死なせるわけにはいかない。もちろん、バッソーやシャイロンたちもだ。ビーンがまさに命をかけて炎ほのおの魔ま神じんと対決してくれたおかげで、救すくわれた命なのである。

「なんとか、やってみよう」

　レイルズは、覚かく悟ごを決めて言った。

　相手の人数は多いが、突とつ破ぱするしかない。

　暗あん黒こく騎き士したちは、何の動きも見せなかった。レイルズたちが向かってくるのを、不思議そうに見つめている。

　人数は二十人ほど。騎士が五人、魔術師ソーサラーがひとり、戦せん神しんマイリーの神しん官かん戦士もひとり加わっている。残りは、槍スピアを武器とする従じゆう卒そつだ。

　切り抜けるのは、かなりつらそうだ。だが、やるしかない。

　五歩のところで、レイルズは立ち止まった。

「通させてもらう！」

　ベルディア言葉で、レイルズは言った。すなわち、ダナーンの言葉で、だ。最近では、すっかりクリスタニア言葉に慣なれていたが、生まれてからずっと使っていた言葉だけに、自信に満ちた言い方ができた。

　この場合、大切なのは迫はく力りよくだ。できれば、戦わずに切り抜けたい。

「せっかくの勝ち戦いくさだ。こんなところで、命は落としたくないだろう」

　脅おどしではない。本気になれば、間違いなく何人かの命を奪うばえる自信がある。逆効果になるかもしれないが、命乞ごいをするより切り抜けられると判断した。

「おまえたちは、運がいい。我々、騎士団は、そう命令を受けている」

　ひとりの騎士が苦笑を浮かべながら言った。

「なんだって？」

　驚おどろきのあまり、つい声がでた。

「ディラント卿きようの命令だ。逃げる者は追うなとの、な」

「ディラントの……」

　その名を、レイルズは知っていた。暗黒騎士団の団長だ。レイルズのことを探るため、密みつ偵ていを放った。

「おまえ、レイルズなのか」

　突とつ然ぜん、ベルディア兵のあいだから驚おどろいたような声が聞こえた。そして、従卒と思っていた男のうち、ひとりが進みでてきた。

「おまえは……」

　その顔を見て、レイルズも驚いた。

　マカティーという名の男だ。今、考えに浮かんだディラントが放った密偵である。

「偶ぐう然ぜんだな」

　バッソーがいつもしているようなにやけた笑いを、マカティーは浮かべた。

「立場が逆転しちまったな」

　バッソーが背はい後ごで、こっそりつぶやいた。

「知り合いなのか？」

　暗あん黒こく騎き士しのうちのひとりが、マカティーに尋たずねた。

「ちょっとした、ね」

　マカティーは答えた。そして、レイルズに向かって、

「捕らえるつもりはないんだが、一いつ緒しよに来てもらえないかな。ディラント様が、おまえに会いたがっておられるんでね」

　と言った。

　レイルズは、仲間たちを振り返った。

　レイルズも、ディラントという男には興味を持っている。だが、彼が何を意い図として、レイルズに会いたがっているのかは分からない。

　なにしろ、レイルズは砦とりでの防戦を指し揮きし、ベルディア軍に多大な被ひ害がいを与えた張ちよう本ほん人にんだ。レイルズ自身は、それを自分の手て柄がらだとは思っていないが、敵がどう考えるかは分からない。

「断るわけにはいくまいの」

　シャイロンが、言った。

「この少年のことも、気になるしな。どこかで、休ませてやりたい」

　この際、相手の言葉を信用するしかないな、と思った。

「分かった、一緒に行こう」




　ベルディアの野や営えい地ちは、獣けものの牙きばの砦とりでとシレーネとを結ぶ街道のあいだに設けられていた。

　この街道は獣の牙にとっては補給線でもあり、退たい路ろでもある。そこを押さえるあたりは、さすがだと思った。もっとも、獣の牙はシレーネを頼りにしてなかったし、戦う前に十分な補給を受けていたから、役には立たなかったが。しかし、それはあくまでも結果論である。

　騎士たちに護ご送そうされる形で、レイルズたちはディラントが寝ね泊とまりしている天てん幕まくへと案内された。

　ただ、シャイロンだけは、ビーンに付き添そって、別の天幕で休息を取っている。

　レイルズたちと一緒に天幕に入ったのは、マカティーだけだ。

　他の騎士たちは、元の任務に戻もどるよう命令された。命令したのは、もちろんディラントだ。彼の他ほかには、年老いた騎士がひとりいるだけである。

「おまえがレイルズか……」

　レイルズの全身を眺めまわして、感かん慨がい深げにディラントは言った。

「思ったより若いな」

　そういうディラント自身、それほど年はとっていない。三十にゆくかゆかないかというところだろう。

　そして、ディラントは自らも名乗った。そして、老騎士をベッグと紹しよう介かいする。

　育ちの良さがどことなく感じられる。騎士の名門の出身だということが、一ひと目めで分かる。

　形式的にはレイルズも上級騎き士しの息子むすこだが、育ちはよくない。幼い頃ころの記き憶おくだが、ハークの村の領主の息子がこんな雰ふん囲い気きだった。

　噂うわさのレードンである。目の前にいる暗あん黒こく騎士団長とも、どうやら因いん縁ねんがあるらしい。

　レイルズは自ら名乗り、そして仲間たちを紹しよう介かいしていった。

「まず、貴き公こうらの勇ゆう戦せんに敬意を表させていただこう」

　ディラントはまず、そう言った。

「結局、負けたからな」

　レイルズは憮ぶ然ぜんとして言った。

「神王の奇き跡せきがあればこそ、だ。我々が勝ったわけではない」

「慰なぐさめにはならないな。神王バルバスは、あんたたちの王なのだろう」

　レイルズは言った。

「いかにも、そうだ」

　うなずいたが、ディラントの表情は複雑だった。

　この暗黒騎士団の団長は、神王に絶対の忠誠を誓ちかっていないという。密みつ偵ていマカティーの話を信用するならば、である。

「オレに何の用がある？」

　レイルズは、尋たずねた。純粋に、それが尋ねたかった。

「実のところ、用などない。ただ、会って話がしてみたかったのだ。これほど若いとは思ってもいなかったがな」

　若くて悪かったな、とレイルズは内心、思った。こればかりは努力のしようがない。

「感想を言ったまでだ。わたしは年ねん齢れいで、人を判断するつもりはない。ただ、正直に言って驚おどろいている。何者なのだ、と尋ねたい」

「オレが、か？」

「そうだ」

　ディラントはうなずいた。

「オレはただの戦士さ。もっとも親父おやじは、オレの母国の上級騎士だけどな」

「ダナーン王国というのだろう。わたしたちとは、故郷を同じくしているはずだが」

　レイルズは、うなずいた。

「昔の話だ。感かん慨がいはあるが、あまり実感はないな。こちらに伝わっている伝説は、あんたたちの祖先のことをあまり良くは言ってない」

「それは、こちらも御同様だ」

　むっとした顔をして、ディラントは言った。

　伝説というものはそのようなものです、と老騎士が真ま顔がおで説明した。

「おまえの父親は、上級騎士と言ったな」

「近この衛え騎き士し団だん長ちようだ。もっとも剣けんの腕うでひとつで、一代で伸のし上がったから、由ゆい緒しよは正しくない。祖父は、猟りよう師しだったそうだ」

「クリスタニアにやってきたのは、父親の命令ではないのだな？」

　そうだ、とレイルズは答えた。そして、正直にこの世界へ登ってきた理由や経けい過かを話した。

「冒ぼう険けん者しやというわけか？」

「伝説の自由騎士とかに憧あこがれてね」

「自由騎士？　ああ、砂さ漠ばくの傭よう兵へい王おうの手下のことだな」

　ディラントが関心なさそうにつぶやいた。

　そういう見方もあるのだな、とレイルズは興味深く思った。なるほど、ベッグとかいう老騎士の言うとおり、伝説がいうところはきわめて一方的な見方のようだ。

「ダナーン王国を支配しているのは、マリードという名の宰さい相しようだ。野や心しん家かで王位の簒さん奪だつを狙ねらっている。親父おやじはその右みぎ腕うでだよ。ただし、オレは親父とは関係ない。どちらかといえば、宰相を快く思ってはいない。オレの仲間は反はん逆ぎやく者しやとして追われている身だしな」

「レードンと同じ立場ではないのか？」

　やはり、その名が出てくるか、とレイルズは思った。

「立場的には同じだ。だが、レードンという男と関係はない。会って話したことはあるが、なにしろその頃ころ、オレは子供だったしな」

「レードンなら、あたし覚えてるわ」

　サイアが遠えん慮りよがちに口を挟はさんだ。

「あたしはレイルズより、少し年上だからね。素す敵てきなお兄さんだったわ。強くて、優やさしくて。村の女の子はみんな憧あこがれてたんじゃないかな。領主様の御ご子し息そくだし……」

「そんなことを、聞いてるんじゃないだろ」

　レイルズは、あきれたように言った。こんな状況で、よくそんなことが言えるものだと思う。

　領主ハーヴェンを殺し、レードンをこの世界へ放ほう逐ちくしたのは、宰相マリードであり、そしてレイルズの父ラッセルなのである。

「レードンは、この世界でいったい何をやったんだ？」

　レイルズは、尋たずねた。

「神王を倒そうとしている。そのため、蟻ぎ帝ていクロイセの部族の戦士団を率ひきいている」

「皇こう帝ていのことですね」

　マリスが言った。

　真しん紅くの蟻帝と呼ばれる神しん獣じゆうクロイセの部族は、ラブラドルと呼ばれる地ち峡きよう地帯を支配している。土地のやせた荒こう野やで、きわめて社会的、組織的な暮らしを営いとなんでいる。

　大白鳥の民を名乗る戦士が真紅の部族を指導しているという話は、レイルズも知っている。その皇帝なる人物が、やはりレードンなのだ。

「皇こう帝ていを名乗っているのは、気に入らないな。それは、野や心しんの表れだぜ」

「力には力を、と考えているのではないか？　真しん紅くの部族の軍事力は脅きよう威いだからな。彼らは死を恐おそれない。それに蟻人族ミユルミドンの戦士種ウオリアーは、皆みな、恐るべき戦士だよ」

　それはよく知っている。蟻人族のギリアムは、獣けものの牙きばでも一、二を争う戦士だった。彼は無事、逃げのびただろうか。

「あんたは、レードンと同どう盟めいしているのか？」

　レイルズは尋たずねた。

「まさか。それどころか、敵だろうな。ただ、同盟できればいいと思っている。彼が志していることと、わたしが志していることは同じと思えるからな。付け加えるなら、レイルズ。おまえとも、な」

「志が同じ？」

　意外な言葉だった。

「違うかね？」

　違うと答えることはできなかった。

　今、レイルズにはやりたいことがある。それを成なし遂とげるために、最良の方法は何かと言えば、答は自おのずから出ている。

「わたしは、神王の従僕しもべだよ。忠実とは言い難いがな。神王の命令があれば、レードンであれ、おまえたちであれ殺さねばならない」

「それでも、志は同じだと？」

「同じだよ」

　ディラントは、さらりと言った。

「神王はわたしの心などお見通しだろう。もしかしたら、今、この会話を聞いているかもしれない。わたしなど、神王にいつ死を賜たまわってもおかしくない人間だ。ただ、暗あん黒こく騎き士し団だんの長おさとして責任を果はたすつもりでいる。だからこそ、神王陛へい下かはわたしを処しよ分ぶんなされないのだ、と信じてもいる」

　彼の立場、考えはレイルズにははっきり理解できた。

　暗黒騎士団にとって、最良の道を選ぶことを使命として考えている。今の段階では、それは神王の従僕となることなのだ。

「オレの腹は、決まっている」

　レイルズはまずディラントを見つめ、それから振り返って仲間たちを見回してからゆっくりと切り出した。

「近々、神しん獣じゆうたちが聖せい地ちで、会合を開くという。オレはその会合に出るつもりだ」

　ほう、という表情をディラントは見せた。

「それで、何をする？」

「戦うよ、神王とな」

　レイルズはきっぱりと言った。

「砦とりでが神王の奇き跡せきとやらで破は壊かいされたとき、オレは思ったんだ。この戦いくさは神王を倒さなければ終わらないと。レードンも、彼の仲間とやらも、きっと同じことを考えているだろう。オレには何の手段も方法もない。だから正攻法で戦う。正面から、な」

　サイアが息を飲むのが気け配はいで分かった。

「勝てるわけがねえだろ」

　バッソーは、はっきりと言った。

「かもしれない。だが、オレはやる。神王に殺された人間の無む念ねんさを見せつけてやる。神獣たちの目の前で神王と戦うことで」

「死ぬつもりか？　それでは……」

「解決にはならないか？」

　レイルズはディラントに切り返した。

「……おまえが意い図としていることは分かる。だが、わたしは神獣も信用していないのでな」

「わたしは神獣を信用しています」

　マリスが何かを決意した表情でレイルズの隣となりに進みでてきた。そして、レイルズの腕うでを両手で強く抱かかえた。

「レイルズが、もし神王と戦うなら、わたしも一いつ緒しよに戦います。それが、おそらく神獣王フェネスに対する答にもなるでしょう」

「銀ぎん髪ぱつの者か？　噂うわさには聞いていたが……」

　興味深そうに、ディラントはレイルズとマリスを見比べた。

「神獣が立ち上がると思っているわけか？　神王と戦うために」

「もし、そうでないなら、わたしたちはもはや神獣を信用しません」

　マリスが言った。

「神獣の民が、神獣を見捨てるか」

　皮ひ肉にくめいた笑いを、ディラントは浮かべた。

「協力はできないが、おまえのことは忘れんよ。もしも、生きて会うことがあれば、また別の話もできよう」

　それで、ディラントとの会談は終わりだった。

　レイルズたちは、重傷のビーンを抱えて、ベルディア軍の野や営えい地ちをあとにした。

　街道を避さけて、森を通って東へと向かう。目指すのは、シレーネの集落だ。この銀ぎん狼ろうの部族の大集落に腰を落ち着け、ビーンの怪け我がの回復を待つつもりだった。

　それから、イスカリア地方の西南部にあるクリスタニア最大の聖せい地ちへ旅立つつもりだった。そして、神王と対決するのだ。

　困難な旅になるだろう。イスカリアの西の地域は、ベルディアの勢力圏内なのである。危険はいくらでも予想された。なにより……

　レイルズは、別れ際ぎわにディラントが言った忠告の言葉を思いだしていた。

「猛虎バルバスの部族の族長グレイルが姿を消した。部族を捨て、族長の名を捨てて、己おのれの復ふく讐しゆうを果たすために」

　森の大地を歩きつづけるあいだも、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくの放つ憎ぞう悪おがすぐ間近で感じられるような気がしてならなかった。奴やつとの決着もつけるしかない。その決着は、どちらかの命が失われることでつけられるのだ。

　いかなる未来が待ち受けているのか、レイルズには分からない。

　だが、運命は何ど処こかで決しているのかもしれない。結局は、イサリの予言どおりに炎ほのおのなかに消えた獣けものの牙きばの砦とりでのように。

　凶きよう兆ちようの大おお鴉がらすの鳴き声が、どこからか聞こえてきたような気がした。
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新しき民（用語）…………神獣の民が、現在のダナーンの住人を指して呼ぶ名前。クリスタニアの神獣ではなく、ファリスを主神とする天上の神々を信仰し、エルフ、ドワーフといった妖精族とも共存している。彼らは二百年前、一羽の大白鳥に導かれてクリスタニアに漂着した。

アルケナ（神獣）…………凶兆の大おお鴉がらすアルケナ。時間と運命を司り「運命の告知者」と呼ばれる。ベルディアと獣の牙の戦いについては中立の立場をとっている。

暗黒の民（用語）…………三百年前、ベルディアに漂着した暗黒神の信者たち。神獣王バルバスによってクリスタニアに受け入れられた。

イスカリア（地名）………北クリスタニア大陸の北部地方。北でダナーン、西でベルディアと境界を接している。中央は銀狼フェネスの治める森林、東部は大蛇ルーミスの支配する湖沼地帯、西部は双尾の狐スマーシュの支配する草原、南西部は大鷲フォルティノの治める山岳地帯である。ベルディアと神獣の民の主戦場として激しい戦いが続いている。

古いにしえの民（用語）……………フォレースル地方に暮らす古代神を信仰する人々。考え方の違いから神獣の民とはほとんど交流がない。

ウルス（神獣）……………眠れる灰色熊ウルス。熊の神獣にして礎いしずえの神獣王。クリスタニアに侵入した混沌を浄化する役目を負っている。

枝えだ角つのの部族（部族）………逃亡による自由を説く神獣ラフォンテールに仕える部族。ベルディアの侵略に対しては、ひたすら散解して逃亡する無抵抗主義をとっている。

大白鳥の部族（部族）……大白鳥の神獣フーズィーに仕える部族。ダナーンがクリスタニアの結界を離れた数百年のうちに姿を消した。

会合（用語）………………すべての神獣が「始まりの地」に集まって行う会議。クリスタニアの運命律である「周期」を定める話し合いが行われる。

影の部族（部族）…………時間と運命を司る神獣アルケナに仕える部族。

神の城壁（用語）…………クリスタニアを海から隔てる断崖。外界から侵入する混沌を防ぐために、ルーミスが作り出した結界である。いつも魔法の霧に包まれている。

牙の部族（部族）…………戦の神獣王ブルーザに仕える部族。戦士は戦い以外の労働をいっさい免除され、平和が続く限りは怠惰な生活を送るのが本分とされている。

銀狼の部族（部族）………周期を司る神獣王フェネスに仕える部族。イスカリアの豊かな森に暮らす、クリスタニアで最も有力な部族の一つ。

クリスタニア（用語）……神獣と呼ばれる獣の肉体に魂を封印した神々によって支配される大陸。地峡を挟んで北と南に分かれている。神獣たちが完成と永続性を望んだため、結界によって外界から隔てられ、周期という閉ざされた歴史が無限に繰り返す世界となった。

クロイセ（神獣）…………真紅の蟻ぎ帝ていクロイセ。蟻の神獣で社会や集団を司っている。

獣の牙（用語）……………ベルディアの侵略に対して神獣の民が結成した傭兵団。団長がおかれる以外、階級らしいものはないが、皆が認める勇者に対しては百人隊長という称号が与えられる。

眷けん族ぞく（用語）………………神獣によって聖別され特殊な力を授けられた獣。

故郷の島（用語）…………北の海に浮かぶ島。新しき民と暗黒の民の故郷である。

孤高の部族（部族）………鷲の神獣フォルティノに仕える部族。羽毛のマントを身につけている。

古代語魔法（用語）………［上位古代語］による呪文を詠唱することによって魔力を発動させる魔法。この魔法の使い手は魔術師と呼ばれる。

悟りの部族（部族）………知識を司る神獣メルキシュに仕える部族。ベルディアの地に暮らしていたが、猛虎の部族と暗黒の民に征服された。

邪神戦争（用語）…………三百年前に故郷の島でおきた戦争。いくつかの王国が連合して、暗黒神の信者と妖魔たちを滅ぼした。このとき船で島を脱出した暗黒神信者の生き残りがベルディアに漂着したのが暗黒の民である。

周期（用語）………………神獣王フェネスの定めたクリスタニアの運命律。周期が無限に繰り返されることで、クリスタニアは時の流れによる風化や変動から守られてきた。神獣の民は周期が巡るたびに生まれ変わって、定められた同じ人生を生きる。

従者（用語）………………神獣に仕える部族や眷族を、その神獣の従者と呼ぶ。

シルヴァリ（神獣）………黒鹿毛の神馬シルヴァリ。移動と交渉を司どる神獣。話し合いによって不和を収めることを求めるために「調停者」と呼ばれる。

神王（用語）………………支配の神獣王バルバスが獣の肉体を捨て、暗黒の民の英雄の肉体に降臨した姿。より神に近い存在である人間の肉体を得ることで、神であった頃の力を取り戻そうとしたのだと言われている。誕生直後から謎の眠りについていたが、十年前復活を果たし、ベルディア軍の先頭に立ってクリスタニアの侵略を進めている。

真紅の部族（部族）………真紅の蟻帝クロイセに仕える部族。閉鎖的な暮らしのために他の地方とは交流が少ない。数年前に大白鳥の民を名乗る戦士が現れ、強力な軍事国家への変革を行ったといわれているが定かでない。

神獣（用語）………………竜王ドラゴンロードに追われた中立神がその目を逃れるために獣の肉体に魂を封じ込めた存在。完全な世界の創造を求めて、クリスタニアを結界で閉ざし、周期の支配を及ぼした。

神獣王（用語）……………神獣の中でも特に偉大な力を特つ存在。五柱の神獣王は、周期の神獣王フェネス、支配の神獣王バルバス、結界の神獣王ルーミス、戦の神獣王ブルーザ、礎の神獣王ウルス。

神獣の民（用語）…………神獣の導きに従い周期を受け入れて生きる人々。多くの部族に分かれ、それぞれの神獣に仕えている。彼らは肉体を持たない神の存在を信じない。

神性武器（用語）…………神や神獣たちが奇跡の力で作りだした魔法の武器。神獣の民には部族ごとに伝承される神性武器があり、部族の中で認められた勇者に与えられる。

神性魔法（用語）…………神官や司祭が、天上の神の力を借りて起こす奇跡。

スマーシュ（神獣）………双尾の狐スマーシュ。商業と虚偽を司る神獣。物事には表と裏の二つの面があると説いている。

精霊魔法（用語）…………自然の四大元素や人間の精神に宿る精霊から力を引きだす魔法。精霊を召喚する能力を持つ者を精霊使いと呼ぶ。

双面の部族（部族）………狐の神獣スマーシュに仕える部族。神獣の民が結成した対ベルディア同盟に参加して戦っていたが、十年前に突如として裏切りベルディア側についた。

大蛇の部族（部族）………結界の神獣王ルーミスに仕える部族。ベルディアに敵対しているが、獣の牙には参加せず独自の行動をとっている。結界を破る者はすべて敵と見なして排除しようとする。

鬣たてがみの部族（部族）…………権威を司る神獣ディレーオンに従う部族。神獣と同様に「承認者」として他人の意見や決定を承認する役目を持つ。獣の牙の団長は、伝統的に鬣の部族から選ばれる。

ダナーン（地名）…………クリスタニアの北部に突き出した半島。かつてはクリスタニアの結界に属していたが、この地方を支配していた神獣フーズィーが大地を海まで下降させ、ダナーンを大陸から切り離した。二百年前、大白鳥に導かれて新しき民がこの地に漂着し、ダナーン王国を築く。

タルキィー（神獣）………緑翼の鸚鵡おうむタルキィー。言葉を司るオウムの神獣。滅びの魔力を持つ言葉を知ると言われ、「禁断を知るもの」と呼ばれる。

タレント（用語）…………神獣が、自らに仕える部族の中から特に選んだ人間や亜人に与える特殊な能力。

中立神（用語）……………神話の時代、神々は光と闇の陣営に分れて争い、世界の創造は中断された。そのとき、中立の立場を守り世界の創造を続けようとした者たちが中立神である。

沈黙の部族（部族）………言葉を司る神獣タルキィーに仕える部族。暗黒の民と猛虎の部族に征服されている。沈黙の民は言葉のもつ重要性をよく知っているため、軽々しく言葉を使うことを禁忌とする。

ディレーオン（神獣）……黄金の獅子ディレーオン。ライオンの神獣で富と権威を司っている。他人の決定を承認する役目を持つことから「承認者」と呼ばれる。

竜王ドラゴンロード（用語）………………創世神話に登場する古代種族の一つで最強の幻獣。神々さえも滅ぼす力を持っていた。光と闇の戦いでは双方の陣営に多くの竜王が召喚され、暗黒神の放った竜王は無差別に中立神をも襲った。

獣人化パーシヤル・ビースト（用語）……………神獣が獣人に与えるタレントの代表的なもの。顔や腕、上半身などが神獣に聖別された獣の姿に変わる。

始まりの地（用語）………神獣たちが神の肉体から解脱した聖なる地。

バルバス（神獣）…………密林の猛虎バルバス。虎の肉体に宿る支配の神獣王。フェネスによって定められた周期に反発し、力によるクリスタニアの統一と支配を掲げて侵略戦争を開始した。三百年前、故郷の島から流れついた暗黒の民の英雄の肉体を得て「神王」となった。

聖獣変身ビースト・フオーム（用語）…………神獣に聖別された獣に変身するタレント。獣人の中でも高位の者にしか使えない。

獣人ビーストマスター（用語）………………神獣からタレントを与えられた人間。神獣に選ばれた人間として、部族の中で指導的な立場にたつ。

蹄ひづめの部族（部族）…………移動と交渉を司どる神獣シルヴァリに仕える部族。ワイアーナ地方の草原で遊牧生活をいとなんでいる。

ファラリス（神）…………暗黒神。神々の戦いでは闇の陣営を率いて至高神ファリスと戦った。ファラリス神殿の教儀は欲望の解放と完全なる自由を説いている。暗黒の民の主神。

ファリス（神）……………光と正義を司る至高神。神々の戦いでは光の陣営を率いて邪神たちと戦った。ダナーンの新しき民に信仰されている神々の主神でもある。

フィンガル（地名）………北クリスタニアの西部地方。北でベルディアと接しているため一部で侵攻を受けている。寒冷な気候で深い森林に覆われ、北の広葉樹林は大鹿ラフォンテールが、南の針葉樹林は大鴉アルケナが支配している。山岳地方は眠れる灰色熊ウルスの守護地域である。

封印の部族（部族）………封印と浄化を司る神獣王ウルスに仕える部族。クリスタニア内部に生じた混沌を浄化する使命を持っている。しばしば、周期の支配を受けいれないものを混沌とみなして攻撃をしかける。

フーズィー（神獣）………湖面の大白鳥フーズィー。白鳥の神獣で慈愛を司っている。かつて、周期の定めるところによって大白鳥の民に大きな災厄が降りかかることを知ったフーズィーは、ダナーンをクリスタニアの結界から切り離すことで民を守ろうとした。

フェネス（神獣）…………森の銀狼フェネス。かつては中立神の長であったが、狼の神獣となってからも神獣王の長にして周期の神獣王として、クリスタニアの周期を守護している。イスカリア中央部の森林地帯を支配する。

フォーセリア（用語）……始源の巨人の死によって始まる世界。クリスタニア大陸や故郷の島もこの世界に含まれる。

フォルティノ（神獣）……白頭の大鷲フォルティノ。鷲の神獣で法や治安を司っている。周期の乱れを見張る役目を持つことから「監視者」とも呼ばれる。

フォレースル（地名）……北クリスタニアの中央部。この地を支配する神獣はおらず、古代神を信仰する古の民、エルフ、ドワーフなどが暮らしている。神獣の民からは「忘却の大地」と呼ばれる。

ブルーザ（神獣）…………土色の牙猪ブルーザ。戦の神獣王で戦いと怠惰を司っている。

ベルディア（地名）………北クリスタニア北西部に突き出した半島の名。この地方を支配していた神獣王バルバスが、沿岸に漂着した暗黒の民を受け入れ、神の城壁を切り裂いて大地を下降させたために現在はクリスタニアの結界の外に位置する。バルバスに従う猛虎の部族と暗黒の民が同盟を結んでクリスタニアの侵略を開始したため、神獣の民はこのベルディアを「裏切りの大地」と呼ぶ。この地の神獣は、猛虎バルバス、鸚鵡おうむタルキィー、山猫メルキシュ。

蟻人族ミユルミドン（用語）……………真紅の蟻帝クロイセによって創造された亜人。直立歩行する姿は人間に似ているが、蟻のような外骨格を持つ。

メルキシュ（神獣）………妖眼の大斑猫メルキシュ。山猫の神獣で秘密の知識を守護している。

猛虎の部族（部族）………支配と復讐の神獣王バルバスに従う部族。神王となったバルバスのもとで、暗黒の民と同盟して力によるクリスタニアの支配を目指す。

妖魔（用語）………………神話の時代に暗黒神の手によって妖精界から召喚された邪悪な種族。暗黒の民と共にベルディアに漂着した。

ラフォンテール（神獣）…枝角の大鹿ラフォンテール。逃亡による自由を司っていることから「永遠の逃亡者」と呼ばれる。

ラブラドル（地名）………真紅の蟻帝クロイセが支配する地峡地帯。南北クリスタニアをつなぐ唯一の通路である。

ルーミス（神獣）…………紅色の大蛇ルーミス。大蛇の神獣にして結界の神獣王。外界の混沌がクリスタニアに入り込むのを防ぐために神の城壁の結界を創造した。イスカリアの東部にある「百の湖と千の沼地」と呼ばれる湖沼地帯を支配している。

レスフェーン（神獣）……夢幻の胡蝶レスフェーン。夢や幻を支配し、混沌の世界「夢幻界」とクリスタニアを結ぶ扉を司る神獣。

ワイアーナ（地名）………北クリスタニアの東部地方。北の地域は戦の神獣王ブルーザの支配する丘陵。南では承認者ディレーオンと野性馬の神獣である調停者シルヴァリが、広大な草原を治めている。












　あとがき




　たいへん長らくお待たせいたしました。やっとこさ、『漂流伝説クリスタニア』第三巻をお届けできます。

　クリスタニアという作品は、架空フアンタジー世界を舞台にした歴史小説という一面があります。普通の長編小説は物語を一冊、一冊書いてゆき、その積み重ねで歴史ができあがってゆくのですが、クリスタニアの場合は、あらかじめ歴史が決まっていて、個々の物語はそれを輪切りにする形で展開してゆくわけです。『漂流伝説』も、架空世界の歴史（仲間うちでは、「クリスタニア・サーガ」と呼んでいます）の、ひとつの物語というわけです。

　実は、この漂流伝説より前にもいくつか物語があって、小説以外のメディアで少しずつですが発表されています。たとえば、ＣＤシネマとなった『はじまりの冒険者たち』、この物語は漂流から遡さかのぼること十年、本書でも（噂うわさに）登場しているレードンとその仲間たちが、初めてクリスタニアに上り、そこで巻きこまれる事件について描いたものです。

　九五年春に発売予定のクリスタニアＰＣ『神王伝説』は、（やはり噂の）漂流王の魂たましいを救わんとして、神王と対決する道を選んだ「獣けものの牙きば」の傭よう兵へいボークスとジェノバ、そして一人のダークエルフ女性を中心として展開される物語です。漂流伝説から十年前が物語のはじまりで、ラストは漂流とほぼ同時期となります。

　ＲＰＧリプレイとして、電撃ゲーム文庫で既き刊かんの『封印伝説』は、今度は漂流伝説から十年後のクリスタニア世界が舞台となります。未来の話ですので、ここではストーリーの内容には触ふれませんが、「はじまりの冒険者」たちが主人公たちと敵対する形で登場します。

　ＲＰＧリプレイは、「電撃王」誌で『暗黒伝説』が連載中で、今後も新しいシリーズが続いてゆく予定です。以前に、「月刊コンプティーク」誌で連載されていた『漂流伝説』『蟻ぎ帝てい伝説』『黄金伝説』も刊行してゆく予定です。

　分かりにくいので、時代別に並べてゆきますと──




十年前


　①はじまりの冒険者たち（小説、ＣＤシネマ、劇場アニメ、スーパーフアミコン・ソフト）

　②神王伝説（小説、パソコン・ゲームソフト）

現在

　③漂流伝説（小説、ＲＰＧリプレイ）

十年後

　④蟻帝伝説（小説、ＲＰＧリプレイ）

　⑤黄金伝説（小説、ＲＰＧリプレイ）

　⑥封印伝説（小説、ＲＰＧリプレイ）

　⑦暗黒伝説（ＲＰＧリプレイ）






　と、なります。

　魅み力りよくあるいくつもの物語ストーリーを、いくつものメディアを使って展開する。これこそ、メディアミックスの真しん髄ずいであり、『クリスタニア・サーガ』の魅力である、と僕は確信しています。

　これだけのプロジェクトですから、筆の遅おそい僕ひとりでは、とても支えきれるものではありません。さいわいなことに、僕には「グループＳＮＥ」の仲間たちがいます。クリスタニアに関しては専門チームを作って、盤ばん石じやくの体制をとっています。白井英ひで、河添省吾、佐藤七なな海みの三人がその中心メンバーで、多方面にわたって協力してもらっています。

「電撃アドベンチャーズ」誌では、彼ら三人のクリスタニア短編小説がすでに掲載されていますし、長編小説も分担して執しつ筆ぴつしてもらう予定です。

　歴史を輪切りしているからといって、ひとつひとつの物語のスケールが小さいわけではありません。たとえば、漂流伝説は本書を読んでもらえば分かるように、クリスタニアの歴史において極めて重要なターニングポイントにスポットを当てて描いています。

　クリスタニアを完全たらしめていた「周期」という名の世界法則が、内部で生じた疑ぎ念ねんと外部からの要求によって崩くずれつつある。あたかも、時代は周期が一回転し、新たな周期へと移行しようとしているところ。クリスタニアを統すべる神しん獣じゆうたちは迷い、彼らに従う神獣の民たちも迷っている。一方では、神王バルバスとその配下の者たちが容よう赦しやのない侵略戦争を挑いどんでくる。否いや応おうなしに、クリスタニアの住人は戦いに巻きこまれてゆく──

　クライマックスとなる第四巻はファンタジー長編として、十分お楽しみいただけるスケールになるという自信があります。いつ発売されるか予告はできませんが、お待ちいただければ、かならず出ます。それだけはお約束できます。

　ただひとつだけ、九五年は「クリスタニアの年になる」とだけ、言っておきましょう。


水野　良
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水みず野の良りよう

１９６３年、大阪に生まれる。大学在学中よりＲＰＧに熱中し、ゲームのデザイン、紹介など執筆活動をはじめる。卒業後グループＳＮＥに参加、『ロードス島戦記』で小説家としてもデビューする。現在、電撃王誌上でＲＰＧリプレイ「暗黒伝説クリスタニア」を連載中。
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うるし原ばら智さと志し

１９６６年広島県生まれ。アニメーター兼マンガ家兼イラストレーター。主な作品、『プラスティック・リトル』（作監、キャラデザイン）『レジェンド　オブ　レムネア』（コミック）など多数。
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漂ひよう流りゆう伝でん説せつ
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